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明೔がಡめないと感じることが多い。୭しも๛、ۙ࠷　

かな社会、๛かな生活を望Έ、೔ʑ౒力していることに

間ҧいはない。しかしながら、౒力がࢥった௨りの結果

を൐うとはݶらないし、しかも、自ݾධՁの΄かに、多く

の場合、自分Ҏ֎のとこΖで౒力がධՁされる。それͩ

けに、ੈがෳࡶになるにしたがって౒力と成果との関܎

はෆ透明性がߴまってくる。

るように、੾᛭ୖຏしてݟのϚΫドφルドの事ྫにۙ࠷　

৽੡඼を࣍から࣍に出し、しかも҆いことがいいことであ

るといΘΜばかりに௿Ձ格ઓུをとΖうとも、お٬が໭ら

ないという。こうした事ྫは΄かにもある。自社のٕज़に

ա大な確৴をͪ࣋それにݻ しࣥて৽しいର応をおΖそか

にしたシϟープにΈる事ྫである。自分は౒力しているに

もかかΘらͣ、౒力を܏஫した੡඼が市場からߴいධ

Ձを得られない。そして、΍がて時୅のྲྀれからৼりམ

とされる。いͭのੈにもこうした事ྫはよくあることである

が、今೔の経済社会 Ͳ́、ࢥいが௨じない社会はなかっ

たであΖう。

　その原Ҽを考えてΈるとࢥい౰たるઅがある。その原

Ҽの一ͭはඪతとする市場がڊ大ԽしていることにىҼ

するであΖうし、いま一ͭはそれへのର応もڊ大Խしてき

たためである。企業活動はいったΜ動き出ͤばྟػ応

มというΘけにはいかない。成ख़Խした社会では社会を

けΜҾしている企業も成ख़Խしڊ大Խしてきた。しかし、

度৘ใԽ社会となった今೔では、企業活動においてもߴ

ਝ଎性が要ٻされることから、そこにઈえ ϛͣスϚッνを

はらΜでいる。このためにෆ確実性のߴい社会は一ஈと

その޲܏をڧめる޲܏にある。

　確かに、ͭいઌ೔まではࣜג市場は̎ ສԁをಥഁする

と多くのࣝ者が予ଌしていたが、今年に入ってからࣜג

はԼ߱の一్を਱͛ている。い もͭであれば৽年早ʑ

はԑى相場でもあり、ࣜגは্がるというのが一ൠతで

あったͩけに、本年の相場にはࣦ望さͤられた。しかも

೔ۜは༬入れۚརをԼ͛た。それによりզʑの਎ۙな市

中ۜ行は定ۚظརをԼ͛るという連࠯൓応を しࣔた。ࡢ

年຤に୭がこれを予૝できたであΖうか。

　あの౦ࣳが、あのシϟープが、ߍߴ໺ٿの名໳のあ

の1-学Ԃがʜʜかͭては一ੈを෩ᴆし、՚΍かな時

୅をᨳՎしたものがʜʜという考えは୭しも感じることで

あΖう。

　こうしたෆ透明な社会をいかに生きൈくか、その極ҙ

は୭しもͪ࣋合Θͤていない。ݴえることは社会がͲΜ

なにมԽしようとも、自分の目で確かめ、考え、ର応する

しかない。৘ใԽ社会の中にあってԿが真実であるか、

それをݟ極める目と分ੳ力が؊৺である。この「෢ث」

をຏくうえではઈえͣ学Ϳ࢟੎を待たなければなるまい。

「社会力のᔻཆ」が重要であり、そこに৽たな໋࢖を

डけࢭめたい。

岡山商科大学　学௕
࢜Ӧ学തܦ

Ҫ৲　ত෉　

૑ཱ50周年ʹࡍして͏ࢥ
ෆ࣮֬ੑのߴい時୅をい͔ʹੜ Δ͖͔
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、԰というか、ʪきびͩΜごʫ԰ͩからࢠは本職が՛ࢲ　

こΜなද୊でԿ時も発૝する。

　एい時は考えもしなかったが、౰વ৯෺にはこれが一

൪大事なことで、この二ͭのことを֎れては、商ചは全

くବ目で、ফえてΏくのΈ。というݫવたる事実をೲ得す

る຦に10年はֻかった。ୠし、これは必 しͣも、৯෺に

ͭいてͩけでなく、ਓ生ສൠにͭいても、いはばあらΏ

るਓʑがಀれることが出དྷͣ、ޚ時 とੈのטΈ合ͤがあ

るという事を஌るҝには、ߋに10年を要した。

ˑ

　ਓ生とӠうのはົなもので、Կを΍ってもうまく行く時ظ

と、ͲΜなに౒力しても、うまく行かないときがަޓにݱ

れるので、०とӠえば୹く、それを௕࣋ さͪͤれば、ਓ

はӡがྑいとධし、一度ෆӡのᔹにམͪࠐめば、出ޱ

に୧りணくৎけでも大มなことになる。

　ॳ場ॴで༏উしたۏ঑٠の場合は、度重なるނো΍

ෆௐを৐りӽえての、今΍०のਓͩが、ന๠の場合は

৆ຯݶظがա͗たとӠはれる。ੈ間はݫしいので、྆

者共、今຦のഒ、ࡾഒのݹܤをこなすしか生きて行け

ないのである。Ͳうあれָは出དྷないのです。

ˑ

　ラグϏーのޒ࿠ؙબखが୧りணいたڥ地は、ପԁܕ

のϘールのඈͿํ޲はίントϩール出དྷないが、ٿをऽ

るॠ間の଍の޲きはルーνンのਫ਼度をϛϦ୯Ґでݻめるこ

とで可能とӠうޛりの様なものであったとӠう。

ˑ

　大学の࢛年間、Ͳうաすかは、֤ਓউखͩが、要は

Կを΍るにしても、ຖ೔の、自ら定めたルーνンをݻめる

ҝのۓுした時間をͭ࣋ことをָしΜで、自らの体に定

ணさͤるҝで、これৎは֮えてஔいてଷき度いのͩが、

ਓ間はՖ΍ڕではない。०は一生に一度しかなく、それ

も一ॠでԼखをすれば৆ຯݶظすらࣦってྃう。社会

ਓになってから、結果をٻめられる生存ڝ૪のੈ界で、

実ྫはいくらでもあるのです。

の໰౴をኍৗਓੈࢠ޸෵とإにॻかれたޠ後に࿦࠷　

ઌ生のঞによりҾ༻してஔきます。෺を学Ϳҝにはࢣを

ଚܟすること、ྱはܟです。

。ඇྱ໪ௌ。ࢹ෮ྱ。ඇྱ໪ݾࠀᐌࢠ。෵໰ਔإ　

ඇྱ໪ݴ。ඇྱ໪動。「إ෵ᐌ、ၼᦒෆහ、੥事ޠࢩᛘ」。

（平成28年１月）

株式会社 ኍᒇಊ
औక໾ 会௕

෢ా　मҰࢯ

०と৆ຯݶظ
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岡山商科大学
創立50周年記念

　去る2015年10月24日（土）、岡山商科大学大学祭に
おいて、2014年に引き続く第2回「投資家と学生のため
の会社説明会」と題し、共通テーマ「長期投資の観点で
良い地元企業を発見しよう！」に沿って、公開講演会を開
催することが出来ました。
　商大レビュー25号では、以下で、この公開講演会の要
旨をまとめてみました。
　当日のスケジュールと講演プログラムは次の通りでし
た。各講演者の持ち時間は30分と短めでしたが、中身の
濃い内容の講演でした。

�0݄��೔ʢ౔ʣ
��ɿ��ʙ��ɿ��（جௐߨԋ）
　　　　　  ʮۀاՁ஋ධՁʹඞཁͳۚ༥Ϧテラシーʯ
　　　　　　　岡山商科大学
　　　　　　　　経営学部教त　ۙ౻�一ਔ
�����ʙ��ɿ�� ʮഡ原ۀ޻Ͱ̞ ͷ̧࣮ફΛݟΔʯ
　　　　　　　ഡ原޻業ࣜג会社　
� � ୅ද取締໾社௕　ഡ原�๜ষࢯ�
�����ʙ��ɿ�� ʮ日本取Ҿ所グループͷ取Γ૊Έ
 　　　ʙূ݊市場ͷັྗ޲上ͱػೳڧԽʙʯ
　会社೔本取Ҿॴグループࣜג　　　　　　　
� � 広ใɾ̞ 部̧部௕　多լ୩�জࢯ�
�����ʙ��ɿ�� ʮϏーアールϗールσィングεͷݱঢ়ͱকདྷ
 　　　ʙ࣋ଓՄೳͳ੒長は࣮ݱͰ͖Δͷ ʁ͔ʙʯ
会社ϏーΞールホールディングスࣜג　　　　　　　
� � ୅ද取締໾社௕　౻ా�ެࢯ�߁

ᶃʮۀاՁ஋ධՁʹඞཁͳۚ༥Ϧςϥγʔʯ
（ԋɿۙ藤 一ਔߨௐج）　
　๯಄で、ۙ ౻は、Ξϕ
ϊϛΫスのԸܙが「地ํ
૑生」のઓུを࣠に、地
企業にまで及Μでいݩ
るͩΖうかという観఺か
ら、ୈ二スςーδに入っ
たΞϕϊϛΫスの成果を
ৼりฦり、結࿦తには҆
ഒट相が์った̏ 本の໼のうͪ 、̏本目の成果がे分で
あるとはݴえͣ、「ঁ性の活༂」と「地ํ૑生」の̎ ͭが今
後も大きな஫目఺であり、これらがࣜג市場の今後の行

ํにも大きなӨڹがあると予૝されるため、まさにਖ਼念場
をܴえているとした。そして、「ঁ性の活༂」をଅすために
は、௕時間࿑ಇのੋਖ਼（時୹ઌ進ࠃのथཱ）がԿよりも
重要であると同時に、「地ํ૑生」の取り組Έには、ౡࠜ
県ւ࢜町、ಙౡ県ਆ山町なͲの事ྫをҾ༻しͭͭ、岡山
県໼ֻ町のフィールドスタディ（̕ 月に実施）をもとに、গࢠ
ۭ、生事業のਪ進࠶ຽՈݹ、ࡦԽରྸߴ きՈରࡦ（Ҡ
ॅଅ進とϦフΥームิॿ）なͲにߋなる౒力が必要とまと
めた。ߋに、「地ํ૑生」の時ہతςーϚであるΠンό΢
ンド（๚೔֎ࠃਓ）Ήけ観光੓ࡦに関しても、観光資ݯに
はܙまれているものの、̧̥のෆे分な岡山県ຽをޑ෣
する্でも、「おらが県こそ、ً くʌ １ʙ岡山県ʙ」と୊し、
岡山県ຽも஌らない೔本一の事ྫを͛ڍた。࠷後に、ྑ
い地ݩ企業を発ݟするには、様ʑな౤資ई度のうͪ 、̧̤
い企業に஫目することと、企業ߴの（ओ資本རӹ཰ג̚）
のࡒ຿໘のΈならͣ、ඇࡒ຿໘のՁ஋にも஫目する「౷
合తࢥ考」が重要であると締めくくった。

ᶄʮഡۀ޻ݪͰ̞ ͷ̧࣮ફΛݟΔʯ
　（ഡ原 ๜ষ　୅ද取締役社長）
　ഡ原�๜ষ社௕は、岡
山商科大学の経営学
特घٛߨ΍ຖ年岡山
でՆに։࠵される౦ূ
ओ࠵「�:PVχッϙン応
援全ࠃΩϟラόンJO岡
山」なͲ数多くのߨԋを
なさっているためか、今
ճの大学ࡇでは「ഡ原޻業の̞ の̧実ફをݟる」という一
෩มΘったςーϚを͛ܝられ、「ഡ原޻業ってͲΜな会
社」かを、会社のルーπ、これまでのΤϙッΫ（Ԋֵ）、ओ力
੡඼の「フラットϠーン」ってͲΜなものかも実ྫをखにৄ
しくઆ明をしていた きͩました。特に、フラットϠーンの۩体
తな༻్΍੡଄のための中ٕ֩ज़にも৮れ、またフラット
Ϡーン੡଄にܽかͤない関連ػցなͲ事業の多֯తల
։にもઆ明をՃえていた きͩました。ߋに、ۙ 年の業੷と
重要な経営ࢦඪ、特にదਖ਼גՁをݟるうえで๨れてなら
ない̥ ౰りརӹと഑౰との関連ג΍一（Ձऩӹ཰ג）̧̚
で഑౰性޲なͲの౤資ई度にも৮れ、ௌऺのۚ༥Ϧςラ
シーの্޲にも഑ྀしていた きͩました。࠷後に、ݱঢ়の
経営ํ針΍重要ࢦ針を社௕自らのݴ༿で೤くޠり、「フ
ラットϠーンٕज़を大事にしながら、ৗにม しֵଓけ、ੈ の
ためਓのために໾ཱͭ会社であΖう」との経営ཧ念とそ
れを実ફするうえで重要な「社ੋ」を঺հされて、締めくく
りとなさっていました。ϚΠΫを࢖Θͣ、೑੠のままに、̧̞ っ
てこう΍るΜ とͩいう೤い実ફの場を൸࿐していた きͩ、
他社΍֎部の企業関܎者のܹࢗにもなったのではない
でしΐうか。

ʰ౤ࢿՈͱֶੜͷͨΊͷ
���ձࣾઆ໌ձʱ तڭ　Ӧ学෦ܦ

ۙ౻ Ұਔ
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ᶅʮ日本取Ҿ所グループͷ取Γ૊Έ
　　　ʙূ݊市場ͷັྗ޲上ͱػೳڧԽʙʯ
　（ଟ賀୩ জ　޿ใɾ̧̞ ෦෦長）
　多լ୩�জ部௕は、ഡ
原社௕と同様、2014年
の大学ࡇにおける「౤
資Ոと学生のための会
社આ明会」にもごࢀՃ
いたͩき、౰地、岡山で
はຖ年Նに։࠵される
「�:PVχッϙン応援全
ΩϟラόンJO岡山」とともに౦ূと岡山の౤資Ո΍企ࠃ
業にとって๨れられない存在となりͭ ͭあります。今ճは、
「ۚ༥Ϧςラシーの্޲に資する」্ でも、ূ ݊市場を਎
ۙに感じてもらうというҙਤで、「೔本取Ҿॴグループ」の
஌名度্޲のために֓要のઆ明から始められ、ۚ ༥商
඼取Ҿॴの໾ׂ、今後の成௕に޲けた施ࡦɾ取組Έに
৮れながら、「౤資Ո૚の֦大」と「্場企業のັ力の
が大੾「্޲ とͩ力આされました。特に、ϦーϚンショッΫの
ͲΜఈから̒ 年連ଓで૿Ճしͭͭある̞̥̤（৽ެࣜגن
։）にもݴ及されました。また、̞̩ ςΫϊϩδーは取Ҿॴに
とって、市場ӡ営のج൫であると同時に、ࡍࠃతな取Ҿ
ॴ間のڝ૪力のݯઘであるとڧௐされました。࠷後に、೔
本取Ҿॴグループの業੷のਪҠにも৮れ、഑౰΍ࣜג
分ׂを௨じたגओؐࡦݩの充実Ϳりをૌえました。これ
に関連して、೔本取ҾॴグループのגՁのਪҠ΍גओ
༏待੍度にもઆ明をՃえられ、ݸਓ౤資Ոの皆さΜに޲
けて、౤資৘ใのϝール഑৴΍ެࣜ8FCαΠトのศརな
いํをも঺հしていた࢖ きͩました。

ᶆʮϏʔΞʔϧϗʔϧσΟϯάεͷݱঢ়ͱকདྷ
ɹɹʙ࣋ଓՄೳͳ੒௕͸࣮ݱͰ͖Δͷ ʁ͔ʙʯ
　（藤田 ެ߁　୅ද取締役社長）
　ॳొஃをお願いした
社௕とは、Ն߁ެ�ా౻
の「�:PVχッϙン応援
全ࠃΩϟラόンJO岡山」
にもごࢀՃされていたこ
とがԑとなり、ळの大学
にも、その場でごొஃࡇ
をշ୚していたͩけました。特に、今ճもごࢀՃをお願い
する動ػとなったのは、企業の「࣋ଓతな成௕は可能か」
というςーϚにͽったりのプϨθンςーションに感໏をडけ
たからに他なりまͤΜ。今ճの大学ࡇでも、ͪ࣋時間は30
分と決してे分ではなかったにも関Θらͣ、૯ϖーδ数
108ຕものスラΠドをご४උいた きͩ、೤৺なごઆ明をいた
くͩことが出དྷました。まͣ、そのスラΠドのૉ੖らしさをৼ
りฦってΈると、全108ϖーδのうͪ 、スラΠド10ʙ22、スラΠ
ド3�ʙ53、スラΠド72ʙ77までをओ力事業である「1$（プ
ϨストϨストίンΫϦート）」を࢖༻した全֤ࠃ地のڮྊ、ු
、るまでの঺հにׂきࢸઢにװ৽のϦχΞ৽࠷からڮࢅ
ඇৗに۩体తで、分かりқいごઆ明ͩったことです。
　特に、ҹ৅ਂいϝーッηーδとしては、「զʑの会社は、
地ํのθωίンではない」、「1$のઐ໳ٕज़者ूஂで
す」、「談合ɾա౰ڝ૪による޻事発஫ྔの大幅なݮগ
ิ、ҭ成、඼࣭確อࡐにも関Θらͣ、ਓ（ݮˋ62�5） मɾิ
にࡦՃ౳ʑの施ࢀ事業へのڵज़の։発、.�"ɾ෮ٕڧ

より、今後もެ共事業関܎අの૿Ճは望めないものの、
Θが社は࣋ଓ可能な業੷の成௕が予૝できる」というも
のです。
　一ൠతには、ෆگ業छの中でྑい地ݩ企業とはೝめ
てもらえない޲܏が൱めないとࢥうのですが、౻ా社௕
のプϨθンςーションはそうした௨念を׬全にଧͪഁる中
਎のೱいものでした。本౰の౤資ՈがΘかるݰਓ޲けの
プϨθンςーションͩ ったとࢥいました。
　学生の中にはプϨθンςーションの真Ձがཧղできな
いํもいたかもしれまͤΜが、今後もੋඇ、数多くの会社
આ明会にࢀՃされ、経営トップのお࿩にࣖを܏けることを
。待したいと考えますظ

ʲࢣߨͷプロϑィール（rશͯઆ໌会౰࣌ͷ役৬）
�� ഡ原 ๜ষ （1�53年8月1�೔生まれ、62ࡀ

ഡ原޻業᷂　୅ද取締໾社௕　社௕ࣥ行໾。
1�76年3月　ۨᖒ大学�経営学部�卒業
1�76年̏ 月　ഡ原޻業᷂入社
　　　　　（取締໾、ৗ຿取締໾）
1�84年より　౰社　୅ද取締໾社௕
2010年より　୅ද取締໾社௕　社௕ࣥ行໾員
2015年12月　୅ද取締໾会௕
झຯɿಡॻ、൛ը、໷行か、ಷ行で旅行

�� ଟ賀୩ জ （1�68年1月25೔生まれ、47ࡀ

᷂೔本取Ҿॴグループ広ใ*3部௕。
1��0年3月　্ஐ大学�๏学部�๏཯学科�卒業　　
1��0年̐ 月　౦݊ূژ取Ҿॴ　入ॴ
2012年　　�᷂౦݊ূژ取Ҿॴグループ
　　　　　　ব֎広ใ部௕
2013年　　�᷂೔本取Ҿॴグループ広ใɾ*3部௕
（೚ݱ）　　　　　
झຯɿ旅行、Ի （ָΪター）

�� 藤田 ެ߁ （1�50年�月�೔生まれ、65ࡀ）
᷂ϏーΞールホールディングス　୅ද取締໾社௕。
1�74年5月　ܚ応ٛ塾大学�๏学部�੓࣏学科�卒業
1�76年5月　ϋートフΥード大学�経営学部
　　　　　　म࢜՝ఔ�卒業（.#"）
1�85年�月　極౦޻業᷂　୅ද取締໾社௕、
　　　　　 会௕をྺ೚
2002年6月　᷂ϏーΞールホールディングス取締໾
2003年�月　᷂ϏーΞールホールディングス社௕（ݱ೚）
झຯɿΰルフ、ಡॻ、ւ֎旅行

�� ۙ 藤 一ਔ （1�48年̓ 月31೔生まれ、67ࡀ）
岡山商科大学　経営学部　商学科　教त。
1�71年3月　ԣ඿市ཱ大学�商学部�経済学科�卒業
1�71年̐ 月　᷂໺村૯合研究ॴ（ΞϝϦΧ、ドΠπற在
　　　　　　なͲを経て、໾員待۰）
1��4年6月　᷂い よͪし経済研究ॴ
　　　　　（୅ද取締໾社௕、ཧ事௕、ސ໰）
2014年3月　ๅҹ3*（ג）࡮企ը部、૯合ディスΫϩー
　　　　　　δϟー *̱3研究ॴ　ސ໰（ݱ೚）
2014年4月　岡山商科大学　経営学部
　　　　　　教त（ݱ೚）
ஶॻは、「企業Ձ஋্޲のための経営৘ใઓུʙ*3
の本࣭にͭいてʙ」（中ԝ経済社、୯ஶ）́ か多数。
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　たͩ今、ご঺հいた きͩました࢈業ઓུ研究ॴ୅දの
村্ً߁とਃします。ઌ Ͳ́࢘会者のํからもご঺հが
ありましたが、೔本の̧̞研究の૲分けで、今もୈ一ਓ者の
ۙ౻一ਔ教तとࢲは、ۙ ౻ઌ生がドΠπɾフランΫフルトの
໺村૯合研究ॴのݱ地๏ਓの社௕の時୅から෇き合
いがありまして、そのԑで今ճ、岡山商科大学૑ཱेޒ
周年というඇৗに名༪ある学ज़ߨԋ会でお࿩をさͤてい
たͩけますことを大มخしくࢥっております。
　今、大⃻ߛ一෭学௕からも「αーϏスΠϊϕーション」の
ҙٛをお࿩いた きͩましたが、本೔のςーϚは、「モϊ くͮ
りのࠃのαーϏスΠϊϕーション」です。

１．モノづくりの国からサービスで動く国へ
　まͣ、࠷ॳにこのスラΠドʦスラΠドᶃʧをごཡいた きͩた
いのですが、これはԣ࣠に1�55年からの時ྻܥをとり、ॎ
࣠にୈ一࢈࣍業、ୈ二࢈࣍業、ୈ࢈࣍ࡾ業の(%1ൺ཰
をࣔし、これで೔本の࢈業ߏ଄のมԽをݟていこうという
ものであります。この౷ܭが࠾られ始めた1�55年の೔本
経済では、(%1の̎ ׂ くۙが೶業によって઎められてい
ました。ここから೔本の20ੈلのߴ度成௕が始まったΘ
けですが、このߴ度成௕のओ໾はݴうまでもなく੡଄業
であり、ୈ二࢈࣍業でありました。ୈ二࢈࣍業のൺ཰は、
55年には33�8̀ ͩったのですが、60年に40�8̀ 、70年には
43�1 と̀、40 を̀௒えて成௕していきました。ものすごい੎
いでୈ二࢈࣍業、੡଄業が৳びていったΘけですが、こ
のաఔで、「೔本はモϊ くͮりのࠃであって、੡଄業の༌
出が経済成௕の原動力である」という௨念が定ணしたの
とͩࢥいます。
　この௨念は、今もզʑの಄の中に࢒っている௨念 とͩ
は1�70年୅گいますが、このঢ়ࢥ ら͙いまでで、1�80年
୅Ҏ߱は、ୈ二࢈࣍業あるいは੡଄業のシΣΞはܹٸに
গしていきました。かΘって֦大していったのが、αーϏݮ
ス࢈業です。
　このαーϏス࢈業がݱ在の೔本の࢈業ߏ଄のมԽを
もたらしたΘけですが、モϊ くͮりのࠃをݗҾする੡଄業
は、今΍18 し̀かシΣΞがありまͤΜ。ୈ一࢈࣍業、ୈ二

りの75ˋは、広࢒。業を଍し合Θͤても、໿25ˋです࢈࣍
ٛのαーϏス࢈業が઎めております。ですから、「೔本経
済はαーϏスで動いている」とݴってもաݴではないΘけ
であります。
　そういうαーϏス࢈業なのですが、αーϏス࢈業の生
てΈますと、このਤʦスラΠドᶄʧはԣ࣠にै業員ݟ性を࢈
数のシΣΞを取って、ॎ࣠に࿑ಇ生࢈性を取っています
がが、੺い఺ઢが੡଄業の生࢈性です。ଠいॎઢのӈ
ଆがす΂てαーϏス࢈業なのですが、αーϏス࢈業の中
には̞̩࢈業ですとか、ۚ ༥、ઐ໳αーϏス࢈業というよう
な、੡଄業よりはるかに生࢈性がߴい࢈業もあるのです
が、αーϏス࢈業の大൒を઎めるӡ༌、Է、খച、॓ ധ、
ҿ৯、ҩྍ、հޢ౳ʑのαーϏス࢈業は、いͣれも੡଄業
よりもかなり生࢈性が௿いঢ়ଶであるというのがݱ実であ
ります。ですから、その௿いαーϏス࢈業の生࢈性を্޲
さͤることこそが、೔本経済の成௕ઓུの੾りࡳというこ
とがݴえようかとࢥいます。
　皆さΜの中で自分はモϊ くͮりの࢈業でಇいていると
か、もしくはモϊ くͮりの࢈業でಇいていたとか、あるいは
഑ۮ者がモϊ くͮりをしている、モϊ くͮりの会社でಇいて
いるとか、自分はモϊ くͮりܥ とͩࢥΘれるํ、खを͛ڍて
いたͩけますか。（ڍखがগない）
　岡山は相౰αーϏスԽが進ΜでいますͶ。この会場に
いらっしΌるํʑは、モϊ くͮりというよりもαーϏスܥのํ

Ϟϊͮ͘ Γͷࠃͷ
αʔϏεΠϊϕʔγϣϯ 産ۀઓུ研究所　୅ද

村্　ًࢯ߁

P R O F I L E

産業戦略研究所　代表　村上  輝康

株式会社NTTドコモ 取締役（独立役員）

1968年野村総合研究所入社。1996年取締役新社会システム事業本部長。
2001年代表取締役専務リサーチコンサルティング部門・国際部門・研究開発担当
を経て、2002年、野村総合研究所理事長。2008年4月より野村総合研究所シニ
ア・フェロー、2012年4月より、産業戦略研究所代表。
IT戦略本部･本部員(有識者)、総務省・情報通信審議会情報通信政策部会長、経
済産業省・産業構造審議会情報経済分科会分科会長をはじめ、総務省、経済産業
省、文部科学省、総合科学技術会議等において多数の委員会委員、委員長を歴
任。日本経団連、経済同友会等の委員会委員、委員長を歴任。

ʦεϥΠυᶃʧ

ʦεϥΠυᶄʧ

�



OKAYAMA  SHOKA  UNIVERSITY

商大レビュー vol.25

▼
ֶ
ज़
ߨ
ԋ
ձ

˝ɹɹɹ��ֶ ձ
ֶज़ߨԋձ ����������

岡山商科大学
創立50周年記念

が多いの とͩࢥいますが、ࢲのこれからの࿩は、決してモ
ϊ くͮりは関܎ないという࿩ではありまͤΜ。モϊ くͮりにと
りましてもඇৗにڧい関܎のある࿩ですので、ੋ ඇ、੡଄
業の皆さまもじっくりおฉきいたͩければとࢥいます。

２．サービスに対する考え方の大転換
　೔本のࠃはαーϏス࢈業で動いているといってもաݴ
でない Ͳ́の重要性をͭ࣋αーϏス࢈業ですが、αーϏ
ス࢈業にとりましては2004年という年がඇৗに大事な年
でした。この年にいΖいΖな大きなมԽがありました。2004
年に「全ถڝ૪力ධٞ会」が「ύルϛαーϊɾϨϙート」とい
う、ඇৗに重要なϨϙートを出しました。このϨϙートが出
て、ྺ のないαーϏスに「αΠΤンス」といܗ、ॳめて্࢙
うݴ༿が෇いて、「αーϏスαΠΤンス」という֓ 念が஀生
しました。౰時*#.の会௕ͩったύルϛαーϊは、「αーϏ
スαΠΤンスは、21ੈلのΠϊϕーションの中৺部で重要
な՝୊にରॲし始めるであΖう」とϨϙートの中でݴって
います。これはԿでもないようにฉこえるのですが、αΠΤ
ンスのྺ࢙からいいますと、これは結ߏすごいมԽで、Ψ
ϦϨΦɾΨϦϨΠҎ߱、16ੈلからのۙ୅科学のྺ࢙とい
うのは、自動ंとかςϨϏ とͩかϩϘットͩ とか߅生෺࣭ͩ
とかプラスνッΫͩ とか、́ とΜͲがモϊ くͮりにରする科
学తɾ޻学తΞプϩーνのྺ࢙ͩったということがݴえま
す。αΠΤンスは21ੈلになってॳめて、ܗのないαーϏ
スにରして本格తに科学తɾ޻学తΞプϩーνを։始し
たということがݴえるとࢥいます。
　ΞϝϦΧにおきましても、αーϏスにରして科学తɾ޻学
తΞプϩーνをѻうような大学研究ػ関は、2004年の
ஈ֊では本౰に数える΄Ͳでした。しかしながら、200�
年にはすでに250を௒える研究ػ関がこの分໺にࢀ入
し、αーϏス࢈業の෕といΘれるスϙーラーത࢜（%S�
4QPIMFS）によると、ۙ࠷ではもう500を௒えているそうで
す。αΠΤンスのੈ界に੩かなֵ໋がىこりͭ ͭあるとい
うことであります。
　それから2004年には、もう一ͭ大きなύラμΠムのมԽ
がありました。ϰΝーΰ（7BSHP）とラッシϡ（-VTDI）という
二ਓの経営学者が、「αーϏスドϛφントɾϩδッΫ」をϚー
έςィングの分໺でఏএしました。ʦスラΠドᶅʧ　
　この「αーϏスドϛφントɾϩδッΫ」では、αーϏスを٬ސ
とのՁ஋共૑（7BMVF� DP�DSFBUJPO）という;うにଊえま
す。そして、「αーϏスこそが経済ɾ企業活動の中৺にあっ
て、モϊはαーϏスのՁ஋実ݱखஈの一部である」という
;うに考えます。զʑの学Μできた経済学とかϚーέςィ
ングのੈ界では、モϊが経済を動かしている、αーϏスは
モϊの取Ҿの෇࿥で、෭࣍తなもの とͩいう;うに教えら
れてきたΘけですが、「αーϏスドϛφントɾϩδッΫ」では、
全くٯの考えํをఏএしました。
　αーϏスドϛφントɾϩδッΫの൓ରޠは、「グッζドϛφン
トɾϩδッΫ」なのですが、グッζドϛφントɾϩδッΫは、ަ ׵
のج本୯Ґはモϊであると考えます。それにରしてαーϏ
スドϛφントɾϩδッΫでは、ަ 本୯ҐはαーϏスでجの׵
す。
　モϊはαーϏスのखஈであると考えます。グッζドϛφン
トɾϩδッΫでは、Ձ஋は自分たͪが生࢈するものとし、企
業がՁ஋を生࢈して、それを٬ސにରしてྲྀ௨するのͩ
という;うに考えますが、αーϏスドϛφントɾϩδッΫでは、
Ձ஋は企業が生࢈するのではなくて、٬ސと共に生Έ出
す、ͭ まり、「DP�DSFBUF」します。企業ができるのは、Ձ஋
を生࢈することではなくて、Ձ஋をఏҊするということであ

り、Ձ஋を٬ސと共૑するという;うに考えます。
　ఏڙ者である企業は、グッζドϛφントɾϩδッΫの場合に
は、Ձ஋を生࢈し、自分たͪが一൪大事 とͩࢥうՁ஋を全
て、モϊの中に٧めࠐΈます。ੈ 界࠷ઌ୺のղ૾度 とͩ
かੈ界ྔܰ࠷ とͩかという、自分たͪが大事 とͩࢥうՁ஋
をモϊに くͭりࠐΈます。その くͭったものをϚーέットに出
す。Ϛーέットで٬ސが気に入ったらങうし、気に入らなけ
ればങΘない。ങΘれなかったものは、$02ͩけを出して
ղࢄする。こういうのが、グッζドϛφントɾϩδッΫのੈ界で
す。

　それにରしてαーϏスドϛφントɾϩδッΫのੈ界では、企
業はՁ஋を૑଄するとは考えまͤΜ。できるのは、νϟωル
とίンςンπを௨じてՁ஋をఏҊすること、という;うに考
えます。ఏҊされたՁ஋をडけて、企業とともに、٬ސがあ
るঢ়ଶからよりよいঢ়ଶにมԽする、ར༻Ձ஋が実ݱす
ることが、Ձ஋が実ݱすることである、と考えます。
　αーϏスドϛφントɾϩδッΫがੈの中で出るまでに５年か
かったそうです。要するに、こΜな考えํをするのはとΜで
もないということで、ࡍࠃ学会では࿦文がຖ年མબとされ
て、全વ出ͤなかったそうです。2004年に出てҎདྷ大き
な関৺をݺΜで、それҎདྷ活発な研究がల։され、今で
は10のج本తલఏ（'VOEBNFOUBM�1SFNJTFT）と、̐ͭの
ެཧから成るඇৗにਫ਼៛なཧ࿦体ܥにまで成௕してきて
います。

３．日本におけるサービスイノベーションへの取組み
　こういう৽しい考えํは、೔本にも数年஗れて入っ
てまいりました。2007年にαーϏス࢈業生࢈性協ٞ会
（413*/(）がઃཱされました。ڇඌ࣏࿕さΜがॳ୅の
୅දװ事で、ࢲが෭୅දװ事でした。同じ2007年に、文
科省がαーϏスΠϊϕーションਪ進ਓࡐҭ成プϩグラム
を発଍し、大学にαーϏスΠϊϕーション関܎の学科をͭ
くるӡ動を始め、2008年には経࢈省ܥの࢈業ٕज़૯合
研究ॴ（࢈૯研）が、ॳめて目にݟえないαーϏスという
ものをΤンδχΞϦングのର৅にした「αーϏス޻学研究
ηンター」をઃཱしました。2010年には、科学ٕज़ৼػڵ
αーϏス科学研究։発ܕにおいて、໰୊ղ決（45+）ߏ
プϩグラムが発଍し、ここから೔本のαーϏスαΠΤンス
研究分໺のαーϏス։発研究が始まりまして、今もこれは
ଓいております。2012年には、αーϏスそのものをର৅と
するαーϏス学会「4PDJFUZ� GPS�4FSWJDFPMPHZ」といいま

ʦεϥΠυᶅʧ
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すが、このࡍࠃ学会が౦ژにઃཱされました。2015年に
は、αーϏスにରしてڧい関৺を҆ͭ࣋ഒ੓ݖが、「೔本
αーϏス大৆」という৆を内ֳ૯ཧ大ਉ৆として発දす
ることになっていまして、今、そのબ考࡞業中です。
　このように、ண実にαーϏスにରする科学తɾ޻学తΞ
プϩーνが೔本ではੵΈ্がってきてはいるのですが、
αーϏス学にしても、αーϏス޻学、αーϏス科学にして
も、これらの࠷ऴతな目తは、೔本にαーϏスΠϊϕーショ
ンをרきىこすことであります。しかしながら、αーϏスΠϊ
ϕーションというのは、こういうΞΧデϛッΫなੈ界ͩけでで
きるものではなくて、企業の経営者がίϛットする、あるい
は੓෎自࣏体の੓ࡦ୲౰者、あるいは生活者がίϛット
しないと、始まりまͤΜ。ですから、今はこのΞΧデϛッΫな
ੈ界での活発な取り組Έと、実ࡍのαーϏスΠϊϕーショ
ンの間に大きなߔが存在しているということがݴえます。
ですから、このߔはຒめなければいけないΘけですが、こ
のߔをຒめるものをࢲは「αーϏスςΫϊϩδー（4FSWJDF�
5FDIOPMPHZ）」とݺΜでいます。αーϏスαΠΤンス、αー
Ϗス޻学、あるいはαーϏス学で生Έ出された஌ݟが、
企業の経営者とか、あるいは生活者によって、؆қにす͙
えるようなかたͪで、ιϦϡーションのかたͪになったよ࢖
うなٕज़体ܥですが、こういうものがないと、αーϏスΠϊ
ϕーションは始まらないということがݴえます。
　೔本のαーϏスαΠΤンス研究、あるいはαーϏス޻学
研究というのは、ࡍࠃతにݟてもඇৗに広ൣな広がりを
ってల։ʦスラΠドᶆʧされておりまして、このスラΠドの࣋
੺ઢでғまれている部分は、ઌ Ͳ́のαーϏスドϛφントɾ
ϩδッΫのスラΠドのਤʦスラΠドᶅʧの、ԣになっていたも
のの一部をॎにしたものですが、送りखとडけखがいて、
特定のίンςンπ、特定のνϟωルで送りखである企業
が、डけखである٬ސにՁ஋ఏҊをします。そして、डけ
खが送りखとՁ஋共૑をしてར༻Ձ஋が実ݱします。こう
いうことをࣔしたものです。この平໘の中に、೔本でల։さ
れておりますαーϏスαΠΤンスの研究をプϩットすると、
こΜな;うʦスラΠドᶆʧになります。もͪ ΖΜαーϏスドϛφ
ントɾϩδッΫの੺の࢛֯の中に入る研究はたくさΜあるの
ですが、その΄かの֎ଆの研究が結ߏたくさΜ行Θれて
おります。αーϏスドϛφントɾϩδッΫというのは、Ͳ らͪかと
いますとϚーέςィングのੈ界から出ていますので、こݴ
のडけखの٬ސのՁ஋共૑をࣔす੺ઢでғまれたྖ域
にয఺をஔきがͪなのですが、೔本のαーϏスαΠΤンス
研究の中からは、Ձ஋共૑というのはडけखのとこΖでى

こるͩけではないのではないか、送りखの う́でもՁ஋共
૑はىこっているのではないか、डけखの٬ސαΠドでى
こるར༻Ձ஋の共૑αΠΫル、送りखの企業αΠドでىこ
る経ݧՁ஋の共૑αΠΫルを࣋ଓ可能なものにするため
には、もうͻとͭަ׵Ձ஋の֦大࠶生࢈のαΠΫルが必
要なのではないか、というようなՁ஋共૑ύラμΠム্の
తなαーϏスドϛφントɾϩδッΫの研究ίϛϡࡍࠃ、をݙߩ
χςィにରして行おうとしております。ௌऺの皆さΜの中に
は、研究者のํもおられるとࢥいますが、ੋ ඇ、このような
研究ྖ域にも関৺をおͪ࣋いたͩければ޾いです。
在、೔本のαーϏスαΠΤンス研究が、αーϏスをͲݱ　
うଊえているかを しࣔたのがʦスラΠドᶇʧです。αーϏスド
ϛφントɾϩδッΫが考えํのج本になっており、αーϏスを
Ձ஋共૑とଊえていますが、広ൣなαーϏスαΠΤンス研
究։発の成果も取り入れ、よりスέールの大きいଊえํを
しています。

　そのαーϏスというもののଊえํはこうです。送りखで
ある企業は、特定のίンςΩストのݩで、特定のίンςン
π、特定のνϟωルを௨じて、डけखである٬ސにରして
Ձ஋ఏҊを行います。そのՁ஋ఏҊをडけて、送りखと
डけखが協力しあってར༻Ձ஋を実ݱし、ここにՁ஋共
૑がىこります。これがαーϏスドϛφントɾϩδッΫなので
すが、αーϏスドϛφントɾϩδッΫという࿮組Έで考えます
とこういうことなのですが、ϏδωスとしてのαーϏスは、実
はར༻Ձ஋が実ݱしたͩけではऴΘりまͤΜ。必ͣその
αーϏスは、٬ސがຬ଍を得たのか、ෆຬ଍ͩったのか
というνΣッΫをしていきます。٬ސຬ଍度がߴければ、
要するにプラスであれば、それは࣍のラ΢ンドのαーϏス
ফඅにͭながる事લظ待のܗ成にӨڹをもたらします。
৽たな事લظ待がܗ成されて、それが࣍のラ΢ンドの「̓ʴ
１」のαーϏスにͭながっていきます。そして、̓ɹ の企ظ１
業からのՁ஋ఏҊをडけて、̓ɹ ݱのར༻Ձ஋を実ظ１
するという、Ձ஋共૑のαΠΫルに入っていきます。ですか
ら、٬ސのαΠドではこういうαΠΫルがճっている、こうい
う࠶生࢈が行Θれているという;うに、೔本のαーϏス࢈
業ではଊえています。
　ઌ Ͳ́ਃしましたように、Ձ஋の共૑というのは、डけख
ଆでىこっているͩけでなくて送りखଆでもىこっていま
す。送りखଆでは、自分たͪがαーϏスをఏڙするための
経ݧՁ஋、経ݧを஝ しੵていくというՁ஋が生成されてい
ます。それが、डけखからのՁ஋経ݧという৘ใのフィー
ドόッΫをडけて、डけखとのՁ஋共૑が、送りखのαΠʦεϥΠυᶆʧ
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ドでもىこっているという;うに考えます。そこでは、डけ
खαΠドで٬ސຬ଍度のνΣッΫがあるように、送りखαΠ
ドでは、組織の中で٬ސのՁ஋経ݧにͭいての学शが
行ΘれධՁされて、それがプラスのものであれば৽しいス
Ωル、৽しいϊ΢ϋ΢として企業の中に஝ੵされていきま
す。それが࣍のラ΢ンドのよߴり のՁ஋ఏҊにͭながっ࣍
ていく。こういうかたͪで、αーϏスՁ஋はここでも࠶生࢈
されていくのです。
　たͩ、これらはͲ らͪかとݴうと୯७࠶生࢈であります。
αーϏスが֦大されていく、要するに࣋ଓ可能なものとし
て存在しଓけるためには、これがަ׵Ձ஋としてৗにプ
ラスでなければなりまͤΜ。要は、Ϧターンとίストの間にプ
ラスの関܎があって、ৗに໥かっているという関܎が成ཱ
しないとαーϏスは࣋ଓ可能ではありまͤΜ。ですから、
αーϏスαΠΤンスでは、このようなαーϏスモデルが成ཱ
していくことが、࣋ଓ可能なαーϏスが成ཱするというこ
とで、αーϏスモデルというものをඇৗに大事にしていま
す。
　೔本の会社では、1��0年୅ΞϝϦΧからϏδωスモデル
という֓ 念が入ってきました。Ϗδωスモデルというのは、Ͳ
らͪかというとചりखαΠドがͲう΍って໥けるかをࣔすも
のです。そういうϏδωスモデルと同時に、αーϏスモデル
をよりྑ いものにする΂きなのではないか、٬ސが本౰に
そのαーϏスを࢖ってくれて、そのαーϏスが࣋ଓ可能な
に考える΂きな݋になっているのかということをもっと真ܗ
のではないかというのが、αーϏスαΠΤンスからの࢈業
界にରする໰いかけです。ですから、こういう࣋ଓ可能な
αーϏスモデルを成ཱさͤるようなαーϏスを くͭっていこ
う、さらにそれを格ஈにߴい生࢈性で くͭっていこうという
のが、αーϏスΠϊϕーションということであります。
　では、このαーϏスΠϊϕーションをͲういう;うにଓけ
ていくかということで、今೔は時間のあるݶり、その۩体త
な事ྫにͭいてお࿩をさͤていた きͩたいとࢥいます。

４．日本におけるサービスイノベーションの事例

ʲΞシッΫスɿۺ԰からシϡーζフィッςィングαーϏスへʳ
　まͣは、αーϏスモデルの中の「νϟωル」に関Θる事
ྫです。これはスϙーπシϡーζのΞシッΫスのྫですが、
ΞシッΫスにとりましては、ݩ࣍ࡾのਓ体ܭଌٕज़は、ΦϦ
ンピッΫબखのۺを։発したり、プϩΰルフΝーのۺを։
発したりするのにෆ可ܽのٕज़です。これは、ΞシッΫスに
とってͣっとѻい׳れたٕज़なのですが、ΞシッΫスは、こ

の自分たͪが研究։発部໳で࢖っているٕज़を٬ސと
の઀఺に౤入しました。
　ΞシッΫスのおళに行きますと、࢛֯いശがありまして、
この中にย଍ͣͭ入れます。そうしますと޲ํ࢛からϨー
βーরࣹがありまして、8ͭの$$%ΧϝラでܭଌࡱӨさ
れ、数ඵのうͪ に̓ ສϲॴのଌ定஋を࠾ります。それを଍
。ます্͛࢓ਓデータにݸのܕ
　ී௨はۺというと、26�5ᶲ とͩか̏ &（&&&）ͩ とかという
Ϩϕルのੇ๏しかありまͤΜ。これでଌ定してもらいます
と、ӈ଍とࠨ଍のੇ๏のҧい、フットプϦントのܗのҧいと
か、かかとの֯度のҧいとかが一目ྎવになります。これ
が明確になりますと、そのਓの౔;まͣにはͲΜなフィッ
ςィングύーπを入れればいいのか、଍とۺのܺ間をͲう
すればいいか、そのਓにとってのշదなۺというのはͲΜ
なものなのͩΖうか、というのがඇৗに۩体తなܗで分か
るようになります。それが分かると、Πンιールをௐ੔して、
そのਓに࠷దなۺを࡞ることができるということになりま
す。ݩ࣍ࡾਓ体ܭଌというςΫϊϩδーは、そういう࢖Θ
れํをします。
　これはඇৗに大きな可能性を࣋っているのではないか
とࢥいます。ۺ԰さΜでは、今は大ྔ生࢈をしたۺをళ಄
にฒ΂て、その中から25�5ᶲ とͩか3&（&&&）ͩ とかとい
うۺをফඅ者がબΜでいるΘけですが、このٕज़がもし
本౰に全部のۺ԰さΜにී及するとしますと、ۺ԰さΜと
いうのは、グッζドϛφントにۺを大ྔ生࢈してฒ΂ておく
ళではなくて、า行のշద性というαーϏスをఏڙする、
αーϏスドϛφントな࢈業にมΘる可能性があります。Ξ
シッΫスの場合は、そのようにมԽしているΘけではありま
ͤΜが、αーϏスςΫϊϩδーはそういう可能性をఏڙす
ることができるのです。
ʲ೔本ϋムɿαーϏスのフϩントΤンドの可ࢹԽʳ
ʦスラΠドᶈʧ
のٿはαーϏスモデルの「ίンςンπ」に関Θる、໺࣍　
೔本ϋムフΝΠターζの事ྫです。೔本ϋムフΝΠターζ
は関౦から๺ւಓにホームグラ΢ンドをҠしました。全く
地൫のないॴにҠっていったΘけで、Ͳう΍ってフΝンを
くͭればいいのかඇৗに೰ましかったΘけですが、その
աఔでαーϏスςΫϊϩδーが࢖Θれました。この時は、
30名のモχターに、ࢹઢΧϝラと৺ഥ数のηンαー、Ճ଎
度ηンαーを෇けてもらって໺ٿのࢼ合を観ઓしてもら
いました。それをϏデΦでࡱります。ࢼ合がऴΘったあと、
&UIOPHSBQIZ（ຽ଒学）といߴう 度な観ଌٕज़のઐ໳Ո
（Τスϊϩδスト）と一ॹにճސΠンタϏϡーをしました。こ
ういうことを行うことによりまして、೔本ϋムフΝΠターζの
フΝン、観٬は、15のタΠプに分けられることがΘかりまし
た。ඇৗに೤৺なϦピーターから、ࢠͲもが行くのでํ࢓
なく一ॹに行くఔ度のフΝンまで15のタΠプがあります。そ
れをৄࡉに分ੳしていく中で、プϨフΝンをフΝンにมえて
いくためには、Ͳういう৘ใをఏڙすればいいか、あるい
はͲΜなタΠϛングでそれを΍るか、あるいはフΝンをϦピー
ターにมえていくためにはͲΜなίϛϡχςィを くͭるか、あ
るいはͲΜなシーζンΠϕントを΍ればいいのか、というよ
うな観٬動員のઓ ɾུઓज़をこういう分ੳの中から くͭり
্͛ていきました。
ʲ大֞共ཱۜ行ɿ٬ސαーϏス্ࢸ経営ʦrスラΠドᶈʧ
ڍに関Θる大֞共ཱۜ行の事ྫを「٬ຬ଍ސ」、は࣍　
͛てΈたいとࢥいます。大֞共ཱۜ行は、ذෞ県の大֞
市にある地ۜなのですが、1��3年に今の౔԰಄取がब
೚して、పఈして٬ސ目ઢのαーϏス企業をめ͟すことに

ʦεϥΠυᶈʧ
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なりました。ۜ 行はۚ༥業ではなくてαーϏス業であるとい
うϝッηーδを出しまして、αーϏスΠϊϕーションをۜ行͙
るΈでਪ進していきました。�3年の౰時で、࠷もお٬様に
ۙいαーϏスςΫϊϩδーというのは、౰時のઌ୺ٕज़で
ありますۚݱ自動༬け෷いػ（̖̩ ̢）ということで、౔԰
಄取はこの̖̩ ̢にண目しまして、とにかくこれをお٬様に
とってߴ࠷のものにしていくという取り組Έを始めます。こ
れまでར༻可能な時間は༵ۚ೔までであったり、ޕ後̏ 時
までͩったりしたものを、�4年には೔本のۚ༥ػ関でॳめ
て「ΤブϦデーόンΩング」を実ݱしました。ੲのۜ行は౔
೔がおٳΈで、̏時になったらดまっていましたが、そこを、
̖̩ ̢にさえ行けばຖ೔ۜ行のαーϏスが࢖えますよとい
うのを、೔本のۚ༥ػ関で大֞共ཱۜ行が࠷ॳに΍った
Θけです。おそらく一൪࠷ॳに΍るというのは相౰なΤω
ルΪーが必要ͩったとࢥいますが、とにかくこれが生໋ઢ
になるということで、これをΩーに大֞共ཱۜ行は「٬ސ
αーϏス্ࢸ経営」を実ݱしました。
　その後も৭ʑなことを΍りますが、�5年には̖̩ ̢は、ே
はものすごくՔಇ཰が௿いのでேのՔಇ཰を্͛ようと
いうことで、ே࢖ってくれたਓにはख数ྉを໔আしますと
いう「モーχングόンΩング」αーϏスを΍ったり、ήームを
取り入れたり、ϙΠント੍ を取り入れました。ϙΠント੍ は今
౰たりલですが、大֞共ཱۜ行はඇৗに早い時ظからϙ
Πント੍ を取り入れています。
　こういうωット্ のことͩ けではなくて、ϦΞルなੈ界でも
いΖいΖなֵ৽を行いました。「ΤブϦデープラβ」（年中
ແٳの૭ޱ）という、365೔ここへ行けば։いていますよと
いうようなళฮを始めました。
　ۜ行はαーϏス業なのͩから、その໛ൣはίンϏχͩ
ということで、ίンϏχにࣅたۜ行を൒ా市にઃけました。
Χ΢ンターが௿くて、ͭ かの間の本のཱͪಡΈができると
いう、そういうあたかもίンϏχに行っているような感じの
ۜ行を くͭりました。あるいは、大֞はذෞ県にありますの
で、๺のํは と́ΜͲ山間部です。山間部ではなかなか
お٬様にΞプϩーνできないし、お٬様がདྷてくれない。
お٬様がདྷてくれないのͩったらۜ行のํで行こうじΌ
ないかということで、όスをվ଄して̖̩ ̢を৐ͤた「スー
ύーͻ １ͩ߸」を࡞って、ۜ 行のళฮػ能がお٬様のとこ
Ζへ出かけて行くというようなαーϏスを΍っています。
　また商඼։発では、「シングルϚβー応援ϩーン」、཭
ࠗは応援ではなくて「཭ࠗϩーン」ですが、こういう特ผな
商඼։発している。この「シングルϚβー応援ϩーン」の
場合には、ࢠͲもにରして、ࢠͲものਫ਼ਆతな໘にͭいて
のίンαルςィングのαーϏスが෇いていたり、「཭ࠗϩー
ン」というのは、Қँྉの支෷いඅ༻ とͩか、ࡋ൑のඅ༻
をିしたりというようなことです。これはたͩਓॿけで΍る
のではなくて、཭ࠗしたਓでしっかりした৹ࠪをडけてい
るਓは、ී ௨のਓよりもはるかにϩーンのฦ済཰がߴいと
いう実੷をϕースにしてこういう৽商඼を くͭっているの
です。同じようなことで、ΩϨΠをかなえるঁ性ઐ༻の「#J�
TLFU」というϩーンがあるそうですが、これはΤスςに行っ
たり、あるいはΞンνΤΠδングをしたりというのは結ߏお
ۚがかかるので、それにରしてۜ行が༥資するというもの
です。
　ΰールドΧード΍スーύーΰールドΧードは、今はͲこに
でもありますが、場合によっては取Ҿֹۚが௿いਓをબ
ผするためのαーϏスͩったりߴ、 いਓを༏۰するαーϏ
スͩったりします。ここの大֞共ཱۜ行のΰールドΧードɾ
スーύーΰールドΧードは、αーϏスをきͪ Μと༗ྉでങっ

てもらう。これに入ってもらえばϙΠントは̏ ഒになりますよと
か、あるいは時間֎でもແྉで取Ҿできますよというαー
Ϗスを෇けて、αーϏスをങってもらうためのΰールドΧー
ド΍スーύーΰールドΧードを࡞っています。
　あるいは、਒ࡂのときには「਒ࡂ応援෮چΧー」という
のを くͭったのですが、そのときも携ଳの充ి とͩか、਒ࡂ
をडけたਓがৗにঢ়گをݟられるように大きなディζプϨ
Πを内ଂするとかいΖいΖな޻෉をした「ϨスΩϡー߸」
自体はその年のグッドデβΠン৆をडけています。あるいは
「ドラΠブスルーながくて」という̖ ̢̩があるのですが、こ
れは̖̩ ̢にंでདྷてंに৐ったまま取Ҿができますとい
うドラΠブスルーࣜܗの̖̩ ̢です。ࢲはドラΠブスルーで
಄を૭にͿͭけたりした経ݧがあるのですが、ここのドラ
Πブスルーは૭を։ければ̖̩ ̢の う́でお٬さΜの う́
にۙͮいてدってくるというタΠプになっています。
　こういうαーϏスΠϊϕーションで、࣍ʑに্ࢸ٬ސओ
ٛをపఈしまして、2005年には「 きͭあいたいۜ行ランΩ
ング」で全１ࠃҐになりました。ذෞ県のे࿡ۜ行という
ۜ行は大֞共ཱۜ行のྺ࢙が始まってҎདྷのίンϖςィ
ターなのです。大֞共ཱۜ行が本社Ϗルを17֊にして෺
ٞをかなりৢしたそうです。17֊にしたのはे࿡ۜ行を
௒えるということで17֊にしたということです。そう΍って
2010年には、そのे࿡ۜ行をͭいにݸਓ༬ۚで௥いൈ
いて、業界（地ݩ）でトップになったということがありまして、
いঢ়ଶで、2011年に೔経のۚ༥ߴ٬ຬ଍度はͣっとސ
１ҐになりましたࠃランΩングで全ࠃ٬ຬ଍度全ސ関ػ
し、2015年のランΩングでも、্ Ґにはωットۜ 行がฒΜで
いますが、ୈ̐ Ґになっています。こういう٬ސຬ଍度とい
うことでపఈしてαーϏスしているということです。
ʲίϚπɿ٬ސ઀఺のՁ஋共૑で業ଶֵ৽ʳ
ʦスラΠドᶈʧ
　それから「事લظ待」のέースは、ίϚπの
,0.53"9の事ྫです。これは੡଄業のαーϏスԽと
してඇৗに༗名なέースですので、طにฉいたことのあ
るํもたくさΜいらっしΌるとࢥいますが、これはయܕతな
੡଄業がαーϏスԽしていくときの໛ൣతなモデルを しࣔ
ています。
　ίϚπのݐઃػցの中には多࠼なωットϫーΫが内在
していまして、Τンδン΍ίンプϨッαーの৘ใはそのωッ
トϫーΫを௨じて全部μッシϡϘードにूまっています。こ
れがないとݐઃػցは動かͤまͤΜ。こういうঢ়ଶのݐ
ઃػցに、ίϚπはま̜̥ͣ Ξ̨ンςφを෇けました。これ
で地্ٿͲこにいてもҐஔが分かるようになります。これ
によって、೔本ではそΜなに໰୊ではありまͤΜが、్ ্
というϝϦッ「ࢭ౪೉๷」な໰୊であるࠁではඇৗにਂࠃ
トが生まれました。さらにίϚπは、,0.53"9に௨৴モ
デムと௨৴Ξンςφを෇けまして、この৘ใをແઢでӴ੕
௨৴とか携ଳのج地ہを௨じて、ίϚπのݐઃػցデー
タαーόーに全部の৘ใを全ੈ界からूめてくるというこ
とを行いました。これによりまして、Ͳのݐઃػցにରして
もอक؅ཧ、ं ྆؅ཧを׬ᘳなܗで行うことができます。
༉をަ׵しなければいけないときには、ద੾なタΠϛングで
΢Υーχングを出すということができるようになりました。
　さらにίϚπは、このݐઃػցデータαーόーの৘ใ
を、8FCΞプϦέーションαーόーを௨じて、Πンターωット
をհして٬ސ企業が࢖えるようにしました。この৘ใを全
部٬ސ企業が࢖えるということによりまして、Քಇ؅ཧと
か、୭が今ͲこでͲのくらいಇいているか、Ͳのくらいこの
ं྆はΤンδンΦΠルをަ׵していないかとか、ՔಇがͲ
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ういうঢ়ଶになっているかとか、ۈଵの؅ཧもؚめたՔಇ
؅ཧ。それから、ظ຤にはかならͣாථが必要なのです
が、このシスςムがாථを自動తに生成してくれる、ある
いは省Τωӡసにͭいてのਓࡐҭ成をこのシスςムがし
てくれるとか、そうなると、それをར༻する٬ސ企業にとっ
て、もうこのようなαϙートなしには事業を行なえないような
αーϏスを くͭっていけるのです。　
　さらに今、ίϚπはೆถの߭山で、ແਓԽɾ自動ӡసに
νϟϨンδしていまして、もうਓがいなくても自動తに߭山
で۷ってきて、その۷ったものをूੵ場にूめてきて、ま
た۷りに行くということができるようなఏҊを始めています
が、その߭山会社ͩけでなく業຿ֵ৽全体にݙߩするよ
うな࢓事をしています。ίϚπと෇き合っていると、࣍ʑに
৽しいఏҊが行Θれるという「事લظ待」を๊かͤるよう
なαーϏスをͣっとల։していまして、ඇৗに໛ൣతな੡
଄業のαーϏスԽのέースです。
ʲがΜこण࢘ɿόッΫスςーδの可ࢹԽʦrスラΠドᶈʧ
　それから送りखαΠド、企業αΠドの「学शɾධՁ」にか
かΘるとこΖですが、この事ྫとしては、೔本ྉཧのϨスト
ランνΣーンの「がΜこण࢘」のέースがあります。
　αーϏスには、「ແܗ性」というඇৗに΍っかいな性࣭
があります。経営者はαーϏスがىこるલには、Կਓのਓ
を࢖ってͲういうϝχϡーでͲういうૉࡐを࢖って΍るかと
いう、事લ৘ใをඇৗにしっかりཧղしています。それと、
ऴΘったあと、ͲのくらいのίストがかかったかとかͲのくら
いの໥けが出たかという事後にͭいてもඇৗによく分かっ
ています。しかしながら、αーϏスというのはਓからਓへఏ
、されるものですから、いったΜαーϏスが始まりますとڙ
経営者は全くԿかىっているのか分からないというのが、
αーϏスの大きな特௃の部分であります。このαーϏスの
ແܗ性を௒えて、事લɾ事後はよく分かるが「事中」が分
からない。そこで、事中も経営者がཧղできるようにしよう
というのが、ਓ間行動ηンシングٕज़というものです。
　このがΜこण࢘のέースは、࢈૯研が行ったのです
が、3'*%（*$タグ）、δϟΠϩηンター、気ѹηンαー、࣓ 気
ηンαー、Ճ଎度ηンαー౳ʑのηンαーを体に෇けて
もらって、ಇいてもらいます。そうすると、ྫ えば、ϕςラン
のण࢘職ਓさΜのಇきํと৽ਓさΜのళฮでの動ઢཤ
ྺをൺֱできるようになります。৽ਓさΜは幅広くフϩントと
όッΫϠードをまΜ΂Μなく動きますが、ϕςランさΜは と́
ΜͲの時間、ళ಄で઀٬していて、あまりԞのόッΫΦフィ
スには行っていないというのが、一目ྎવに分かってきま
す。
　がΜこण࢘のようなϨストラン業では、職ਓさΜが くͭる
Ձ஋というのは、઀٬してお٬さΜとରቂしているときに
Ձ஋が生成されるということですから、経営者としては、出
དྷるͩけ、ϕςランにۙいようなಇきํをしてもらいたいΘ
けです。そこで、そうなっていない৽ਓにରして、Ͳう΍っ
てมΘっていってもらうかのきっかけをఏڙするૉࡐとし
てར༻しています。
　また、この事ྫでは、ళのԞの う́に୆ாΈたいなもの
がஔいてあって、৽ਓさΜはԿかあるたびに、そこへ行っ
てその୆ாをݟていました。この୆ாをもっと くۙにஔくよ
うにมえることによって、動きがඇৗに くྑなったという෭
ͭ、中࠷తޮ果もあったそうです。こういうಇいている࣍ ま
り事લ、事後でない事中にԿがىきているかをཧղする
ことで生࢈性を্͛るというようことがਓ間行動ηンシン
グٕज़で可能になります。

ʲྑ඼ܭըɿൢ ചΦϖϨーションϚχϡΞルによるళฮӡ営ʳ
ʦスラΠドᶈʧ
　それから、「スΩルɾϊ΢ϋ΢」の஝ੵというとこΖでは、
ྑ඼ܭըの「ແҹྑ඼」の.6+*�(3".というέースが
ご͟います。ແҹྑ඼はϢχΫϩに࣍いでւ֎24Χࠃ、
255ళฮをల։するグϩーόルなΞύϨル企業ですが、ແ
ҹのళというのは、Ͳこへ行っても大体同じようなงғ気
で一ݩԽされているというのを感じます。こういうՁ஋観
のҧうたくさΜのࠃで同じようなঢ়گをҡ࣋するというの
は、相౰೉しいΘけですが、それを可能にしているのが、
この.6+*�(3".という࢓組Έです。これは、લ会௕の
松Ҫ஧ࡾさΜがh ແҹྑ඼は࢓組Έが̕ ׂ とɦいう本を
出されましてϕストηラーになりましたのでಡまれたํもい
らっしΌるかもしれまͤΜが、この.6+*�(3".は2
000
ϖーδۙい、઀٬、ൢ ചΦϖϨーションのϚχϡΞルです。
ී௨ϚχϡΞルというのは、2
000ϖーδ͙ らいありますと、
大体ళのԞにしまΘれてしまうのですが、ここのϚχϡΞ
ルはຖ月10͙݅ͣͭ らいߋ৽されていきます。ߋ৽も֤
部ॴ、֤ ళからఏҊがあって、それをݕ౼してຖ月10͙݅
らいߋ৽されていくのです。ですから生きているϚχϡΞ
ル、ৗにมԽしているϚχϡΞルです。ւ֎のਓでも௚感
తなཧղができるように、ө૾を࢖ってઆ明をしています。
中はඇৗに৭ʑと考えさͤるような内༰になっている。松
ҪさΜの本をಡΈますと、中਎にͭいても৭ʑな޻෉がさ
れていることが くྑ分かります。.6+*�(3".という、「ス
Ωルɾϊ΢ϋ΢」の༗ޮな஝ੵखஈの事ྫです。
ʲՃլ԰ɿྉཧ自動ൖ送シスςムのಋ入ʦrスラΠドᶈʧ
　「ίスト」という໘では、༗名な࿝ฮ旅館の「Ճլ԰」の
事ྫがあります。「プϩがબͿ೔本のホςルɾ旅館100બ」
ということでຖ年ランΩングが出ているのですが、Ճլ԰
は、ランΩングで1�77年Ҏདྷͣっと１Ґをҡ࣋している、本
౰におばけΈたいなڃߴ೔本旅館です。この旅館は஋ஈ
もߴいのですが、ߴ࠷の೔本తなおもてなしをするので
༗名な旅館です。この旅館の೰Έのͻとͭは഑હの生
೔本旅館としてのՁ஋ڃߴでした。Ճլ԰の্޲性࢈
は、ྑ く教ҭされた܎٬ࣨがおもてなしをするときに生ま
れているΘけですが、一൪Ձ஋を発شしなければいけな
い༦৯のときになりますと、഑હにあまりにも多くの時間が
とられておりました。഑હというのは、ਥ๪からま֤ͣフϩ
Ξの഑હࣨにӡばれて、഑હࣨから֤部԰にӡͿので
すが、ͲΜͲΜՃլ԰のن໛が大きくなっていくなかで、
௕いとこΖではは数ඦϝートルかけて഑હすることになる
のです。このෛ୲がඇৗに大きいΘけで、഑હのために
؊৺のおもてなしがे分できないというとこΖに経営者は
ண目して、೔本旅館と全く相いれないとࢥΘれるものを、׶
えてಋ入しました。それがൖ送ϩϘットです。໘౗で時間
のかかる഑હは、ൖ送ϩϘットに΍らͤて഑હの生࢈性
を5ഒに্͛て、ු いた時間で܎٬ࣨがखްいおもてな
しをすることでߴい෇ՃՁ஋を生Έ出しています。
ʲϋッピーɿΫϦーχング業からέΞɾϝンς࢈業へʳ
ʦスラΠドᶈʧ
　ίストをݮ࡟するというよりも「Ϧターン」を࠷大֦ݶ大
しようとしている事ྫとして、έΞϝンς業というまったく৽
しい業ଶを確ཱしようとしているϋッピーの事ྫを঺հし
たいとࢥいます。ϋッピーは、ژ౎にあるΫϦーχング業を
έΞϝンς業にస׵しようとしている会社です。έΞϝン
ς業というのは、一ݴでいうと、ҥྉの࠶生Ճ޻αーϏス
です。
　ΫϦーχングというのは、̮シϟπ౳のҥ෰をいΖいΖू
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めて、Ԛれとかシϛがあったらそれをきれいにする、Ԛれɾシ
ϛを取るというのがΫϦーχングの֓念ですが、ϋッピーの
έΞɾϝンςαーϏスというのは、さらに一า進Μでいます。
ҥྨは௕い間ஔいておきますと、「ԫばΈ」とか「৭あͤ」
とか「஬৯い」とか「΄ͭれ」なͲが出てくる。୭でも一ண
΍二ணは、ඇৗにѪணのあるドϨスとかωΫタΠとかண෺
とかを࣋っているものですが、௕い間ஔいておくと、こうい
う໰୊が出てきてしまいます。そのようなときには、ϋッピー
に送ってもらえば、Ѫணが࢒っているҥྉを、ΦϦδφルな
りなくۙݶに࢟ いঢ়ଶにまで࠶生Ճ޻します、というαー
Ϗスです。
　ී௨のΫϦーχング୅とൺ΂ますとԿഒも、Լखすると
５ഒとか10ഒ͙らいの஋ஈがかかるαーϏスですが、Ѫ
ணのあるҥྉをݶりなくݩにۙいঢ়ଶに໭しますよという
αーϏスです。
はૉఢなനのドϨスシϟπにϫΠンが全໘にかかってࢲ　
しまったものが、ݟ事に真っനに࠶生されるのを実ࡍにݟ
ͤてもらったことがあります。こういうのをきれいにするた
めには、ڮ本ӳ෉社௕にݴΘͤると、今の༉性のドラΠΫ
Ϧーχングではͩめで、ਫでચΘないといけないということ
です。ਫચいを׬ᘳにするためには、ϘタンとかΧフス とͩ
か、ҥ෰に෇いているものを全部一度取り֎してしまいま
す。取った後のҥ෰をਫચいして、ϫΠンも全部ચいྲྀし
てきれいにしたঢ়ଶで、࠶度、Ϙタン෇けをしたり、かがっ
たりということをします。ඇৗにख間のかかるαーϏスです
が、ژ౎という「ணͩおれのΧルνϟー」の中ではこれが
大事なΜ とͩいうことで、൴はこれを一ͭの৽たな࢈業に
しようとしています。
　それを可能にする࠷も重要なखஈが、ҥྨのిࢠΧル
ςです。ҥྨが୐഑でژ౎のϋッピーに送られてきます
と、ઌͣ։ࠝݕ඼されますが、ここにはモχターΧϝラがあ
りましてその一部始ऴをΧϝラでࡱっているのですが、Χ
ϝラでࡱりながら、そのҥྨがͲΜなԚれɾシϛがあるが、
ͲΜなԫばΈがͲういう;うにあって、Ͳういう;うに৭あ
ͤているかというのを、全部このిࢠΧルςに記࿥してい
きます。ҥྨのঢ়ଶのৄࡉを、1
000߲目Ҏ্にΘたって
そのిࢠΧルςに記ࡌをしていきます。そのిࢠΧルς
に記ࡌしたものをϕースにして、送ってきたお٬様にి࿩
をして、Χ΢ンηラーがΧ΢ンηϦングします。このΧルςを
ϕースにして、ͲこをͲういう;うに࠶生していくのかという
ことを࿩して、ここは大体このへΜまでいけそうですという
ίンαルςィングをして、それなら΍らないとか、それなら΍
りますということで஋ஈをੵΈ্͛ていくタΠプのαーϏス
です。
　ですから、これはΫϦーχング業とは全くҧうタΠプの、
「έΞϝンς࢈業」ということになります。ڮ本社௕は、ి
Χルςを։発すると同時に、ਫચいでΫϦーχングをすࢠ
る「ΞΫΞドラΠચড়ํ๏」とか、「ແ重力όランスચড়ํ
๏」を։発し、特ผなػցを自ら։発しています。ژ౎では
「੢ਞ織」は઒でྫྷたいਫでચいྲྀしますが、それをݟ
てண૝したそうです。ถࠃのΧϦフΥルχΞभでは༉性の
ドラΠΫϦーχングにͭいてਓ体にѱӨڹがݟられるとい
うことで、ドラΠΫϦーχングをࢭېするような๏੍度を੔
උするという動きがあるそうですが、もしそういうことが೔
本でىっても΍っていけるように、ਫでચড়するシスςムを
։発しているということです。ҥྨを࠶生Ճ޻するέΞϝ
ンςという৽たな٬ސにとっての「Ϧターン」を࠷大Խしよう
とする事ྫです。

　このように、զがࠃでもαーϏスモデルのあらΏるଆ໘
にͭいて、αーϏスςΫϊϩδーとݴう΂きٕज़を活༻しな
がら、αーϏスΠϊϕーションを実ݱしようというέースがਵ
ॴでݟられるということがお分かりいたͩけたかとࢥいま
す。これらはいͣれも、٬ސຬ଍、事લظ待、ίスト、Ϧター
ンといったαーϏスモデルの一部分をଊえてそこにΠϊ
ϕーションをࠐͪ࣋もうとする事ྫです。

５．米国西海外に見るサービスイノベーションの先進事例
を中৺として、これまで೔本の事ྫで؛੢ւࠃถ、ۙ࠷　
お࿩したようなαーϏスモデルの一ͭの部分をมえるの
ではなくて、このαーϏスモデル全体をまったく৽しいαー
Ϗスモデルにֵ৽して΍Ζうという動きが出てまいりまし
た。
࠷事になってװ性協ٞ会の࢈業生࢈が、αーϏスࢲ　
ॳに΍った࢓事は、「ϋΠɾαーϏス」という֓念をఏҊし
たことです。զʑは1�70年୅、80年୅、೔本ではߴ度ઌ
୺ٕज़࢈業を「ϋΠςΫ࢈業」とݺΜで、とにかくϋΠςΫ
業をҭ成するということにνϟϨンδしようということを一࢈
生໋ݒ΍ったのですが、21ੈلの೔本の経済ではߴ、 度
ઌ୺αーϏスを։発するということが大事で、それを「ϋ
ΠɾαーϏス」といい、これを΍っていこうじΌないかという
ӡ動を始めたのがαーϏス࢈業生࢈性協ٞ会でした。そ
こでの活動では、なかなか「ϋΠɾαーϏス」という΂きαー
Ϗスを生Έ出ͤなかったのですが、まさに「ϋΠɾαーϏス」
というのはこれ とͩいうような৽しいタΠプのαーϏスが、
今、ถࠃで࢈業として生まれようとしています。

ʲBJSCOCɿຽധのαーϏスモデルʳ

　ʦスラΠドᶉʧのݸʑの要ૉのす΂てにΠϊϕーションを
もうとするものです。その୅ද事ྫが、「BJSCOC」でࠐͪ࣋
す。BJSCOCにͭいては、おฉきになったํも多いとࢥいま
すが、これがԿނ「ϋΠɾαーϏス」という΂きものであるか
をࣔすために、BJSCOCの事ྫにͭいて、গしৄࡉにઆ明
していきたいとࢥいます。
　BJCOCは、たった7年લの2008年にઃཱされた会社で
す。ݸਓ事業ओであるՈとか部԰のΦーφーが、自分の
部԰とかՈを、自分がいない間にద度な஋ஈで॓ധઌ
を୳している٬ސにିし出すαーϏスです。その྆者を
結び෇けるϚッνングのプラットフΥームをఏڙしているの
が、このBJSCOCです。೔本ޠでは「ຽധ」というݴ༿で、
৽ฉ্ࢴでۙ࠷よく取り্ ͛られますが、そのຽധという

ʦεϥΠυᶉʧ
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αーϏスを࠷ॳに্ཱͪ͛た会社です。̏ਓのਓが૑業
者ですが、そのうͪ の1ਓのνョムスΩーはデβΠφーで、
デβΠン学ߍを卒業して࢓事を始めるલに、αンフランシ
スίでఱҪཪの部԰（ϩフト）をआりて࢓事を始めようとし
ました。࢓事を始めるલに、ΞルόΠトでそのϩフトのͻと
部԰をΠンターωットを௨じてିすということを始めました。
そうしたら、ものすごいध要があることに気が෇き、こっͪ
の う́が໘നくなって、会社を始めてしまったそうです。
　この会社はઃཱҎདྷたった̓ 年 ら͙いしか経っていま
ͤΜが、ݱ在では1�2Χࠃで̏ ສ4
000の౎市に120ສҎ
্の部԰をڊ、ͭ࣋大॓ധ࢈業に成௕してしまいました。
この会社は、ඇެ։会社なのですが、ηίΠΞとかΞシϡ
トンɾΧッνϟー౳のஶ名なϕンνϟーΩϟピタルから౤
資資ۚをूめていて、今、ݱ在のՁ஋ධՁでは100ԯドル
（１ஹ2
000ԯԁ）の஋ஈがͭいているそうです。໺村૯
合研究ॴは今年50周年で岡山商科大学と同じ50年目で
すが、50年かけて໿１ஹԁの時Ձ૯ֹになっています。こ
のBJSCOC社はたった̓ 年で、それを௒えるՁ஋を生Έ出
しています。
　この会社のΠϊϕーションはϏδωスモデルというよりも、
ઌ΄ͲਃしましたαーϏスモデルのΠϊϕーションです。
֤ʑのαーϏスモデルのΤϨϝントで、多様なΠϊϕーショ
ンを生Έ出しています。
　まͣ、αーϏスの「送りख」にͭいては、ۭ いているॅډ
資࢈を༗ޮ活༻して、ऩӹを得たいݸਓ事業ओをグϩー
όルなプラットフΥーム্で組織して、120ສのこういう考え
ํを࣋っているਓた をͪͻとͭ のプラットフΥーム্にΦー
ΨφΠζしました。その結果、1�2ΧࠃのͲこにでも॓ധ
αーϏスの「送りख」がいる会社になりました。これまでແ
かった全く৽しい大ྔのαーϏスの「送りख」を生Έ出し
たΘけです。ࢲが2015年の̓ 月にこの会社に行って࿩を
ฉいたときには、120ສとݴっていましたが、その後の৽ฉ
記事では150ສに૿えているそうです。こういう全く৽しい
॓ധ施ઃの120ສとか150ສのݻまりを、̓年間でωット্
にプラットフΥームを くͭることによって実ݱしています。
　「डけख」である٬ސにͭいてΈますと、ホςルにധま
るのは΍Ϳさかではないが、ホςルにはധりたくない。もう
ΐͪっと҆い஋ஈでധまりたいのͩが、いΘΏる؆қ॓ധ
施ઃの̒ ਓ部԰とか、ϊϛとかシラϛとઓいながらധまるの
はͩݏ。ホςルでも؆қ॓ധ施ઃでもない॓ധ施ઃにധ
まりたいと考えている、年間3
500ສਓの৽しいαーϏスの
「डけख」を、BJSCOCは生Έ出しました。ࢲがฉいたとき
は、3
500ສਓでしたが、ۙ࠷の৽ฉ記事では8
000ສਓ
とݴΘれています。こういう全く৽しい「डけख」のݻまり
を生Έ出しました。
　この「送りख」と「डけख」をͭな͙ のが、このαーϏスの
「ར༻Ձ஋」で、「ຽധ」という全く৽しい॓ധ経ݧをద
度な஋ஈでఏڙします。
　「ίンςΩスト」という໘では、1�2Χࠃ、あらΏる文Խ、׳
श、๏੍度がҧうΘけです。しかし、BJSCOCはͲΜなに「ί
ンςΩスト」がҧっていても、同じαーϏスをトラブルなくఏ
するということを経営の࣠にしています。「ίンςΩスト」ڙ
を௒えるαーϏスを確ཱする、ということです。
　それから「ίンςンπ」、中਎にͭいては、今ݴいました
ようにホςルでも؆қ॓ധ施ઃでもない、その中間のもの
を生Έ出したのですが、それͩけではなく、ྫ えばπϦー
ϋ΢スというような໦の্にՈに くͭる、ΞϝϦΧਓのՈで
Ͳもがよく΍りますが、そういうπϦーϋ΢スࢠ とͩか、中ੈ
の৓、スΠスのシϟϨーとか、༸্のϤットϋ΢スとか、トϨー

ラーϋ΢スとか、一度ധまってΈたいなとࢥうようなとこΖ
に、このαーϏスはద度なྉۚでധまれるようなαーϏス
ができている。そういうͲこにもないϢχーΫな「ίンςン
π」も࣋っています。
　「νϟωル」としては、̨̜̥ ෇きのスϚホを必ͣ࢖う。これ
を࢖うことによって、こういうプラットフΥームが可能になって
きています。
　ઌ Ͳ́のʦスラΠドᶉʧのӈの୺にあります「٬ސຬ଍」
ということでいきますと、٬ސはຖճ॓ധするごとに、自分
がͲのఔ度ຬ଍したかを必ͣBJSCOCにωットで送ること
をٛ຿෇けられています。ですから、ٛ ຿෇けられて、ސ
٬ຬ଍度をධՁするということになりますので、自分がͲ
のくらいͲのようにຬ଍したか、あるいはෆຬͩったかと
いうのをここできͪ Μと自分自਎でৼりฦることになります。
ී௨、ϨストランでαーϏスをडけるとかあるいは॓ധする
と、それでऴΘってしまうのですが、一ճこのようにトータル
にධՁする、自分でධՁするという経ݧをさͤます。
　それから「事લظ待」という໘では、٬観తなධՁをし
ますので、Ͳうຬ଍し、Ͳうෆຬͩったかが自分でඇৗに
よく分かるのです。ですから、それが࣍ճはこうであって΄
しいなとか、࣍ճここはઈର࢖Θない、という「事લظ待」
のܗ成をඇৗにはっきりしたܗで΍ってくれることになりま
す。
　ఏڙαΠドの「経ݧՁ஋」のఏڙというҙຯでは、ି す
٬のධՁをडけます。ですかސਓ事業者は一ճごとにݸ
ら、೔ৗにྲྀされない、ຖճͲのようにՁ஋ఏҊをし、Ͳう
いう;うにՁ஋共૑をしたか。その結果として、Ͳういう;
うなことがىったかという、ఏڙ者ଆの経ݧをきͪ Μと೺
Ѳすることができるような࢓組Έになっています。
　それから「学शɾධՁ」という໘では、ຖճ٬ސがධՁ
をする。ධՁという໘では、٬ސもධՁします。事業ओが、
དྷた٬ސをධՁします。ですから、٬ސもྫえばѱいこと
をして、部԰をԚしっͺなしにしますと、ものすごくѱいධ
Ձがされますので、二度とこのシスςムの中では॓ധでき
ない࢓組Έになっています。٬ސのධՁをすることによっ
て、自らもධՁされることになるのです。自分のαーϏスに
ରするධՁを、ඇৗにݸผ۩体తに行うというαーϏスと
いうことになります。
　「スΩルɾϊ΢ϋ΢」という఺では、120ສの॓ധ施ઃで
3
500ສの॓ധが年間であるΘけですから、ຖճその中
でスΩルが஝ੵされていきます。こういう「学शɾධՁ」を
行って、そのうͪ の༏れたものは、ݸਓ事業ओの中に、こう
すればいいとかこうすればتばれるとかということが、஝
ੵされていきます。大事なことは、3
500ສのスΩルɾϊ΢ϋ
΢が全部このBJSCOCのαンフランシスίの本社にूまる。
その中でBJSCOCは、࣍ʑに৽しいトラブルॲཧのϊ΢ϋ΢
を、あるいはトラブルॲཧができなければอݥを࢖います
ので、อݥର応のϊ΢ϋ΢ですとか、੓෎の੍نにରす
るର応。これは೔本がその࠷ઌ୺で、೔本の旅館業๏で
BJSCOCは౰ہと真っ޲からର しཱているΘけですが、そう
いう੍نର応のϊ΢ϋ΢。こういうものを年間3
500ສの॓
ധからものすごい੎いで஝ੵする、そういうαーϏスモデ
ルになっています。
　結果として、BJSCOCの業੷は、׬全にΫϦςィΧルϚスを
௒えて、ωットϫーΫޮ果、要するに、٬ができることが࣍の
٬を生Έ出すようなޮ果を生Έ出すஈ֊、٬が٬を生Ή
ஈ֊にୡしているという;うに感じます。
　このようにطに大成ޭしているようにݟえるのですが、
൴らのೝࣝは、ݱ在ੈ界の॓ധ市場で൴らが取っている
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シΣΞはたった１̀ であり、まͩまͩ΍らなければいけない
ことがあるというೝࣝをしています。それから市場ߏ成も
ඇৗにΏがΜでいるとࢥっています。΍はりϤーϩッύが
中৺でϤーϩッύが５ׂ 、ΞϝϦΧが̏ ׂ、ΞδΞɾଠ平༸地
域は1ׂしかない。その他が1ׂ。ですから今の経済成௕
の࢟からݟると、ΞδΞɾύシフィッΫがもっともっと૿えてい
いはͣなのですが、まͩ まͩ গないということで、これから
力を入れようとしています。
　このようにBJSCOCの事ྫでは、αーϏスモデルの一部を
ֵ৽するのではなくて、αーϏスモデル全体をֵ৽してい
ます。実は、ถࠃでは、੢ւ؛を中৺に、同छのαーϏス
が、́ かにも今、࣍ʑに生まれͭͭあります。
ʲVCFSݸ�ਓのҠ動αーϏスʳ

　これも皆さΜおฉきになったことがあるとࢥいますが、
「VCFS」というനタΫです。നタΫをΦーΨφΠζし、合๏
తに༌送しようとするαーϏスです。これは೔本にもདྷて
いて、タΫシー業界と大݌՞しているというαーϏスです。
΄かでは多くのࠃでͲΜͲΜ࢖Θれて৳びています。これ
はݸਓ事業ओによる、ݸਓอ༗のं྆での̜ ̨̥ スϚホを
しい඼࣭؅ཧをしてݫった༌送αーϏスです。ඇৗに࢖
いて、ৗに５఺ຬ఺で̐ ఺Ҏ্ないとここではαーϏスで
きないそうです。ここもBJSCOCと同じで、੍نとઓいଓけて
いる会社です。
　このVCFSはࢲも࢖ってΈましたが、஋ஈは32Ωϩのとこ
Ζが໿40ドルでした。ؼりに࢖ったのですが、行きはVCFS
でなくී ௨のϋΠϠーを࢖ったのですが、これは120ドル
で஋ஈは̏ ഒでした。時間は、VCFS とͩ30分͙ らいで、行
きのϋΠϠー とͩ１時間͙らいで2ഒかかりました。このよ
うな格ࠩが明らかにあるのですが、ࢲがすごいとࢥった
のは、さっきݴいましたように4఺Ҏ্でないとこのαーϏ
スができないということで、ৗに５఺をもらおうとしてドラΠ
όーがపఈతにྑいαーϏスをしようとするとこΖです。
຿΍ւ֎出ுが多かったۈ֎୅はւࡀ୅、40ࡀは30ࢲ
のですが、໺村૯合研究ॴでは、࢓事にϨンタΧーを࢖っ
てはいけないという社内の੍نがੲはありました。このた
め、ຖճ50Ωϩでも100Ωϩのԕくの๚໰ઌに行くのでもタ
Ϋシーを࢖っていました。࢖うのはいいのですが、ݏなの
は、ものすごく΍かましいԻָを行きؼりのタΫシーで࢖Θ
れることです。すごくうるさいԻָをかけられても、「ࢭめて
くれ」とݴってډ຾りされてもࠔるのでԿもݴえなかったと
いう経ݧがあるのですが、このVCFSのドラΠόーの場合
は、「ԻָはͲうしましΐうか」とฉいてくれるΜです。Ϋラッ

シッΫがいいですか、それとも೔本のԻָがいいですかと
ฉいてくれるのです。ࢲは「Իָは要りまͤΜ」とݴうと、で
は、Իָなしで行きましΐうということですし、ωットで決済を
しますので、ΘれΘれには໘౗なνップという֓念も全く
ないのです。これは一ճ࢖うと、΍められなくなるというの
がよく分かりました。それͩけにن と੍のઓいが しܹいとい
うことです。
ʲ*OTUBDBSU�ങい෺୅行αーϏスʦrスラΠドᶊʧ
　同じようなαーϏスはたくさΜありますが、ྫ えば
「*OTUBDBSU」は、ങい෺୅行のαーϏスです。これは
2010年にαンフランシスίでى業したのですが、すでに15
౎市にల։し、今はもっと૿えているとࢥいます。すでに
ϕンνϟーΩϟピタルのϚーέットでは2
400ԯԁのՁ஋が
෇いているそうです。೔本では、ങい෺୅行というのは、Ͳ
らͪかというとスーύーが΍っています。
　৭ʑなスーύーがωットでങい෺ができますということ
で、ങったものをಧけてくれますが、*OTUBDBSUのαーϏス
は、ങいखのཱ場にたって、ങいखのങい෺୅行をωット
্でスϚホを࢖って΍Ζうというものです。ΩϟッシϡϨス
で、5ドルから7ドルҐのख数ྉで、޷きなときങってきてくれ
るのですが、スϚホでৗに٬ސとͭながっていますから、
པΜ もͩのがない場合なͲの໰୊がىきたらৗにスϚホ
で࿩し合って、ͩ めͩったらผの෺にすることができるとい
うαーϏスです。
　すごい੎いで৳びてきまして、スーύー業界もこれにର
しては̤̠ ですよというとこΖと、ͩ め とͩいうとこΖの二ͭ
に分かれています。8IPMF�'PPETは̤ を̠出しているが、
5SBEFSTʟ�+PF�はͩめ とͩいうようなことがىこっているよ
うです。̤ と̠いうとこΖは、ઐ༻のϨδをઃけ、*OTUBDBSU
でങうਓはこのϨδを࢖ってくͩ さい、早く決済しますから
と。あるいはઐ༻のϩッΧーをઃけたりしています。Ͳ らͪ
が٬ސにྑいのか分かりまͤΜが、結果తには、ྲྀ ௨࢈
業全体に大きなΠンύΫトを及΅すことになるのではない
かとࢥいます。
ʲ)FBM�ΦンデϚンドҩࢣ೿ݣʦrスラΠドᶊʧ
　 ΐͪっとܥ౷のҧうとこΖで、「)FBM」という会社がありま
す。ΞϝϦΧでҩྍαーϏスをडけるのは大มֹߴです
が、ここは��ドル出ͤば、望Ήときに望Ή場ॴにおҩ者さ
Μが਍࡯にདྷてくれるというαーϏスです。これは��ドルさ
え出ͤば、ΦフィスでもホςルでもͲこへでも行きますという
ものです。௥Ճඅ༻はありまͤΜ。೔本では「１時間待ͪ
の̏ 分਍ྍ」ͩ とかという࿩がありますが、ここは１ճݺͿ
と਍ྍの੍ݶ時間はありまͤΜ。　
　��ドルのൣғ内ですが、పఈతに、そのおҩ者さΜが
໘౗をΈます。そういうίンηプトのαーϏスです。今年、
ถࠃのϩαンθルスで出ݱしたばかりですが、ࢲが行った
ときはαンフランシスίのϕΠΤϦΞでͲΜͲΜల։してい
ましたし、χϡーϤーΫにも進出する予定 とͩいうことでし
た。
　まͩ 、始まったばかりですが、これからも৳びるのではな
いかとࢥいます。
ʲ6QXPSL�#2#のΫラ΢ドιーシングʦrスラΠドᶊʧ
　αーϏスモデルのΠϊϕーションは#�UP�$ͩけではなく
て、#� UP�#でも始まっていまして、フϦーランスϫーΧーを
೿ݣする「6QXPSL」が୅දతな会社です。ΞϝϦΧでは
フϦーランスϫーΧー、フϦーターがたくさΜいます。フϦー
ターとݴってもスΩルを࣋っていないਓではなくて、デβ
ΠφーとかΫϦΤΠςィブとかൿॻͩとかΧスタϚーαー
Ϗス とͩかの、特定のϏδωス্のスΩルを࣋っているਓ

ʦεϥΠυᶊʧ
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です。しかし、会社にはॴଐしていない、こういうಠཱのフ
ϦーランスϫーΧーというΧςΰϦーのਓがたくさΜいます。
これをωット্で募ूしてڊ大なਓࡐプールを࡞り、企業
のٻめに応じて೿ݣします。௨ৗのਓࡐ೿೿ݣ会社より
も҆ՁにαーϏスをௐୡできるということで৳びており、ݱ
在10ԯドル（1
200ԯԁ）͙らいの࢓事をຖ年行っているそ
うです。

６．まとめ：モノづくり国のサービスイノベーション推進の
　ために
　このように、ถࠃでは、৽しいタΠプのαーϏスモデルを
ったϏδωスがͲΜͲΜ出てきています。೔本でもこうい࣋
うαーϏスをͲう΍って生Έ出していくのかというのが໰
୊です。ࢲも今はαーϏス、αーϏスとݴっていますが、
1��0年୅、2000年୅はもっͺらࠃの̞ ̩ઓུにかかΘる
̩̞。事をしていました࢓ のੈ界は、ιχーの΢ΥーΫϚンと
かシϟープの;BVSVT౳の৽੡඼が生まれ、ドίモのJモー
ドが出て、多様な多ػ能έータΠも出ました。ࢲはそのࠒ
「ϢϏΩタスωットϫーΫ」という*5ύラμΠムをఏএした
のですが、そのࠒは、೔本΍ؖࠃがੈ界のϚーέットをݗ
Ҿしていて೔本の*5࢈業もඇৗにݩ気でした。しかしな
がら、2010年୅に入ってスϚホ、タブϨットが出てきてから
の೔本の̞̩࢈業は一気にݩ気のないঢ়ଶになってしまっ
ています。
　その間、ถࠃ੢ւ؛には、J1BEが出て、J1IPOF、
,JOEMF、J1PEという;うに࣍ʑに৽しいものが生まれて、
今、ੈ 界のϚーέットはΞϝϦΧ੢ւ؛の企業が੮רして
いるঢ়ଶです。
　なͥこういうࠩ が出てきたのͩΖうかということをͣっと
考えているのですが、このถࠃ੢ւ؛のΞプϩーνには
ͻとͭの共௨の特৭があります。J1PEはあらΏるԻָを
ඇৗに؆қにར༻者が࢖えるようにした。J1IPOFは、ར
༻者がტ大な数の多様なΞプϦέーションを؆қ、かͭ҆
Ձに࢖えるようにした。,JOEMF、J1BEは୭でもがඇৗに؆
қにίンςンπを しָめるڥ؀を くͭった。それがスϚホに
なり、৽たなల։をしてきているΘけです。ここでは、ৗに
として取ํ࢓本తなج٬との「Ձ஋共૑」をϏδωスのސ
り組Ή࢟੎がݟえます。٬ސにରしてͲのような৽たなՁ
஋をఏҊするか、いかに、٬ސと一ॹにそのՁ஋を実ݱ
していくかに྇ を͗࡟るڝ૪がల։されました。
　ย΍೔本では、ࢲの൓省もؚめてなのですが、΍ってき
たのはかなりグッζドϛφントなΞプϩーνでした。多ػ能
であるとか、あるいはܰྔ とͩか、デβΠンがいいとか、要
するにモϊがྑいモϊを一生࡞໋ݒっていく。
　この೔本のグッζドϛφントなΞプϩーνと੢ւ؛のαー
ϏスドϛφントなΞプϩーνのࠩが、今の格ࠩを生Έ出して
いるのではないでしΐうか。
　೔本の̞̩࢈業は、このままではいけないΘけで、Կとか
ͤͶばなりまͤΜ。ࢲはઌ Ͳ́ਃしましたαーϏスςΫϊϩ
δーがݤ とͩࢥっています。要するに̞ 業は、これか࢈̩
らはΠンフΥϝーションςΫϊϩδーの*5࢈業ではなくて、
αーϏスςΫϊϩδーの45࢈業にมΘる΂きなのではな
いかとࢥいます。
　೔本のαーϏス࢈業は、これからαーϏスΠϊϕーショ
ンをల։していかͶばなりまͤΜ。これがແいと೔本の
成௕ઓུもթཾ఺ᛂを くܽことになります。しかしながら、
αーϏス࢈業ͩけで、ઌ Ͳ́からお࿩しているαーϏスΠ
ϊϕーションを実ફするのは೉しいのではないかとࢥいま
す。これからは、45࢈業として、αーϏスςΫϊϩδーを自

在にあ΍ͭることのできる*5࢈業が、೔本のαーϏス࢈業
の企業と一ॹになってαーϏスՁ஋共૑をల։していく
΂きͩ とࢥいます。
　たͩ、೔本のαーϏスςΫϊϩδーは、ٕ ज़の体ܥとし
ては、まͩϤνϤνาきのঢ়ଶです。まͩまͩࠃがओಋし
てαーϏスςΫϊϩδーの研究։発をల։していく必要
があります。ݱ在、̓ ഒ੓ݖは、「αーϏス生࢈性ֵ໋」と
いうことをඪᒗしていますので、αーϏスςΫϊϩδーの研
究։発にも力を入れていくのではないかとظ待されます。
それによってはͣΈをͭけて、௿生࢈性にとͲまるαーϏ
ス࢈業の生࢈性をൈ本తに্޲していく必要がありま
す。そして、ݱ在੢ւ؛を中৺にٸ成௕しͭͭある「ϋΠɾ
αーϏス」も、೔本に入ってくるのを્ࢭすることに݂ಓを
্͛るのでなく、いかに೔本に「ϋΠɾαーϏス」を生Έ出し
ていくかのखཱてを考えるのが、ݱ在のۓ٤の՝୊ とͩ
。いますࢥ
　Ҏ্が、今೔、ࢲがਃし্͛たいことですが、本೔、ࢲ
は、岡山商科大学の૑ཱेޒ周年記念の学ज़ߨԋ会
にݺΜでいた きͩました。岡山商科大学のこれまでの50
年、これからの50年ということを考えたときに、ࢲがਃしあ
͛たいのは、これからの50年、岡山商科大学は、ͥ ͻ೔本
のαーϏスΠϊϕーションのϦーμーਓࡐを࣍ʑに輩出す
るような教ҭを、岡山の地で΍っていた きͩたいということ
です。このお願いを࠷後にਃし্͛まして本೔の࿩をऴえ
さͤていた きͩます。
　Ͳうもご੩ௌありがとうご͟いました。

ʢ஫ʣҎ্ͷଜ্ًࢯ߁ͷ͝ߨԋ͸ɺऩ࿥ςʔϓ Β͔ߨԋ಺
༰ΛҰࣈҰ۟͜͠ى ΋ͨͷʹखΛՃ͑ɺͦ ͷमਖ਼ߘΛଜ্ࢯ
ࣗ͝਎ʹ΋͝ཡ͍͖ͨͩɺh঎େϨϏϡʔ ͷɦ࠷ऴߘͱ͠ ·͠
ͨɻ·ͨ ɺߨԋʹ͠ࡍ ͯ͸ɺύϫʔϙΠϯτʹΑΔεϥΠυ͕30
ຕ΄Ͳ࢖ۦ Ε͞ɺৄ ͳઆ໌͕ࡉ Γ͋·͠ ͕ͨ͜͜ Ͱ͸ࢴ໘ͷ
܎ؔ Β͔શ Λͯ঺հ͢Δ͜ ͱ͕ Ͱ͖ ·ͤ ΜͰ͠ ͨɻ
ɹͳ͓ɺຊߨԋձͷ࢘ձɾਐߦ͸ܦӦֶ෦ɹ।ڭतɹו�
࿨ॏɺ։ձͷѫࡰ͸ɺ෭ֶ௕ɹେ⃻ߛ�Ұɺดձͷѫࡰ͸ɺ
͠·͍ߦʑ֤͕ߊ�ԼࡔतɹڭӦֶ෦ɹ঎ֶՊ௕ɾܦ ͨɻ
ʢจ੹ɹܦӦֶ෦ɹڭतɹۙ౻�Ұਔʣ

ԙɿϦʔηϯτΧϧνϟʔϗςϧʢԬࢢࢁ๺۠ʣ

［当日の学会 学術講演会の模様」
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りのΠϕント΍࡞在「ΩッζϚωー教ࣨ」は、໛ٖ௨՟、खݱ　
商඼のΧード、市ൢの出ೲ฽を教ࡐに࢖༻してۚ༥経済教ҭ
プϩグラムを։࠵しているが、ୡ成目ඪでもある「自らの౤資ɾ
けのཧղ」は、予උ஌ࣝがある学ͮػ΍動ٻങ活動のཉߪ
生հॿ者のޱड़にཔら͟ るを得ない。
　ෳ数でϘードήームをָしΈ、ࢀՃ者同࢜の会࿩の中で他
者がબ୒した行動のੋඇを٬観తにଊえ、自らの経ݧとして
学शすることはできているが、記࿥としては࢒す޻෉がなく൓
෮学शのػ会΍定ணは೉しいようにࢥえる。

記࿥ாͷίンηϓτ
　今年度の取り組Έでは、おおΉͶ10ࡀະຬのࣇಐをར༻
ର৅者にઃ定し、多様なՁ஋観にͮجいたඇ合ཧతな生活
行動の確ೝ、動ͮػけとݟ௚しが自ら行える記࿥ாの։発を
行った。

表紙 （図-1）
　ର৅が௿学年でありܧଓར
༻をଅすためにも「きれい」「か
Θいい」と感じる഑৭΍デβΠ
ンでදݱし、学生հॿ者を「ຐ
๏࢖い」のΩϟラΫターにஔき
え、学श目తをཧղし΍すい׵
ようݟえるԽした。

2-3頁　計画立案と
　　　　目的の確認 （図-2）
　目ඪをઃ定するためには、動
が内生త、֎生త要Ҽによػ
るものかを஌る必要があり、ର৅者にはཧղしにくい。そこでಋ
きたいํ޲を「ルール」としてఏࣔし、ήームのように感じられる
Πラストを੍࡞した。

4-5頁　集計と行動の理解、指導 （図-3）
　Χラーઃܭは、৭数を཈えることで文ࣈ৘ใなͲがೝ しࣝ΍
すくなるためシΞンɾ੨৭とϚθンタɾ੺৭の̎ ৭とした。また、എ
でঀ৘తなΠϝーδをදࡉΠラストはਗ਼らかでॳʑしいく、ણܠ
。するのにదすとされるϖールトーン഑৭としたݱ

6-7頁　確認と見直し、新たな計画立案 （図-4）
　生活者のՁ஋体ܥは可มత、ྲྀ 動తではあるが1%$"α
ΠΫルで記࿥を確ೝし、৽たな目ඪઃ定がܧଓతにできるڥ؀
になるようにまとめている。

　この記࿥฽をۚ༥経済学शを必要と考えるՈ଒へ഑෍出
དྷれば、感性ɾ৘ใՁ஋૑଄への教ࡐとして一定の成果が得
られるとظ待している。

ྑ、Խの進లに൐いྸߴ　 ࣭かͭద੾なҩྍをޮ果తɾޮ ཰
తにఏڙする体੍をߏஙする必要があり、岡山県でも2025年
におけるҩྍػ能ごとのध要と必要ྔをؚめ、その地域に;
さΘしいόランスのとれたҩྍػ能の分Խと連携をద੾にਪ
進するとしている。�1

ͷ地Ҭಛੑݍೆ੢෦อ݈ҩྍݝ
　県ೆ੢部は૔ෑ地域（૔ෑ市、૯社市、早ౡ町）、Ҫּ地
域（ּ岡市、Ҫ原市、ઙޱ市、ཬঙ町、໼ֻ町）の５市̏ 町でߏ
成されており、૯合周ظ࢈฼ࢠҩྍηンターɾ૔ෑ中ԝපӃで
合ซ঱೛৷΍৽生ࣇҟৗなͲϋΠϦスΫでߴ度なҩྍを行
い、地域周ظ࢈฼ࢠҩྍηンターɾ઒࡚ҩ大ෟଐපӃで੾ഭ
早࢈΍௿出生体重ࣇなͲൺֱతϦスΫのߴい೛৷を取りѻっ
ている。
　また地域周ظ࢈ҩྍ関連施ઃɾ一ൠපӃ、਍ྍॴがਖ਼ৗ
分ส、બ୒ɾٸۓఇԦ੾։ज़なͲの出࢈にର応しているが、
2002年ࠒからਫౡ、ࣇౡ、ۄౡ地۠で分ส取りѻいఀࢭ΍ด
૔ෑ地域のର৅ঁ性20�7ສਓのうͪ、͗࣍が相࠯ 、8�0ສਓ�2

がॅΈ׳れた地ݩに入Ӄ施ઃがないঢ়ଶにある。（図-1）

χʔζͷ೺Ѳऀױ
　ਖ਼ৗ೛৷ɾ分สɾ࢈᧘は自අ௃ऩになるが݈਍ิॿ΍出࢈
一時ۚによりෛ୲感はগない。また、施ઃผ入Ӄඅ༻のൺֱ
ではެతපӃ47�8ສԁ、ࢲతපӃ50�3ສԁ、਍ྍॴ48�2ສԁ
�3とばら きͭがありӡ営者によって入Ӄඅ、分สྉで大きなࠩ
がある。ར༻者のҙݟでもΠンフΥームドɾίンηント΍職員ର応
にͭいでड෇ɾ待合΍පࣨॅډ性への要望が多い。（図-2）
　೛්࢈は40िఔ度༛予があり༗ӹな৘ใは਌ۙ者΍༑ਓ
から得る޲܏にあり、Ώえに施ઃ৘ใをੵ極త։ しࣔ、施ઃར
༻者΍経ݧ者からの਌࿨性のߴい発৴が得られる࡞ڥ؀り
が必要であΖう。

取Γ૊Ή΂͖՝୊
、が૿えておりױౡ地۠からのूࣇౡɾۄ合施ઃがないڝ　
ࠃ、ౡ൒ౡなͲ地ཧతෆརなΞΫηスもࣇ、ྊ઒΍ਫౡಿߴ

ಓ430߸ɾ࢈業ಓ路と県ಓ21߸ɾࡾ地۠װઢ�4をར༻すれば、
、にݍҩྍ࣍ౡԵౡɾ中ԝ町から໿5ᶳと生活行動域の二ۄ
ౡ地۠の߫֎ॅ୐地から໿12ᶳでަ௨ྔ΍ौ଺を考ࣇ しྀ
ても࣍ࡾҩྍݍにઃ定できる。
　また、ࠃ੎ௐࠪ౳ਓޱ౷ܭ΍ް࿑省ɾױ者ௐࠪのड਍཰、
཭΍Ҡ動時間ɾखஈをՃຯするとපࣨ΍றंڑ合施ઃとのڝ
場の֦充、૿ চなͲでよりڧいϙδショχングをߏஙできると考
える。（図-3）

図-4

図-2

図-1

図-3
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ڀݚ

ݙจߟࢀ

アナログഔମをར༻したۚ༥ڭࡁܦҭのための
ௐࠪ研究ૅجの製作にؔするࡐڭけ޲ಐࣇ

੢ඌ総合印刷株式会社　ઐ຿औక໾　಺౻ ޭҰ 

Ӧۀ෦࣍௕　઒Ҫ อ༟　Ӧۀ෦՝௕　੺໦ ج७
総຿෦　੢ඌ խ٢

研究୅දऀ　ܦӦ学෦　।ڭत　∁ྛ ޺Ұ

ڀݚಉڞ

ҩྍ๏ਓの事ۀঝܧと
エリア・マーケティングにؔするௐࠪ研究
Ұ޺ ྛ∁　तڭӦ学෦　।ܦ

表紙 （図-1）
　ର৅が௿学年でありܧଓར
༻をଅすためにも「きれい」「か
Θいい」と感じる഑৭΍デβΠ
ンでදݱし、学生հॿ者を「ຐ
๏࢖い」のΩϟラΫターにஔき
え、学श目తをཧղし΍すい׵
ようݟえるԽした。

2-3頁　計画立案と
　　　 目的の確認 （図-2）
　目ඪをઃ定するためには、動
が内生త、֎生త要Ҽによػ 図-1
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りのΠϕント΍࡞在「ΩッζϚωー教ࣨ」は、໛ٖ௨՟、खݱ　
商඼のΧード、市ൢの出ೲ฽を教ࡐに࢖༻してۚ༥経済教ҭ
プϩグラムを։࠵しているが、ୡ成目ඪでもある「自らの౤資ɾ
けのཧղ」は、予උ஌ࣝがある学ͮػ΍動ٻങ活動のཉߪ
生հॿ者のޱड़にཔら͟ るを得ない。
　ෳ数でϘードήームをָしΈ、ࢀՃ者同࢜の会࿩の中で他
者がબ୒した行動のੋඇを٬観తにଊえ、自らの経ݧとして
学शすることはできているが、記࿥としては࢒す޻෉がなく൓
෮学शのػ会΍定ணは೉しいようにࢥえる。

記࿥ாͷίンηϓτ
　今年度の取り組Έでは、おおΉͶ10ࡀະຬのࣇಐをར༻
ର৅者にઃ定し、多様なՁ஋観にͮجいたඇ合ཧతな生活
行動の確ೝ、動ͮػけとݟ௚しが自ら行える記࿥ாの։発を
行った。

表紙 （図-1）
　ର৅が௿学年でありܧଓར
༻をଅすためにも「きれい」「か
Θいい」と感じる഑৭΍デβΠ
ンでදݱし、学生հॿ者を「ຐ
๏࢖い」のΩϟラΫターにஔき
え、学श目తをཧղし΍すい׵
ようݟえるԽした。

2-3頁　計画立案と
　　　　目的の確認 （図-2）
　目ඪをઃ定するためには、動
が内生త、֎生త要Ҽによػ
るものかを஌る必要があり、ର৅者にはཧղしにくい。そこでಋ
きたいํ޲を「ルール」としてఏࣔし、ήームのように感じられる
Πラストを੍࡞した。

4-5頁　集計と行動の理解、指導 （図-3）
　Χラーઃܭは、৭数を཈えることで文ࣈ৘ใなͲがೝ しࣝ΍
すくなるためシΞンɾ੨৭とϚθンタɾ੺৭の̎ ৭とした。また、എ
でঀ৘తなΠϝーδをදࡉΠラストはਗ਼らかでॳʑしいく、ણܠ
。するのにదすとされるϖールトーン഑৭としたݱ

6-7頁　確認と見直し、新たな計画立案 （図-4）
　生活者のՁ஋体ܥは可มత、ྲྀ 動తではあるが1%$"α
ΠΫルで記࿥を確ೝし、৽たな目ඪઃ定がܧଓతにできるڥ؀
になるようにまとめている。

　この記࿥฽をۚ༥経済学शを必要と考えるՈ଒へ഑෍出
དྷれば、感性ɾ৘ใՁ஋૑଄への教ࡐとして一定の成果が得
られるとظ待している。

ྑ、Խの進లに൐いྸߴ　 ࣭かͭద੾なҩྍをޮ果తɾޮ ཰
తにఏڙする体੍をߏஙする必要があり、岡山県でも2025年
におけるҩྍػ能ごとのध要と必要ྔをؚめ、その地域に;
さΘしいόランスのとれたҩྍػ能の分Խと連携をద੾にਪ
進するとしている。�1

ͷ地Ҭಛੑݍೆ੢෦อ݈ҩྍݝ
　県ೆ੢部は૔ෑ地域（૔ෑ市、૯社市、早ౡ町）、Ҫּ地
域（ּ岡市、Ҫ原市、ઙޱ市、ཬঙ町、໼ֻ町）の５市̏ 町でߏ
成されており、૯合周ظ࢈฼ࢠҩྍηンターɾ૔ෑ中ԝපӃで
合ซ঱೛৷΍৽生ࣇҟৗなͲϋΠϦスΫでߴ度なҩྍを行
い、地域周ظ࢈฼ࢠҩྍηンターɾ઒࡚ҩ大ෟଐපӃで੾ഭ
早࢈΍௿出生体重ࣇなͲൺֱతϦスΫのߴい೛৷を取りѻっ
ている。
　また地域周ظ࢈ҩྍ関連施ઃɾ一ൠපӃ、਍ྍॴがਖ਼ৗ
分ส、બ୒ɾٸۓఇԦ੾։ज़なͲの出࢈にର応しているが、
2002年ࠒからਫౡ、ࣇౡ、ۄౡ地۠で分ส取りѻいఀࢭ΍ด
૔ෑ地域のର৅ঁ性20�7ສਓのうͪ、͗࣍が相࠯ 、8�0ສਓ�2

がॅΈ׳れた地ݩに入Ӄ施ઃがないঢ়ଶにある。（図-1）

χʔζͷ೺Ѳऀױ
　ਖ਼ৗ೛৷ɾ分สɾ࢈᧘は自අ௃ऩになるが݈਍ิॿ΍出࢈
一時ۚによりෛ୲感はগない。また、施ઃผ入Ӄඅ༻のൺֱ
ではެతපӃ47�8ສԁ、ࢲతපӃ50�3ສԁ、਍ྍॴ48�2ສԁ
�3とばら きͭがありӡ営者によって入Ӄඅ、分สྉで大きなࠩ
がある。ར༻者のҙݟでもΠンフΥームドɾίンηント΍職員ର応
にͭいでड෇ɾ待合΍පࣨॅډ性への要望が多い。（図-2）
　೛්࢈は40िఔ度༛予があり༗ӹな৘ใは਌ۙ者΍༑ਓ
から得る޲܏にあり、Ώえに施ઃ৘ใをੵ極త։ しࣔ、施ઃར
༻者΍経ݧ者からの਌࿨性のߴい発৴が得られる࡞ڥ؀り
が必要であΖう。

取Γ૊Ή΂͖՝୊
、が૿えておりױౡ地۠からのूࣇౡɾۄ合施ઃがないڝ　
ࠃ、ౡ൒ౡなͲ地ཧతෆརなΞΫηスもࣇ、ྊ઒΍ਫౡಿߴ

ಓ430߸ɾ࢈業ಓ路と県ಓ21߸ɾࡾ地۠װઢ�4をར༻すれば、
、にݍҩྍ࣍ౡԵౡɾ中ԝ町から໿5ᶳと生活行動域の二ۄ
ౡ地۠の߫֎ॅ୐地から໿12ᶳでަ௨ྔ΍ौ଺を考ࣇ しྀ
ても࣍ࡾҩྍݍにઃ定できる。
　また、ࠃ੎ௐࠪ౳ਓޱ౷ܭ΍ް࿑省ɾױ者ௐࠪのड਍཰、
཭΍Ҡ動時間ɾखஈをՃຯするとපࣨ΍றंڑ合施ઃとのڝ
場の֦充、૿ চなͲでよりڧいϙδショχングをߏஙできると考
える。（図-3）
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１ɽ͸͡Ίʹ
　本学は、平成26年度、௡山市の৓ೆ商ళ֗において
খഴค他՛ࢠ原ྉ及びはとΉ͗౳݈߁関連商඼の੡
଄ൢചをखֻけるࣜג会社൒৊԰からௐࠪ研究をडୗ
した。これは経済࢈業省の中৺市֗地ڵ࠶ઓུ事業に
関Θるิॿۚを活༻するもので、平成24年度にも同様の

ௐࠪをडୗして
いる。ҎԼは、今
ճのௐࠪ֓要を
ࣔすとともに、商
ళ֗でのճ༡性
にͭいてएׯの
考࡯をࢼΈる。

̎ɽௐࠪ෼ੳۀࣄͷ֓ཁ
（１）調査の目的と方法
　લճのௐࠪは、৓ೆ商ళ֗にフィットωスδムを༠க
し、ۙ ྡॅຽの݈૿߁進΍ίϛϡχςィػ能の充実をਤ
る事業に関するものであった。そのௐࠪ結果により、݈ ߁
αϙート施ઃ1߸ళ（フィットωスδムɿ会員数໿220名）が
平成26年1月に։ઃされた。今ճは、これを଍ֻかりに৓
ೆ商ళ֗一ଳを݈߁κーンとして発లさͤるために、৽
たな2߸ళを੔උする事業にରし、ۙ ྡॅຽ΍市ຽに
χーζがあるかͲうかをௐ΂る目తで実施された。ܭըさ
れた施ઃとは、ᶃΧフΣスタΠルのh はとΉ͗ ઐɦ໳ళ、ᶄ
地ݩ೶Ոの生࢈したそばɾখഴ౳を活༻したҿ৯ɾ৘ใ
発৴施ઃ、ᶅॊಓ੔෮ࢣの施ઃɾอݥҩྍ施ઃ、ᶆৗ
ઃެ։のͩΜじりలࣔ館である。1߸ళがӡ動によって݈
をαϙートするものとすれば、2߸ళはओに体の内から߁
΍観光٬とのަ࢜すと同時に、地域ॅຽ同ࢦを目߁݈
ྲྀ、地域の文Խɾ఻౷のอ࣋をも޲ࢦする施ઃである。
　本ௐࠪ分ੳ事業では、௡山市の౷ܭデータのར༻に
Ճえ、平成27年2月から3月にかけて、ᶃॅຽΞンέートௐ
ɿࠪ市全域のࣇಐΫラブにՃ入しているੈଳ、及び市໾
ॴɾ商޻会ٞॴདྷி者へのΞンέート、ᶄ1߸ళར༻者
ௐ ɿࠪフィットωスδム会員へのΞンέート、ᶅདྷ֗者ௐ ɿࠪ
商ళ֗にҐஔする৯඼スーύー「ZPVNFϚート」のདྷళ
٬にରするΞンέート、ᶆ商ళ֗周ลの町内会組織への
ώΞϦングを行った。結果、それͧれ目ඪとしていたճ౴数
を確อすることができた。

　なお、このうͪ ᶅにͭいては、本学学生Ԇ΂10名、包括
協定を結Μでいる௡山商業ߴ生ె40名に行ってもらった。

（２）調査結果
するΘࡌܝ数もあるので、ここでは4ௐࠪのす΂てをࢴ　
けにはいかないが、結果は事業ҊそのものへのධՁも、
ըされている施ઃにରしても、ճ౴者の50ˋ௒がྃとܭ
なった。
　商ళ֗でのճ༡性という఺からフィットωスδム会員の
ճ౴（�8ਓ）に஫目すると、事業にରして「ඇৗによい」と
「まあよい」とճ౴した者の合ܭが、85�6 （̀83ਓ）。֤ 施
ઃへの関৺も、「ඇৗに関৺をͭ࣋」と「内༰によっては
のいͣれかにճ౴したਓが、ᶃh「ͭ࣋ はとΉ͗ ઐɦ໳ళ
にରしては78�4 （̀76ਓ）、ᶄҿ৯ɾ৘ใ発৴施ઃにରし
ては83�5 （̀81ਓ）、ᶅॊಓ੔෮ࢣの施ઃ౳にରしては
62�� （̀61ਓ）、ᶆͩΜじりలࣔ館にରしては50�5 （̀4�
ਓ）であった。
　また、商ళ֗にあればよいおళでは（ෳ数ճ౴）、ΧフΣ
が38�8 （̀38ਓ）、ϕーΧϦーɾスΠーπのళが33�7 （̀33
ਓ）、フΝッション関連のళとスϙーπ関連のళが֤25�5ˋ
（25ਓ）、ίンϏχ24�5 （̀24ਓ）、݈ ɾඒ༰関連のళ߁
21�4 （̀21ਓ）とଓいている。その一ํで、フィットωスΫラ
ブにདྷるલと後のաごしํをฉくと、དྷるલでは「自୐で
աごしている」が61�2̀ （60ਓ）、フィットωス後では「す͙ 自
୐にؼる」が67�3̀ （66ਓ）となっている。
　
̏ɽ͓ΘΓʹ
　フィットωスΫラブ会員のճ౴者はঁ性が60�2̀ （56ਓ）
となっているので、このような結果となったとਪ࡯できるが、
いͣれにͤよ、200名もの会員が商ళ֗を๚れ、しかもԿ
がしかのళがあればར༻したいとճ౴している。それは、
ਓʑの商ళ֗でのճ༡の可能性をࣔࠦしていることに
他ならない。しかし、実৘は、自୐からフィットωスにདྷてそ
のままՈにؼるύ
ターンが定ணして
いるようなので、
今後商ళ֗によ
るੵ極తな事業
ਪ進が望まれる
とこΖである。

ௐࠪ෼ੳ୲౰ऀ
޺ɹ޷ࡾतɹɹڭӦֶ෦ɹܦ

ʮۀ࢈ࡁܦলɾまちなか݈߁サポートࢪઃ2߸ళ
（ҿ৯ゾーン）੔උௐࠪۀࣄʯアンケートௐࠪを࣮ࢪして
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１ɽ͸͡Ίʹ
　本学は、平成26年度、௡山市の৓ೆ商ళ֗において
খഴค他՛ࢠ原ྉ及びはとΉ͗౳݈߁関連商඼の੡
଄ൢചをखֻけるࣜג会社൒৊԰からௐࠪ研究をडୗ
した。これは経済࢈業省の中৺市֗地ڵ࠶ઓུ事業に
関Θるิॿۚを活༻するもので、平成24年度にも同様の

ௐࠪをडୗして
いる。ҎԼは、今
ճのௐࠪ֓要を
ࣔすとともに、商
ళ֗でのճ༡性
にͭいてएׯの
考࡯をࢼΈる。

̎ɽௐࠪ෼ੳۀࣄͷ֓ཁ
（１）調査の目的と方法
　લճのௐࠪは、৓ೆ商ళ֗にフィットωスδムを༠க
し、ۙ ྡॅຽの݈૿߁進΍ίϛϡχςィػ能の充実をਤ
る事業に関するものであった。そのௐࠪ結果により、݈ ߁
αϙート施ઃ1߸ళ（フィットωスδムɿ会員数໿220名）が
平成26年1月に։ઃされた。今ճは、これを଍ֻかりに৓
ೆ商ళ֗一ଳを݈߁κーンとして発లさͤるために、৽
たな2߸ళを੔උする事業にରし、ۙ ྡॅຽ΍市ຽに
χーζがあるかͲうかをௐ΂る目తで実施された。ܭըさ
れた施ઃとは、ᶃΧフΣスタΠルのh はとΉ͗ ઐɦ໳ళ、ᶄ
地ݩ೶Ոの生࢈したそばɾখഴ౳を活༻したҿ৯ɾ৘ใ
発৴施ઃ、ᶅॊಓ੔෮ࢣの施ઃɾอݥҩྍ施ઃ、ᶆৗ
ઃެ։のͩΜじりలࣔ館である。1߸ళがӡ動によって݈
をαϙートするものとすれば、2߸ళはओに体の内から߁
΍観光٬とのަ࢜すと同時に、地域ॅຽ同ࢦを目߁݈
ྲྀ、地域の文Խɾ఻౷のอ࣋をも޲ࢦする施ઃである。
　本ௐࠪ分ੳ事業では、௡山市の౷ܭデータのར༻に
Ճえ、平成27年2月から3月にかけて、ᶃॅຽΞンέートௐ
ɿࠪ市全域のࣇಐΫラブにՃ入しているੈଳ、及び市໾
ॴɾ商޻会ٞॴདྷி者へのΞンέート、ᶄ1߸ళར༻者
ௐ ɿࠪフィットωスδム会員へのΞンέート、ᶅདྷ֗者ௐ ɿࠪ
商ళ֗にҐஔする৯඼スーύー「ZPVNFϚート」のདྷళ
٬にରするΞンέート、ᶆ商ళ֗周ลの町内会組織への
ώΞϦングを行った。結果、それͧれ目ඪとしていたճ౴数
を確อすることができた。

　なお、このうͪ ᶅにͭいては、本学学生Ԇ΂10名、包括
協定を結Μでいる௡山商業ߴ生ె40名に行ってもらった。

（２）調査結果
するΘࡌܝ数もあるので、ここでは4ௐࠪのす΂てをࢴ　
けにはいかないが、結果は事業ҊそのものへのධՁも、
ըされている施ઃにରしても、ճ౴者の50ˋ௒がྃとܭ
なった。
　商ళ֗でのճ༡性という఺からフィットωスδム会員の
ճ౴（�8ਓ）に஫目すると、事業にରして「ඇৗによい」と
「まあよい」とճ౴した者の合ܭが、85�6 （̀83ਓ）。֤ 施
ઃへの関৺も、「ඇৗに関৺をͭ࣋」と「内༰によっては
のいͣれかにճ౴したਓが、ᶃh「ͭ࣋ はとΉ͗ ઐɦ໳ళ
にରしては78�4 （̀76ਓ）、ᶄҿ৯ɾ৘ใ発৴施ઃにରし
ては83�5 （̀81ਓ）、ᶅॊಓ੔෮ࢣの施ઃ౳にରしては
62�� （̀61ਓ）、ᶆͩΜじりలࣔ館にରしては50�5 （̀4�
ਓ）であった。
　また、商ళ֗にあればよいおళでは（ෳ数ճ౴）、ΧフΣ
が38�8 （̀38ਓ）、ϕーΧϦーɾスΠーπのళが33�7 （̀33
ਓ）、フΝッション関連のళとスϙーπ関連のళが֤25�5ˋ
（25ਓ）、ίンϏχ24�5 （̀24ਓ）、݈ ɾඒ༰関連のళ߁
21�4 （̀21ਓ）とଓいている。その一ํで、フィットωスΫラ
ブにདྷるલと後のաごしํをฉくと、དྷるલでは「自୐で
աごしている」が61�2̀ （60ਓ）、フィットωス後では「す͙ 自
୐にؼる」が67�3̀ （66ਓ）となっている。
　
̏ɽ͓ΘΓʹ
　フィットωスΫラブ会員のճ౴者はঁ性が60�2̀ （56ਓ）
となっているので、このような結果となったとਪ࡯できるが、
いͣれにͤよ、200名もの会員が商ళ֗を๚れ、しかもԿ
がしかのళがあればར༻したいとճ౴している。それは、
ਓʑの商ళ֗でのճ༡の可能性をࣔࠦしていることに
他ならない。しかし、実৘は、自୐からフィットωスにདྷてそ
のままՈにؼるύ
ターンが定ணして
いるようなので、
今後商ళ֗によ
るੵ極తな事業
ਪ進が望まれる
とこΖである。

ௐࠪ෼ੳ୲౰ऀ
޺ɹ޷ࡾतɹɹڭӦֶ෦ɹܦ

ʮۀ࢈ࡁܦলɾまちなか݈߁サポートࢪઃ2߸ళ
（ҿ৯ゾーン）੔උௐࠪۀࣄʯアンケートௐࠪを࣮ࢪして
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ϑィーϧυεタσィの
औΓ૊Έ
　本学は、ʮ地学地बʯ、つまり地域にؔする஌ࣝを༗する人材育成ٴͼ学生の現৔力、地域力をߴめることな
ど、࣮ ફڭ育活動をඞཁܽくべから͟るものと考えています。こうした考えにもとづき地域࣮ફ活動を学生参ը
育・研究活動をより多くの方に஌っていただき、地域のみڭ員のڭ、育ڭで行うことにより、本学の学生の࣮ફܕ
なさまとのさらなる࿈ܞを࣮現していきたいと思います。

ּԬॾౡ

ߨ⤍ ʮٛޫ؍஍ܭը࿦ʯ
2015�8�6～�、2015���1～4
岡山ݝਅఉ市౬ݪԹઘ、ඹ山ݪߴ
商学科̍̌ 名
˔౬ݪԹઘͱඹݪߴࢁʹ͓͚Δ؍
ʹͷऔ૊ΈڵӦ΍஍Ҭৼܦޫ
͍ͭͯཧղ͠ɺطଘޫ؍஍Λ׆
ੑԽͤ͞ΔͨΊͷํࡦʹ͍ͭͯ
ֶश͢Δɻ

೭ɹوɹେੴɹࢣߨӦֶ෦ɹܦ
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⤏ּԬॾౡʹ͓͚Δޫ؍の
　Մೳੑʹؔ͢Δௐࠪڀݚ
　ʢ͓͔΍·େֶੜதؒࢁ஍Ҭ౳ڀݚɾ࿈ܞଅਐ事業ʣ
2015�8�20、2015���14、2015�11�28～2�
ּ岡市北໦島、ਅು島
商学科26名、経営学科1名
˔ּԬॾౡʹؔ͢Δޫ؍ϓϥϯ
஍౿ࠪ΍ݱ੒ͷͨΊɺ࡞
/10૊৫ɺཱྀ ʹଞऀ܎ؔؗ
ώΞϦϯάΛ͏ߦ ɻ

Ӧֶ෦ܦ
ɹ޺ɹ޷ࡾतɹڭ

⤐ςʔϚύʔΫσβΠϯ࿦
2015�8�26～2�　ಙ島ݝ名੢܊ਆ山町
経ࡁ学科2名、経営学科1名、商学科�名
˔ਆࢁொʹ͓͚Δ஍Ҭੑ׆Խ
ͷऔ૊Έʹ͍ͭͯ࡯؍ɾମݧ
͠ɺ਎ۙͳ஍Ҭͷੑ׆Խʹඞ
ཁͳ͜ ͱʹ Δɻ͢࡯ߟ͍ͯͭ

Ӧֶ෦ܦ
ಛ೚ڭतɹഅ෵ɹΩϊΤɹ
ɹιɹϢϯκϯɹࢣɹɹߨ
೭وɹେੴɹࢣɹɹߨ

⤑ΩοζϏδωεύʔΫ
2015�8�2�　岡山ふれあいηンター
法学科2名、経ࡁ学科1名、経営学科20名、商学科�名
˔ֶੜ͕ళ௕ͱͳͬ ͯɺۀاͷํ΍ߍߴੜͱڞʹҰͭͷ৬ۀϒʔεΛ
ӡӦ͠ ɺࢠͲ΋ͨ ͪͷबۀମݧͷαϙʔτΛ͏ߦ ͱ͜ʹ ΑΓɺࢠͲ΋Λ௨
ͯ͠ ಇ͘ ͱ͜΍ࣾձͷ࢓૊Έʹֶ͍ͭͯश͢Δɻ

Ӧֶ෦ܦ
Ұ࿠ɹݡɹւๅɹࢣߨ
ηϯλʔܞ࿈׭ֶ࢈
ʢ঎େक़ʣ

˝ϑΟーϧυ
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�ΤίφΠτ
2015�7�5　ไؐ町商ళ֗
学生༗�5ࢤ名
˔ΤίΩϟϯυϧ੍࡞౳ͷΠϕϯτࢀ
ՃɻύωϧలࣔɺίϯςφʹΞώ
ϧΛ์͠ࣂɺࢢຽ͕৮Ε߹͑Δ
ϒʔεΛઃஔɻΞώϧ೶๏Ͱ࡞Β
ΕͨถͷൢചΛͨͬߦ ɻ

ɹ๕࿕ɹా؛तɹڭӦֶ෦ɹܦ

�ത෺࣮ؗ஍࣮श
ՆٳظՋதの５日ؒ　岡山ཱݝത෺ （ؗ岡山市）、
　　　　　　　　　　੺൬市山ཅڷ౔ࢿྉؗ、
　　　　　　　　　　岡山シςΟϛュージアム
ത෺࣮ؗश（4年࣍）　ཤम生4名（経営学෦�名、法学෦1名）
˔ཤमֶੜ͕ر๬͢Δത෺ؗͰ̑ ೔ؒͷ࣮຿ݚमΛड͚ೖΕ ΋ͯΒ͏ ɻ
˔ֶੜ͸ֶܳһͱ͠ ͯͷૅجΛ࣮஍ʹֶͿɻ
಺༰ΛൃදɻݧͰ֤ࣗମۀ೔ɺतޙ˔
तɹ༄⅖ɹত඙ɹڭӦֶ෦ɹಛ೚ܦ

�͖ͼ͠ΜΩοζϚωʔࣨڭ
2015�8�7　٢උ৴༻ۚݿ�本ళ
商学科F1ίース生22名
˔٢උ৴༻ۚݿɺ૯ࣾࢢ Ͳ͜΋՝ଞओ࠵ͷࢧԉۀࣄ΁ͷࢀՃɻ
ɹࣇಐΛର৅ʹɺߪೖܭըͷཱҊɾ൑அɺۚ મతͳ஌ ɾࣝཧղΛ਎ʹͭ
͚Δ͜ ͱ͕ Ͱ͖ ΔήʔϜγφϦΦΛ੍͠࡞ ɺ༧ߦԋशΛॏͶɺήʔϜΛ࣮
ɻࢪ

Ұɹ޺तɹ∁ྛɹڭӦֶ෦ɹ।ܦ

�৽ঙଜϝϧϔϯのཬຍགྷΓ
2015�8�14　岡山ݝਅఉ܊新ঙଜ
ཹ学生8名、経営学科1名
˔໿300೥લ Β͔఻ΘΔʮͯΜ͕Β
͜ʯʮ౦ʯʮখେࣉʯʮ·Μ·ʯʮૣඋ
લʯͷ�छྨͷຍགྷΓΛ஍ݩͷํ
ͯ͑ڭʹ ໯͍ͳ Β͕ɺ৽ঙଜ͕क
ΔจԽΛମ͢ײΔɻ

ɹ޺ɹ޷ࡾतɹڭӦֶ෦ɹܦ
ηϯλʔܞ࿈׭ֶ࢈

�ϑΟʔϧυελσΟʢޫ؍ࡍࠃ࿦ʣ
島hٶ　2015�11�28 島ਆ社ʱݫ
生42名ߨ࿦डޫ؍ࡍࠃ
˔େௗډɺઍ৞ֳɺޒॏౝɺଟๅౝɺେࣉئͳͲٶౡͷओཁͳࢿޫ؍
ͷௐࠪɻݯ

Ӧֶ෦ܦ
ɹιɹϢϯκϯɹࢣߨ

�౤ࢿՈͱֶੜのͨΊの会ࣾઆ໌会
2015�10�24　岡山商科大学
໿50名
˔ຊֶͷେֶࢪ࣮͍͓ͯʹࡇ Ε͞
ֶͨੜͱ౤ࢿՈͷͨΊͷձࣾઆ
໌ձɺߨԋձΛֶੜ͕اըɾӡӦ
͢Δɻ

Ӧֶ෦ܦ
तɹۙ౻ɹҰਔɹڭ

�ϑΟʔϧυελσΟʢޫ؍ࡍࠃ࿦ʣ
2015�11�7　島ࠜݝ඿ా市۱ࡾ町h ੴभ࿨ࢴ会ؗʱ
生�1名ߨ࿦डޫ؍ࡍࠃ
˔࿨ࢴͷྺ࢙΍੡଄޻ఔΛֶͿɻ
˔ख͖͢ ࿨ࢴମݧɻ
Ӧֶ෦ܦ
ɹιɹϢϯκϯɹࢣߨ

�ԬࢁதԝԷചࢢ৔ʮ͍ͪ͹େֶʯ
2015�12�5　岡山市தԝԷച市৔
法学科1名、経ࡁ学科5名、経営学科1名、商学科4名
˔ਫ࢈෺΍੨Ռ෺ࢢ৔ͷ ΓͤചΓ
΍৯඼ͷӴੜ؅ཧɺࢢ৔ͷݱঢ়
ʹ͍ͭͯ࿩Λ͍࢕ɺوॏͳ०ͷ΋
ͷΛ௖ ͳ͖͕ ΒɺԷചࢢ৔ͷ໾ׂ
΍ྲྀ௨ͷ࢓૊ΈͳͲΛֶश͢Δɻ

Ӧֶ෦ܦ
ಛ೚ڭतɹഅ෵ɹΩϊΤɹ
Ұ࿠ɹݡɹւๅɹࢣɹɹߨ
ηϯλʔܞ࿈׭ֶ࢈

�第��ճԬࢁ஍۠̚ ̨̙ ϑΣεςΟόϧ
2016�1��0～�1　岡山市ཱ京山ެຽؗ
ཹ学生2名
˔&4%ʢ࣋ଓՄೳͳ։ൃͷͨΊͷ
ҭʣ΁ͷཧղΛਐΊΔͨڭ ΊʹԬ
ձٞڠ஍۠&4%ਪਐࢁژࢢࢁ
ͳͲͱڞʹதࠃจԽͷൃද΍ε
λϯϓϥϦʔΛ࣮ࢪɻ

Ӧֶ෦ܦ
Ұɹߛतɹେ⃻ɹڭ

�ത෺ؗࢿྉのऔΓѻ͍�ʕݹจॻɾ典੶ʕ
2015�6�1�
岡山هཱݝ࿥ࢿྉ （ؗ岡山市）
ത෺࣮ؗश（̐年࣍）
経営学෦５名、法学෦̍名

ྉͷऔΓѻ͍ࢿ࿥هྉؗͷࢿ˔
ํɺ੔ཧɾௐࠪํ๏౳Λֶੜ Βࣗ
ମݧɻ

तɹ༄⅖ɹত඙ڭӦֶ෦ɹಛ೚ܦ
ɹ

�ത෺ؗࢿྉの࡞ૅج業ʕࣸਅࡱӨٕज़ʕ
2015�10�16　岡山ݹݝ代٢උจԽࡒηンター（岡山市）
ത෺࣮ؗश（̐年࣍）
経営学෦３名、法学෦̍名

˔ઐ༻ͷࣸਅࡱӨࣨͰઐ༻ͷࡱ
ӨࡐػΛ༻͍ͯͷࢿྉࡱӨ࣮
ٕͷݚमɻ

ࠐӨσʔλΛύιίϯʹऔΓࡱ˔
Έɺิ ਖ਼΍੔ཧΛٕ͏ߦज़ͷश
ಘɻ

Ӧֶ෦ܦ
ಛ೚ڭतɹ༄⅖ɹত඙ɹ

�̛ ί̥ʔεɾ会ֶࣾݟ会
2015���16　4.#$日݊ূڵ岡山ࢧళ、日本ۜ行岡山ࢧళ
商学科̔名
˔ূ݊ձࣾͷۀ຿಺༰ͷֶݟɺԬߦۜࢁͷֶݟΛ௨ͯ͡ ɺূ ݊ձࣾ
ͷۀ຿ʹֶ͍ͭͯश͢Δɻ

Ӧֶ෦ܦ
तɹۙ౻ɹҰਔɹڭ
ɹߊԼɹɹࡔतɹڭ

�ത෺ֶ࣮ؗݟश
2015���18・25、2015�10�2・�
倉ෑ市ཱඒ術 ・ؗ倉ෑ市ཱࣗવ࢙ത෺ؗ、
ത෺࢙ྺཱݝ島޿ ・ؗふくやまඒ術 （ؗ෱山市）、
地தඒ術 ・ؗՈプロジΣクト（߳઒ݝ௚島町）、
ඣ࿏市ཱਫ଒ ・ؗඣ࿏市ཱ動෺Ԃ
ത෺࣮ؗश（̐年࣍）
経営学෦３名、法学෦̍名
˔౦୯ͳΔలֶࣔݟͰ͸ͳ͘ ɺόοΫϠʔυΛ
ؚΊͨത෺ؗػೳ΍಺༰ʹ͍ͭͯͷɺઐ
໳ֶܳһͷղઆɾઆ໌ٴͼ࣭ٙԠ౴ʹΑ
Δݚमɻ

Ӧֶ෦ܦ
ಛ೚ڭतɹ༄⅖ɹত඙ɹ

�೔Α͏ͼ͜Ͳ΋େ ʮֶΩοζϚωʔࣨڭʯ
2015�6�7　岡山ݝ生֔学शηンター
商学科F1ίース生15名
ըͷཱҊɾܭೖߪಐΛର৅ʹɺࣇ˔
൑அɺۚ મతͳ஌ ɾࣝཧղΛ਎ʹ
͚ͭΔ͜ ͱ͕ Ͱ͖ ΔήʔϜγφϦΦ
Λ੍͠࡞ ɺ༧ߦԋशΛॏͶɺήʔ
ϜΛ࣮ࢪɻ

Ұ޺तɹ∁ྛɹڭӦֶ෦ɹ।ܦ
ɹ

�ब৬߹ ʢ॓ΩϟϦΞηϯλʔʷ঎େक़ʣ
2015���7　᷂໌੕޻業、᷂ อݥデβイン、
　　　　　　+O#RA44・᷂ アイデム、大ࡕ企業Ոϛュージアム
法学科5名、経ࡁ学科4名、経営学科1�名、商学科2名

˔େࡕʹͯɺब৬׆ಈ΁ͷ৺͑ߏ
΍ۀاՈͷਫ਼ਆΛֶͼɺւ֎΁
ਐग़͠ ͍ͯΔۀا΍̛ ̥͕ ࣮༻͞
Ε͍ͯΔۀاΛ๚໰͢Δ͜ ͱʹΑ
Γɺࣾ ձ΁ग़ΔલޙͷֶͼΛݱ৔
Λ௨͠ ͯମ͢ײΔɻɹ

ҰݡɹւๅɹࢣߨӦֶ෦ɹܦ
ΩϟϦΞηϯλʔ

�ൃ૝๏ϫʔΫγϣοϓ	Ԭࢁ঎޻会ٞॴ࠵ڞ

2015�10�10　岡山商科大学
商学研究科̍名、商学科2名
˔Ԭࢁ঎޻ձٞॴओ࠵ͷϫʔΫ
γϣοϓʹࢀՃ͠ ɺࣾ ձਓʹަ͡ ͬ
ͯҙݟΛड़΂ ΓͨɺϒϨʔϯετʔ
ϛϯά΍,+๏ʹΑͬ ͯɺΞΠσΟΞ
Λग़͠ ɺ·ͱΊɺൃ ද͢Δɻ

Ӧֶ෦ܦ
ಛ೚ڭतɹഅ෵ɹΩϊΤɹ
ɹ޺ɹ޷ࡾɹɹतɹڭ

�ԬࢁதԝԷചࢢ৔ʮ͍ͪ͹େֶʯ
2015���12　岡山市தԝԷച市৔
経ࡁ学科12名、経営学科1名、商学科10名
˔ਫ࢈෺΍੨Ռ෺ࢢ৔ͷͤΓചΓ
΍৯඼ͷӴੜ؅ཧɺࢢ৔ͷݱঢ়
ʹ͍ͭͯ࿩Λ͍࢕ɺوॏͳ०ͷ΋
ͷΛ௖ ͳ͖͕ΒɺԷചࢢ৔ͷ໾ׂ
΍ྲྀ௨ͷ࢓૊ΈͳͲΛֶश͢Δɻ

෦ֶࡁܦ
तɹ༗རɹོҰɹڭ
ηϯλʔܞ࿈׭ֶ࢈

�'1ίʔεɾϑΟʔϧυελσΟ
2015���14～15　岡山ݝখా܊໼ֻ町　
商学科F1ίース生8名
΍ֶݟੜʹΑΔΧϑΣͷ࠶ຽՈݹ˔
஍ۀاݩͷܦӦऀͱ࠙ஊʹΑΓɺ
ਓݮޱগʹ೰Ή໼ֻொͷকདྷΛ
۩ମతʹߟ Δ͑ɻ

Ӧֶ෦ܦ
तɹۙ౻ɹҰਔɹڭ
Ұ࿠ɹݡɹւๅɹࢣߨ

�೔ຊ঎޻会ٞॴ੨೥෦
　第�5ճશࠃେ会　੖Εの͔͓ࠃ΍·େ会
ߍ಺山Լখ学چ　�2016�2�1
経営学科2名、商学科F1ίース生2名
˔ୈ1෼ՊձͷϓϨθϯେձʹ͓
͍ͯɺΩοζϏδωεύʔΫ΍ݹຽ
ՈΛ׆༻͠ ϏͨδωεʹΑΔ஍Ҭ
ͷੑ׆Խʹ͍ͭͯɺݧܦ΍ֶͼ
Λൃදɻ

Ӧֶ෦ܦ
Ұ࿠ɹݡɹւๅɹࢣߨ
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౬ݪԹઘ֗ͰͷΨϥε޻ࡉ
ݧ੒ମ࡞

ඹݪߴࢁͷಓͷӺͰͷൢച࣮श

ಓͷӺͷैۀһͱͷσΟεΧογϣϯ౬ݪԹઘͷ࿐ఱ෩࿊ʮ࠭౬ʯͷਗ਼૟ۀ࡞

　経営学部商学科では、ࡢ年度までٛߨ科目であった
「観光地ܭը࿦」を本年度よりフィールドスタディとして։
原をର৅ߴした。本त業は、真庭市の湯原Թઘとඹ山ߨ
として、それͧれ2015年8月6೔から�೔、2015年�月1೔から
4೔の3ധ4೔で実施し、地域における観光࢈業のݱঢ়を
೺Ѳɾ分ੳし、観光࢈業をؚめた地域社会のよりよいํ޲
性をఏࣔすることを目తとした。
　真庭市は、岡山県๺部のௗ取県ڥにҐஔし、2005年に
৽ঙ村をআく真庭܊と্๪܊๺๪町が合ซしてઃஔさ
れた自࣏体である。真庭市の୅දతな観光地には湯原
Թઘとඹ山ߴ原があり、લ者はอཆ地として、後者はߴ原
Ϧκート地として、Ͳ らͪもߴ度経済成௕ظにおけるஂ体
旅行の目త地として発లしてきた。とこΖが、ۙ 年では旅
行ध要のมԽに൐ってஂ体旅行٬がݮগし、観光施ઃ
΍ҿ৯ళ、॓ ധ施ઃなͲ観光࢈業の経営がҎલにൺ΂
てݫしいঢ়گとなっている。
　本त業では、こうしたঢ়گにର応す΂く、観光地におい
て様ʑな取り組Έを行っている観光࢈業の事業者に協力
を得て、実ࡍの観光࢈業を体ݧし、あるいは観࡯すること
を௨じて、౰֘地域の観光΍࢈業にͭいて学Ϳことをओ
な活動内༰とした。湯原Թઘにおける実शでは、「プνホ
ςルΏばらϦκート」のྛݹ৳ඒࢯの協力のԼ、湯原Թઘ
のྺ࢙΍౰֘॓ധ施ઃにおける経営の޻෉にͭいてߨ
ٛしてもらうとともに、実ࡍに湯原Թઘ֗をาいて観࡯し
たり、Ψラス࡞੍޻ࡉ体ݧ΍そばଧͪ体ݧをしたりとফඅ
者の目ઢから観光地を体感することでཧղをਂめる活動
を実施した。また、地域のࡇりである「はΜ͟ きࡇり」にӡ営
のิॿとしてࢀՃし、地域文Խをܧঝすることの重要性
΍、Πϕントをӡ営することの大มさを実感するػ会を
原における実शでは、「ಓのӺ　෩ߴった。一ํ、ඹ山࣋
のՈ」をӡ営する「グϦーンピΞඹ山」の୅දであるُ山
ल༤ࢯに協力を͗ڼ、ಓのӺにおけるൢച実श΍、౰֘
企業のӡ営する観光施ઃ΍ҿ৯施ઃ౳の࡯ࢹを実施
し、経営తなଆ໘からͲのような޻෉をしているのかにͭ

いてઆ明してもらった。また、実शの࠷後には「ඹ山ߴ原
にདྷ๚する観光٬を૿΍すため
にはͲうしたらよいか」というςー
Ϛで౰֘企業のै業員と学生に
よるディスΧッションを実施した。
　本त業での実शを௨じて、学
生たͪはීஈのٛߨでは得るこ
とのできない、地域の「生きた教
。から多くを学Ϳことができた「ࡐ
特に、ٛߨで学शしたཧ࿦と実
場でのࠩҟを実感できたݱのࡍ
ことは大きかったようにࢥう。また、実शの中で地域の実຿
者と学生が共に活動することで、実社会におけるίϛϡχ
έーション能力の্޲にも໾ͩったのではないかと感じて
いる。डけ入れଆとしても、学生が実शの場として地域を
活༻することのҙٛは大きく、学生のࢹ఺から観光経営
΍地域の活性ԽにରするఏҊができること、学生と地域
ॅຽが共に活動することによって地域ॅຽのҙ্ࣝ޲に
ͭながること、そして、学生が地域にରしてѪணをͭ࣋こと
によるએ఻ޮ果も大きい。
　2015年11月、岡山商科大学は真庭市および（一社）湯
原観光協会、湯原町旅館協同組合の̏ 者と包括協定を
結Ϳにࢸった。これをػܖとして、真庭市全体をର৅とす
る実शの実施΍、市域全体における観光ৼڵɾ地域ৼڵ
ݧɾ体࡯のఏࣔなͲ実शൣғを広域に֦大すること、観ࡦ
を中৺とする実शからௐ ɾࠪ研究を中৺とする実शへとそ
の内༰をਂԽさͤていくことが必要であると考えている。

ਅఉࢢʹ͓͚Δޫ؍ΛςʔϚͱͨ͠ϑΟʔϧυελσΟの࣮ࢪ

೭و�ɹେੴࢣߨӦֶ෦ɹܦ

�1



研究種目・期間 研　究　課　題 研究者（所属）

ɹฏ੒2�೥౓࠾୒தͷՊݚඅɹ

઒߹ɹҰԝ
ʢܦӦֶ෦ɾࢣߨʣ

઒߹ɹҰԝ
ʢܦӦֶ෦ɾࢣߨʣ

നҪɹ་
ʢ๏ֶ෦ɾ।ڭतʣ

ဋɹྞ
ʢܦӦֶ෦ɾ।ڭतʣ

ҏ౻ɹ࣏඙
ʢ๏ֶ෦ɾڭतʣ

ل୩ɹ௚ࡾ
ʢֶࡁܦ෦ɾڭतʣ

൐ɹ߃৴
ʢܦӦֶ෦ɾڭतʣ

ాଜɹ௚थ
ʢܦӦֶ෦ɾ।ڭतʣ

۝َɹҰਓ
ʢ๏ֶ෦ɾڭतʣ

લాɹ݈Ұ
ʢֶࡁܦ෦ɾڭतʣ

˝Պֶڀݚ
අॿ੒ۀࣄ

Պֶڀݚඅॿ੒ۀࣄ΁ͷऔΓ૊Έ
　科学研究අิॿ （ۚ科研අ）とは、Θがࠃの学ज़ৼڵをਤるため、ਓ文ɾ社会科学から自વ科学分໺まで、あらΏる分໺に
おけるಠ૑తɾઌۦత研究の発లを目తとする文部科学省による研究ॿ成අです。
　大学౳の研究者ຢは研究グループが自発తにܭըする多様な学ज़研究のうͪ 、学ज़の動޲にଈして、特に重要なものを
取り্ ͛て研究をॿ成するものです。学ज़研究をਪ進し、Θがࠃの研究ج൫をܗ成するためのװجతな経අとして、その೚
を果たしています。（平成27年度予ֹࢉ໿2
318ԯԁ）
　本学からも、ຖ年多数の研究者がਃ੥を行っており、平成27年度ではҎԼのςーϚで研究අのަ෇をडけています。研究
分୲者としてのࢀըも૿ えており、研究活動の広がりが࢕えます。

　不正行為、不正使用の防止について
　文部科学省では、ެ త研究අをద੾に࢖༻するためのࢦ針である「研究ػ関におけるެత研究අの؅ཧɾ؂ࠪのΨΠドラ
Πン（実施ج४）」を平成26年2月18೔にվਖ਼し、研究ػ関にެత研究අの࢖༻に౰たってのద੾なルールの੍定とӡ༻をٻ
めています。また、平成26年8月26೔には「研究活動のෆਖ਼行ҝへのର応౳に関するΨΠドラΠン」が੍定され、研究活動にお
けるෆਖ਼行ҝが発生しないよう、ྙ ཧ教ҭのపఈと、発生した場合のద੾なର応をٻめています。
　本学では、平成27年3月に関連نఔを੔උし、研究活動のෆਖ਼行ҝの๷ࢭ、研究අのෆਖ਼࢖༻の๷ࢭに޲けて取り組Έ
を進めています。平成27年8月24೔には大࡚෭学௕をࢣߨに、全学教職員をର৅として、「研究අのෆਖ਼࢖༻、研究活動にお
けるෆਖ਼行ҝの๷ࢭ」をςーϚとした研म会を実施しました。研म会मྃ後、ཧղ度を೺ѲするためのνΣッΫϦストを഑෍、
ճऩし、ෆਖ਼๷ࢭのపఈに౒めました。

ʢ"ʣڀݚ൫ج
�෼୲ऀ>)23ʙ2ڀݚ>

๖ժڀݚ
�୅දऀ>)2�ʙ2ڀݚ>

एखڀݚʢ#ʣ
�୅දऀ>)2�ʙ2ڀݚ>

ʢ#ʣڀݚ൫ج
�෼୲ऀ>)2�ʙ2ڀݚ>

ʢ"ʣڀݚ൫ج
�෼୲ऀ>)2�ʙ2ڀݚ>

ʢ$ʣڀݚ൫ج
�୅දऀ>)26ʙ2ڀݚ>

ʢ$ʣڀݚ൫ج
�୅දऀ>)26ʙ2ڀݚ>

ʢ$ʣڀݚ൫ج
�୅දऀ>)26ʙ2ڀݚ>

ʢ$ʣڀݚ൫ج
�୅දऀ>)2�ʙ2ڀݚ>

ʢ$ʣڀݚ൫ج
�෼୲ऀ>)2�ʙ2ڀݚ>

೔ຊۀاͷίϥϘϨʔγϣϯͱΠϊϕʔγϣϯɿ
৽੡඼։ൃͷμΠφϛΫε

ઓޙ೔ຊۀاͱٕज़త஌ࣝʹؔ͢Δ࣮ূڀݚ

൜ࡑ૞ࠪʹ͓ Δ͚׭࡯ݕͷ໾ׂͱྙཧ

Պֶٕज़੓ࡦͱۀ࢈Ϋϥελʔͷଘଓʹؔ͢Δ
ܞ࿈ֶ׭࢈ͱ࢈ੜ࠶Ոۀاɿڀݚൺֱࡍࠃ

ΠΪϦεͷެ๏վֵʹ͓ Δ͚ීวੑͱݻ༗ੑͷ
૬࠶܎ؔޓฤʹؔ͢Δ૯߹తൺֱ๏ڀݚ

ֶྺͱ௞ۚߏ଄ͷࡍࠃൺֱ

ຽओओٛཧ೦ͱੈ࣍୅ࢢຽͷಓಙੑҭ੒ͷ
ڀݚతల։ͱকདྷ૾ʹؔ͢Δ࢙ྺ

঎ۀʹ͓ Δ͚࿝ฮͷڝ૪༏Ґʹؔ͢Δ
஍Ҭؒൺֱڀݚ

Ձ஋߹ཧੑͷ෮ݖʕͱ͘ ʹ৽Χϯτֶ೿ͷ
ʹ೦Λத৺֓ൣن

தֶੜͷ൷൑తߟࢥ Λྗҭ੒͢Δ
ࣾձՊतۀ։ൃʹؔ͢Δൃୡతڀݚ

˝แׅڠఆ˝แׅڠఆ

2015年౓แׅڠఆ
ೋদላᢝେֶͱͷ࿈ڠܞఆͷక݁
　二松學舍大学と本学の間で、2015年3月30೔	月
大学
間相ྲྀަޓ協定を締結しました。締結ࣜには、二松學舍
大学から౉ล࿨ଇ学௕、文学部ߐ౻ໜത文学部௕、അ
෵༟೭大学վֵਪ進՝௕、岡山商科大学からҪ৲ত෉
学௕、大㟒ߛ一෭学௕、ࡾӜ一உ事຿ہ௕の出੮のも
と、協定ॻのௐҹが行Θれました。

　本協定の締結を
に共同研究を։ج
始することから、྆
大学間で共同研究
֮ॻॻを本学経営
学部઒本࿨ଇ学部
௕、二松學舍大学

文学部ߐ౻ໜത学部௕の間で取りަ Θしました。共同研
究のςーϚは、「ショッピングモールに関する商業、経営
学、社会科学త研究」であり、ショッピングモールがϏδω
ス文Խに༩えるӨڹにͭいて྆大学の研究者が研究を
行うものであります。本協定は、本学が他大学と研究を中
৺にして結Ϳ協定のୈ1߸にҐஔ෇けられるものでありま
す。
　協定の締結と同時に、「ショッピングモールからΈるݱ୅
社会とϏδωス文Խ」	Ҋ
に関するஶॻを出൛するため
に、本学からは、޺޷ࡾ教त、岡本ً୅ࢤ教त、ו࿨重
।教त、大౦ਖ਼ދ।教त、大ੴو೭ࢣߨの5名、二松學
舍大学からは2名、他大学からは3名が共同研究者となり、
平成27年度出൛を
目్に֤ઐ໳分໺
でのௐࠪ研究とࣥ
චを行っています。
（෭学௕�大㟒ߛ一）

ਅఉࢢɺҰൠࣾஂ๏ਓ౬ڠޫ؍ݪձٴͼ
౬ݪொཱྀؗڠಉ૊߹ͱͷ
แׅڠఆௐҹʹ͍ͭͯ
　本学は、2015年11月6೔に真庭市、一ൠ社ஂ๏ਓ湯原
観光協会及び湯原町旅館協同組合との間に包括協定を
締結しました。
　2005年から経営学部商学科では、真庭市湯原Թઘに
おいて、科目「観光αーϏス実श」によるフィールドスタディ
を行ってきました。観光業による地域ৼڵを予め学Μͩ学
生が、「プνホςルΏばらϦκート」のྛݹ৳ඒࢯの協力
により、湯原観光協会にॴଐするホςル、旅館で઀٬のॳ
าなͲの実ફ学शを行うものです。他に、地域連携活動と

して、湯原Թઘ「はΜ͟きࡇり」のӡ営ิॿとࢀՃ、࿐ఱ
෩࿊「࠭湯」のਗ਼૟活動、࿐ఱ෩࿊におけるΩϟンドルΠ
ϕントのઃ営なͲも行っています。ຖ年、6月26೔に行Θれ
る「࿐ఱ෩࿊ࡇりの೔」では、ቭঁにกした本学の学生
が、Թઘに感ँするおفりを๋͛ています。
　また、真庭市ඹ山ߴ原においても、地域連携活動を
行っています。ඹ山ߴ原のಓのӺでは、学生がΠンターン
シップとして౔࢈෺ൢചళ΍೶࢈෺௚ചॴでのϨδ業
຿、商඼のࠝ包࡞業に携Θっています。グϦーンピΞඹ山
がӡ営する観光資ݯのݟ学を行うと共に、学生とグϦーン
ピΞඹ山の関܎者がඹ山の観光ৼڵにͭいてグループ
ディスΧッションを行うなͲີ度のߴいフィールドスタディを
行っています。
　ௐҹࣜは、ඒしいߚ༿の中、「࠭湯」入りޱで行Θれ、
ଠాঢ真庭市௕から、「包括協定を締結することでこれま
でҎ্に、真庭市で学生に学Μでいた きͩたい」とのごѫ
会௕、湯޾本རٱがありました。（一社）湯原観光協会ɾࡰ
原町旅館協同組合ɾ஑ాതত୅දཧ事からも、湯原Թઘ
の活性Խにͭいてのظ待がड़΂られました。それをडけ
て、Ҫ৲ত෉学௕は、「ए者のࢹ఺による地域活性Խで
ੵ極తなݙߩをしていきたい」とѫࡰしました。
　真庭市でのフィールドスタディ、地域連携活動を୲౰す
る経営学部商学科の大ੴو೭ࢣߨから、これまでの活動
のใࠂと、今後のํ޲性にͭいて、湯原Թઘ、ඹ山ߴ原
にՃえ、真庭市全域を実शの場としていきたいこと、真庭
市の観光৘ใを大学から発৴していきたいとのઆ明があ
りました。
　ௐҹにあたっては、真庭市湯原ৼہڵのӿ原ہ܆௕、
同࢈業観光部中Ҫ༃࢈業੓ࡦ౷括؂に実຿໘で多大
なご支援がありました。これにより、自࣏体との協定締結

は、৽ঙ村、ּ
岡市、੉ށ内
市、岡山市、උ
લ市、௡山市
にଓき、̓ ͭめ
になります。
連携׭学࢈）
ηンター）
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ɽ̍�͸͡ Ίʹ
　経営学部商学科では、̐年લより「フィールドスタディ」を
学生教ҭのલ໘にԡし出し、ڧԽਪ進をਤってきた。その
ओなཧ༝は、ᶃ教ࣨで学Μͩ内༰を、フィールド（ݱ場）に
出ることでさらにਂめる、ᶄフィールドに出ることで、教ࣨで
の学びの໾ׂ΍重要性、さらにはෆ׬全さを実感し、学び
をさらにਪ進さͤる、ᶅフィールドでの活動が地域社会へ
のͭݙߩながる、からである。
　今ճこれまでの取り組Έをより進లさͤるうえで、特に
ա2ڈ年度のフィールドスタディに関するใࠂ会を実施し、
その活動を学内֎に まͭびらかにした。ҎԼでは、その֓
要をࣔすとともに、ใࠂ会にରして΍、学生によるフィール
ドスタディの՝୊なͲにͭいてएׯのίϝントをड़΂ること
にしたい。

ɽ̎�ใࠂձͷ֓ཁ
　ใࠂ会は࣍のように実施された。
　ᶃ೔　時ɿ　2015年12月2೔　14ɿ40ʙ16ɿ10
　ᶄ場　ॴɿ　7߸館781教ࣨ
　ᶅࢀՃ者ɿ　学生໿80名ߴ、 、教員3名ߍ
　　　　　　 ใಓ関܎者1名、学内関܎者7名
　　　　　　　（商学科教員をআく）
　ᶆใࠂ者ɿ
　　　　　　１）ۙ ౻一ਔ（教त）ɾ学生1名
　　　　　　̎ ）ι　Ϣンκン（ࢣߨ）ɾ学生3名
　　　　　　̏ （教त）޺޷ࡾ（
　　　　　　̐ ）℮⅖ত඙（特೚教त）
　　　　　　５）大ੴو೭（ࢣߨ）ɾ学生1名
� 　　　（Ҏ্、ใࠂॱ、࢘会ɿւๅݡ一࿠（ࢣߨ））
　ᶇ内　༰ɿ　
　֤フィールドスタディの֓要、目త、成果、研究活動への
応༻౳を、ύϫーϙΠントを༻いてใࠂ。出੮者には、その
スラΠドをҹࣈしたものを資ྉとして഑෍した。なお、学生
には、ใࠂをฉいた感૝をॻいてఏ出してもらった。

ɽ̏�·ͱΊ
　今ճのใࠂ会は商学科としてॳめてのࢼΈで、΍΍४
උෆ଍の໘もあったが、学֎から3名のߍߴ教員をܴえる
ことができ、ཌ೔の山ཅ৽ฉにもその໛様がࡌܝされた。
また、実ࡍに出੮はしてもらえなかったが、岡山県内10の
。もあったٻから౰೔の഑෍資ྉの੥ߍߴ

　学生の感૝も、࣍年度ੵ極తにフィールドスタディにࢀ
Ճしたいというҙݟもݟࢄされ、一応の成ޭをऩめたとい
える。今後もҾきଓき、こうしたใࠂ会を実施していく予定
である。
　しかし、フィールドスタディそのものにͭいては、まͩ まͩ
՝୊が多いのも事実である。
　一ͭは、教員が४උしたプϩグラムに学生がࢀՃする
というスタΠルが と́ΜͲで、学生の自ओతかͭੵ極తな
活動内༰への関Θりはෆे分とݴΘ͟るを得ない。౰વ、
ใࠂも学生のΈで行うのがͩےが、今ճは教員ओ体と
なっている。
　二ͭは、そのことと関連するが、学生においてޮ果が
はっきりとは出ていないということである。؆୯なことではな
いが、ܗとなった成果を出していけるようなプϩグラム、࢓
組Έを取り入れる必要がある。ྫ えば、フィールドスタディを
きっかけとして、Ҿきଓきそのݱ場に学生を関Θらͤ、卒業
࿦文を࡞成さͤるというのもҊであΖう。
は、教員がこうしたフィールドスタディをͲう自分のͭࡾ　
研究に活かͤるか、である。ݱঢ়は、学生を出したݱ場か
らແ事に連れてؼるための४උ΍、実施中のஈ取り、̓
全໘の഑ྀ౳に๩ࡴされ、自਎の研究࿦文の࡞成までを
໺には入れられていない。୲౰教員のҙࣝվֵと研究ࢹ
に޲けての事લ४උ΍フィールドスタディの内༰のݟ௚し
が必要であΖう。
　Ҏ্、՝୊も多いのも事実ͩが、確実にフィールドスタ
ディにࢀՃする学生は૿Ճしている。今後さらなる進లを
目ࢦし、商学科全体で取り組Μでいくͭ もりである。

ϑΟʔϧυελσΟใࠂ会ʹ͍ͭͯ

޺ɹ޷ࡾतɹڭӦֶ෦ɹܦ



研究種目・期間 研　究　課　題 研究者（所属）

ɹฏ੒2�೥౓࠾୒தͷՊݚඅɹ

઒߹ɹҰԝ
ʢܦӦֶ෦ɾࢣߨʣ

઒߹ɹҰԝ
ʢܦӦֶ෦ɾࢣߨʣ

നҪɹ་
ʢ๏ֶ෦ɾ।ڭतʣ

ဋɹྞ
ʢܦӦֶ෦ɾ।ڭतʣ

ҏ౻ɹ࣏඙
ʢ๏ֶ෦ɾڭतʣ

ل୩ɹ௚ࡾ
ʢֶࡁܦ෦ɾڭतʣ

൐ɹ߃৴
ʢܦӦֶ෦ɾڭतʣ

ాଜɹ௚थ
ʢܦӦֶ෦ɾ।ڭतʣ

۝َɹҰਓ
ʢ๏ֶ෦ɾڭतʣ

લాɹ݈Ұ
ʢֶࡁܦ෦ɾڭतʣ

˝Պֶڀݚ
අॿ੒ۀࣄ

Պֶڀݚඅॿ੒ۀࣄ΁ͷऔΓ૊Έ
　科学研究අิॿ （ۚ科研අ）とは、Θがࠃの学ज़ৼڵをਤるため、ਓ文ɾ社会科学から自વ科学分໺まで、あらΏる分໺に
おけるಠ૑తɾઌۦత研究の発లを目తとする文部科学省による研究ॿ成අです。
　大学౳の研究者ຢは研究グループが自発తにܭըする多様な学ज़研究のうͪ 、学ज़の動޲にଈして、特に重要なものを
取り্ ͛て研究をॿ成するものです。学ज़研究をਪ進し、Θがࠃの研究ج൫をܗ成するためのװجతな経අとして、その೚
を果たしています。（平成27年度予ֹࢉ໿2
318ԯԁ）
　本学からも、ຖ年多数の研究者がਃ੥を行っており、平成27年度ではҎԼのςーϚで研究අのަ෇をडけています。研究
分୲者としてのࢀըも૿ えており、研究活動の広がりが࢕えます。

　不正行為、不正使用の防止について
　文部科学省では、ެ త研究අをద੾に࢖༻するためのࢦ針である「研究ػ関におけるެత研究අの؅ཧɾ؂ࠪのΨΠドラ
Πン（実施ج४）」を平成26年2月18೔にվਖ਼し、研究ػ関にެత研究අの࢖༻に౰たってのద੾なルールの੍定とӡ༻をٻ
めています。また、平成26年8月26೔には「研究活動のෆਖ਼行ҝへのର応౳に関するΨΠドラΠン」が੍定され、研究活動にお
けるෆਖ਼行ҝが発生しないよう、ྙ ཧ教ҭのపఈと、発生した場合のద੾なର応をٻめています。
　本学では、平成27年3月に関連نఔを੔උし、研究活動のෆਖ਼行ҝの๷ࢭ、研究අのෆਖ਼࢖༻の๷ࢭに޲けて取り組Έ
を進めています。平成27年8月24೔には大࡚෭学௕をࢣߨに、全学教職員をର৅として、「研究අのෆਖ਼࢖༻、研究活動にお
けるෆਖ਼行ҝの๷ࢭ」をςーϚとした研म会を実施しました。研म会मྃ後、ཧղ度を೺ѲするためのνΣッΫϦストを഑෍、
ճऩし、ෆਖ਼๷ࢭのపఈに౒めました。

ʢ"ʣڀݚ൫ج
�෼୲ऀ>)23ʙ2ڀݚ>

๖ժڀݚ
�୅දऀ>)2�ʙ2ڀݚ>

एखڀݚʢ#ʣ
�୅දऀ>)2�ʙ2ڀݚ>

ʢ#ʣڀݚ൫ج
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೔ຊۀاͷίϥϘϨʔγϣϯͱΠϊϕʔγϣϯɿ
৽੡඼։ൃͷμΠφϛΫε

ઓޙ೔ຊۀاͱٕज़త஌ࣝʹؔ͢Δ࣮ূڀݚ

൜ࡑ૞ࠪʹ͓ Δ͚׭࡯ݕͷ໾ׂͱྙཧ

Պֶٕज़੓ࡦͱۀ࢈Ϋϥελʔͷଘଓʹؔ͢Δ
ܞ࿈ֶ׭࢈ͱ࢈ੜ࠶Ոۀاɿڀݚൺֱࡍࠃ

ΠΪϦεͷެ๏վֵʹ͓ Δ͚ීวੑͱݻ༗ੑͷ
૬࠶܎ؔޓฤʹؔ͢Δ૯߹తൺֱ๏ڀݚ

ֶྺͱ௞ۚߏ଄ͷࡍࠃൺֱ

ຽओओٛཧ೦ͱੈ࣍୅ࢢຽͷಓಙੑҭ੒ͷ
ڀݚతల։ͱকདྷ૾ʹؔ͢Δ࢙ྺ

঎ۀʹ͓ Δ͚࿝ฮͷڝ૪༏Ґʹؔ͢Δ
஍Ҭؒൺֱڀݚ

Ձ஋߹ཧੑͷ෮ݖʕͱ͘ ʹ৽Χϯτֶ೿ͷ
ʹ೦Λத৺֓ൣن

தֶੜͷ൷൑తߟࢥ Λྗҭ੒͢Δ
ࣾձՊतۀ։ൃʹؔ͢Δൃୡతڀݚ

˝แׅڠఆ˝แׅڠఆ

2015年౓แׅڠఆ
ೋদላᢝେֶͱͷ࿈ڠܞఆͷక݁
　二松學舍大学と本学の間で、2015年3月30೔	月
大学
間相ྲྀަޓ協定を締結しました。締結ࣜには、二松學舍
大学から౉ล࿨ଇ学௕、文学部ߐ౻ໜത文学部௕、അ
෵༟೭大学վֵਪ進՝௕、岡山商科大学からҪ৲ত෉
学௕、大㟒ߛ一෭学௕、ࡾӜ一உ事຿ہ௕の出੮のも
と、協定ॻのௐҹが行Θれました。

　本協定の締結を
に共同研究を։ج
始することから、྆
大学間で共同研究
֮ॻॻを本学経営
学部઒本࿨ଇ学部
௕、二松學舍大学

文学部ߐ౻ໜത学部௕の間で取りަ Θしました。共同研
究のςーϚは、「ショッピングモールに関する商業、経営
学、社会科学త研究」であり、ショッピングモールがϏδω
ス文Խに༩えるӨڹにͭいて྆大学の研究者が研究を
行うものであります。本協定は、本学が他大学と研究を中
৺にして結Ϳ協定のୈ1߸にҐஔ෇けられるものでありま
す。
　協定の締結と同時に、「ショッピングモールからΈるݱ୅
社会とϏδωス文Խ」	Ҋ
に関するஶॻを出൛するため
に、本学からは、޺޷ࡾ教त、岡本ً୅ࢤ教त、ו࿨重
।教त、大౦ਖ਼ދ।教त、大ੴو೭ࢣߨの5名、二松學
舍大学からは2名、他大学からは3名が共同研究者となり、
平成27年度出൛を
目్に֤ઐ໳分໺
でのௐࠪ研究とࣥ
චを行っています。
（෭学௕�大㟒ߛ一）

ਅఉࢢɺҰൠࣾஂ๏ਓ౬ڠޫ؍ݪձٴͼ
౬ݪொཱྀؗڠಉ૊߹ͱͷ
แׅڠఆௐҹʹ͍ͭͯ
　本学は、2015年11月6೔に真庭市、一ൠ社ஂ๏ਓ湯原
観光協会及び湯原町旅館協同組合との間に包括協定を
締結しました。
　2005年から経営学部商学科では、真庭市湯原Թઘに
おいて、科目「観光αーϏス実श」によるフィールドスタディ
を行ってきました。観光業による地域ৼڵを予め学Μͩ学
生が、「プνホςルΏばらϦκート」のྛݹ৳ඒࢯの協力
により、湯原観光協会にॴଐするホςル、旅館で઀٬のॳ
าなͲの実ફ学शを行うものです。他に、地域連携活動と

して、湯原Թઘ「はΜ͟きࡇり」のӡ営ิॿとࢀՃ、࿐ఱ
෩࿊「࠭湯」のਗ਼૟活動、࿐ఱ෩࿊におけるΩϟンドルΠ
ϕントのઃ営なͲも行っています。ຖ年、6月26೔に行Θれ
る「࿐ఱ෩࿊ࡇりの೔」では、ቭঁにกした本学の学生
が、Թઘに感ँするおفりを๋͛ています。
　また、真庭市ඹ山ߴ原においても、地域連携活動を
行っています。ඹ山ߴ原のಓのӺでは、学生がΠンターン
シップとして౔࢈෺ൢചళ΍೶࢈෺௚ചॴでのϨδ業
຿、商඼のࠝ包࡞業に携Θっています。グϦーンピΞඹ山
がӡ営する観光資ݯのݟ学を行うと共に、学生とグϦーン
ピΞඹ山の関܎者がඹ山の観光ৼڵにͭいてグループ
ディスΧッションを行うなͲີ度のߴいフィールドスタディを
行っています。
　ௐҹࣜは、ඒしいߚ༿の中、「࠭湯」入りޱで行Θれ、
ଠాঢ真庭市௕から、「包括協定を締結することでこれま
でҎ্に、真庭市で学生に学Μでいた きͩたい」とのごѫ
会௕、湯޾本རٱがありました。（一社）湯原観光協会ɾࡰ
原町旅館協同組合ɾ஑ాതত୅දཧ事からも、湯原Թઘ
の活性Խにͭいてのظ待がड़΂られました。それをडけ
て、Ҫ৲ত෉学௕は、「ए者のࢹ఺による地域活性Խで
ੵ極తなݙߩをしていきたい」とѫࡰしました。
　真庭市でのフィールドスタディ、地域連携活動を୲౰す
る経営学部商学科の大ੴو೭ࢣߨから、これまでの活動
のใࠂと、今後のํ޲性にͭいて、湯原Թઘ、ඹ山ߴ原
にՃえ、真庭市全域を実शの場としていきたいこと、真庭
市の観光৘ใを大学から発৴していきたいとのઆ明があ
りました。
　ௐҹにあたっては、真庭市湯原ৼہڵのӿ原ہ܆௕、
同࢈業観光部中Ҫ༃࢈業੓ࡦ౷括؂に実຿໘で多大
なご支援がありました。これにより、自࣏体との協定締結

は、৽ঙ村、ּ
岡市、੉ށ内
市、岡山市、උ
લ市、௡山市
にଓき、̓ ͭめ
になります。
連携׭学࢈）
ηンター）
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研究種目・期間 研　究　課　題 研究者（所属）

ɹฏ੒2�೥౓࠾୒தͷՊݚඅɹ

઒߹ɹҰԝ
ʢܦӦֶ෦ɾࢣߨʣ

઒߹ɹҰԝ
ʢܦӦֶ෦ɾࢣߨʣ

നҪɹ་
ʢ๏ֶ෦ɾ।ڭतʣ

ဋɹྞ
ʢܦӦֶ෦ɾ।ڭतʣ

ҏ౻ɹ࣏඙
ʢ๏ֶ෦ɾڭतʣ

ل୩ɹ௚ࡾ
ʢֶࡁܦ෦ɾڭतʣ

൐ɹ߃৴
ʢܦӦֶ෦ɾڭतʣ

ాଜɹ௚थ
ʢܦӦֶ෦ɾ।ڭतʣ

۝َɹҰਓ
ʢ๏ֶ෦ɾڭतʣ

લాɹ݈Ұ
ʢֶࡁܦ෦ɾڭतʣ

˝Պֶڀݚ
අॿ੒ۀࣄ

Պֶڀݚඅॿ੒ۀࣄ΁ͷऔΓ૊Έ
　科学研究අิॿ （ۚ科研අ）とは、Θがࠃの学ज़ৼڵをਤるため、ਓ文ɾ社会科学から自વ科学分໺まで、あらΏる分໺に
おけるಠ૑తɾઌۦత研究の発లを目తとする文部科学省による研究ॿ成අです。
　大学౳の研究者ຢは研究グループが自発తにܭըする多様な学ज़研究のうͪ 、学ज़の動޲にଈして、特に重要なものを
取り্ ͛て研究をॿ成するものです。学ज़研究をਪ進し、Θがࠃの研究ج൫をܗ成するためのװجతな経අとして、その೚
を果たしています。（平成27年度予ֹࢉ໿2
318ԯԁ）
　本学からも、ຖ年多数の研究者がਃ੥を行っており、平成27年度ではҎԼのςーϚで研究අのަ෇をडけています。研究
分୲者としてのࢀըも૿ えており、研究活動の広がりが࢕えます。

　不正行為、不正使用の防止について
　文部科学省では、ެ త研究අをద੾に࢖༻するためのࢦ針である「研究ػ関におけるެత研究අの؅ཧɾ؂ࠪのΨΠドラ
Πン（実施ج४）」を平成26年2月18೔にվਖ਼し、研究ػ関にެత研究අの࢖༻に౰たってのద੾なルールの੍定とӡ༻をٻ
めています。また、平成26年8月26೔には「研究活動のෆਖ਼行ҝへのର応౳に関するΨΠドラΠン」が੍定され、研究活動にお
けるෆਖ਼行ҝが発生しないよう、ྙ ཧ教ҭのపఈと、発生した場合のద੾なର応をٻめています。
　本学では、平成27年3月に関連نఔを੔උし、研究活動のෆਖ਼行ҝの๷ࢭ、研究අのෆਖ਼࢖༻の๷ࢭに޲けて取り組Έ
を進めています。平成27年8月24೔には大࡚෭学௕をࢣߨに、全学教職員をର৅として、「研究අのෆਖ਼࢖༻、研究活動にお
けるෆਖ਼行ҝの๷ࢭ」をςーϚとした研म会を実施しました。研म会मྃ後、ཧղ度を೺ѲするためのνΣッΫϦストを഑෍、
ճऩし、ෆਖ਼๷ࢭのపఈに౒めました。
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೔ຊۀاͷίϥϘϨʔγϣϯͱΠϊϕʔγϣϯɿ
৽੡඼։ൃͷμΠφϛΫε

ઓޙ೔ຊۀاͱٕज़త஌ࣝʹؔ͢Δ࣮ূڀݚ

൜ࡑ૞ࠪʹ͓ Δ͚׭࡯ݕͷ໾ׂͱྙཧ

Պֶٕज़੓ࡦͱۀ࢈Ϋϥελʔͷଘଓʹؔ͢Δ
ܞ࿈ֶ׭࢈ͱ࢈ੜ࠶Ոۀاɿڀݚൺֱࡍࠃ

ΠΪϦεͷެ๏վֵʹ͓ Δ͚ීวੑͱݻ༗ੑͷ
૬࠶܎ؔޓฤʹؔ͢Δ૯߹తൺֱ๏ڀݚ

ֶྺͱ௞ۚߏ଄ͷࡍࠃൺֱ

ຽओओٛཧ೦ͱੈ࣍୅ࢢຽͷಓಙੑҭ੒ͷ
ڀݚతల։ͱকདྷ૾ʹؔ͢Δ࢙ྺ

঎ۀʹ͓ Δ͚࿝ฮͷڝ૪༏Ґʹؔ͢Δ
஍Ҭؒൺֱڀݚ

Ձ஋߹ཧੑͷ෮ݖʕͱ͘ ʹ৽Χϯτֶ೿ͷ
ʹ೦Λத৺֓ൣن

தֶੜͷ൷൑తߟࢥ Λྗҭ੒͢Δ
ࣾձՊतۀ։ൃʹؔ͢Δൃୡతڀݚ

˝แׅڠఆ˝แׅڠఆ

2015年౓แׅڠఆ
ೋদላᢝେֶͱͷ࿈ڠܞఆͷక݁
　二松學舍大学と本学の間で、2015年3月30೔	月
大学
間相ྲྀަޓ協定を締結しました。締結ࣜには、二松學舍
大学から౉ล࿨ଇ学௕、文学部ߐ౻ໜത文学部௕、അ
෵༟೭大学վֵਪ進՝௕、岡山商科大学からҪ৲ত෉
学௕、大㟒ߛ一෭学௕、ࡾӜ一உ事຿ہ௕の出੮のも
と、協定ॻのௐҹが行Θれました。

　本協定の締結を
に共同研究を։ج
始することから、྆
大学間で共同研究
֮ॻॻを本学経営
学部઒本࿨ଇ学部
௕、二松學舍大学

文学部ߐ౻ໜത学部௕の間で取りަ Θしました。共同研
究のςーϚは、「ショッピングモールに関する商業、経営
学、社会科学త研究」であり、ショッピングモールがϏδω
ス文Խに༩えるӨڹにͭいて྆大学の研究者が研究を
行うものであります。本協定は、本学が他大学と研究を中
৺にして結Ϳ協定のୈ1߸にҐஔ෇けられるものでありま
す。
　協定の締結と同時に、「ショッピングモールからΈるݱ୅
社会とϏδωス文Խ」	Ҋ
に関するஶॻを出൛するため
に、本学からは、޺޷ࡾ教त、岡本ً୅ࢤ教त、ו࿨重
।教त、大౦ਖ਼ދ।教त、大ੴو೭ࢣߨの5名、二松學
舍大学からは2名、他大学からは3名が共同研究者となり、
平成27年度出൛を
目్に֤ઐ໳分໺
でのௐࠪ研究とࣥ
චを行っています。
（෭学௕�大㟒ߛ一）

ਅఉࢢɺҰൠࣾஂ๏ਓ౬ڠޫ؍ݪձٴͼ
౬ݪொཱྀؗڠಉ૊߹ͱͷ
แׅڠఆௐҹʹ͍ͭͯ
　本学は、2015年11月6೔に真庭市、一ൠ社ஂ๏ਓ湯原
観光協会及び湯原町旅館協同組合との間に包括協定を
締結しました。
　2005年から経営学部商学科では、真庭市湯原Թઘに
おいて、科目「観光αーϏス実श」によるフィールドスタディ
を行ってきました。観光業による地域ৼڵを予め学Μͩ学
生が、「プνホςルΏばらϦκート」のྛݹ৳ඒࢯの協力
により、湯原観光協会にॴଐするホςル、旅館で઀٬のॳ
าなͲの実ફ学शを行うものです。他に、地域連携活動と

して、湯原Թઘ「はΜ͟きࡇり」のӡ営ิॿとࢀՃ、࿐ఱ
෩࿊「࠭湯」のਗ਼૟活動、࿐ఱ෩࿊におけるΩϟンドルΠ
ϕントのઃ営なͲも行っています。ຖ年、6月26೔に行Θれ
る「࿐ఱ෩࿊ࡇりの೔」では、ቭঁにกした本学の学生
が、Թઘに感ँするおفりを๋͛ています。
　また、真庭市ඹ山ߴ原においても、地域連携活動を
行っています。ඹ山ߴ原のಓのӺでは、学生がΠンターン
シップとして౔࢈෺ൢചళ΍೶࢈෺௚ചॴでのϨδ業
຿、商඼のࠝ包࡞業に携Θっています。グϦーンピΞඹ山
がӡ営する観光資ݯのݟ学を行うと共に、学生とグϦーン
ピΞඹ山の関܎者がඹ山の観光ৼڵにͭいてグループ
ディスΧッションを行うなͲີ度のߴいフィールドスタディを
行っています。
　ௐҹࣜは、ඒしいߚ༿の中、「࠭湯」入りޱで行Θれ、
ଠాঢ真庭市௕から、「包括協定を締結することでこれま
でҎ্に、真庭市で学生に学Μでいた きͩたい」とのごѫ
会௕、湯޾本རٱがありました。（一社）湯原観光協会ɾࡰ
原町旅館協同組合ɾ஑ాതত୅දཧ事からも、湯原Թઘ
の活性Խにͭいてのظ待がड़΂られました。それをडけ
て、Ҫ৲ত෉学௕は、「ए者のࢹ఺による地域活性Խで
ੵ極తなݙߩをしていきたい」とѫࡰしました。
　真庭市でのフィールドスタディ、地域連携活動を୲౰す
る経営学部商学科の大ੴو೭ࢣߨから、これまでの活動
のใࠂと、今後のํ޲性にͭいて、湯原Թઘ、ඹ山ߴ原
にՃえ、真庭市全域を実शの場としていきたいこと、真庭
市の観光৘ใを大学から発৴していきたいとのઆ明があ
りました。
　ௐҹにあたっては、真庭市湯原ৼہڵのӿ原ہ܆௕、
同࢈業観光部中Ҫ༃࢈業੓ࡦ౷括؂に実຿໘で多大
なご支援がありました。これにより、自࣏体との協定締結

は、৽ঙ村、ּ
岡市、੉ށ内
市、岡山市、උ
લ市、௡山市
にଓき、̓ ͭめ
になります。
連携׭学࢈）
ηンター）
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岡山商科大学ʹ͓͚Δڭҭํ๏ͷγεςϜԽͷਪਐ
ʵจ෦科学লʮཱࢲ大学౳վֵ૯߹ࢧԉۀࣄʯ΁ͷऔ૊Έʵ

1． 背景
　ैདྷの文部科学省へのਃ੥ิॿ事業は、大学の特৭ある活動をਃ੥し、教ҭ研究内༰の৽ن性、૑଄性な
Ͳのࢹ఺から࠾୒されています。本学では、平成24（2012）年度౦ژ、岡山県内のԕִ市町村との間で、૒ํ޲
で会࿩のできるシスςムにより、教ҭの࣭の্޲、地域との連携活動のޮ཰Խɾਝ଎ԽをςーϚとして、「地ཧతɾ時
間త੍໿をӽえるԕִ教ҭシスςムの充実」をਃ੥し、࠾୒されました。ݱ在では、౦ژαςラΠトからのඇৗߨۈ
として県内の包括協定を締結した2市町ہとし、αςラΠトہ本学をΩー、ٛߨઌ୺のԕִ࠷の܎によるۚ༥関ࢣ
村との連携活動のڧԽߴ、 大連携のための1ߴ౳学ߍとの૒ํ޲ラΠブٛߨのできる57会ٞシスςムをಋ入し、
成果を্͛ています。

2． 活動評価型補助事業の開始
　平成25（2013）年度から始まった文部科学省「ཱࢲ大学౳վֵ૯合支援事業」は、教ҭ、地域連携、࢈学連
携、グϩーόル౳のςーϚにͭいて、大学の活動をઃ໰ຖのୡ成度を఺数ԽしてධՁし、合ܭ得఺のߴい大学に
༏ઌతに経ৗඅิॿۚによるӡ営の支援、そして、特ผิॿ とۚして教ҭ研究施ઃઃඋ੔උを支援する事業が
։始されました。
　大学の活動を఺ݕධՁするシスςムは、7年ຖのೝূධՁでありますが、本事業の։始により、大学の全ての活
動にຖ年度目ඪをઃ定し、そのୡ成度の一ͭの成果として本ਃ੥事業をҐஔ෇けることにより、ຖ年自ݾ఺ݕධ
Ձし目ඪ஋のୡ成度合いを「ݟえるԽ」できました。これにより、年度ຖの活動の1%$"が可能となり、7年ຖのೝূ
ධՁにͭな͛ることができると考えられます。

3． 補助事業への申請状況 「アクティブラーニング教育への取組み」
　このਃ੥事業を平成25（2013）年度から27（2015）年度までܧଓしてਃ੥し、ਃ੥内༰及び࠾୒結果੔උした
教ҭ施ઃઃඋは、ҎԼのঢ়گであります。特にਃ੥に౰たって、৽しい教ҭํ๏である能動ܕ（ΞΫςィブラーχン
グ）の教ҭ、学生৘ใ、त業৘ใを一ݩԽするための施ઃઃඋの੔උを目తとしました。
　1）平成25（2013）年度のਃ੥事業は、ॳ年度ですので、大学の೔ৗ取り組Μでいる活動を఺数Խすることで、ڧ
い఺、ऑい఺が明確になり、վֵのࢹ఺が極めて明確にࣔされるϝϦットがあるので、本学もੵ極తに活動のઃ໰
から఺数Խすることでର応し、̏ͭのタΠプにਃ੥し、全タΠプ࠾୒されました。タΠプ１は、「ݐ学のਫ਼ਆを生かした
大学教ҭの্࣭޲」であり、学生の教学関連৘ใ（出੮、成੷、Χルς）౳を一ݩతに؅ཧでき、学生から࢖いউ
खのྑいスϚホ入力のできる「全学教学Ϛωδϝントシスςム」をߏஙしました。タΠプ̎ は、「特৭を発شし、地域の
発లを重૚తに支える大学 くͮり」であり、ૅج஌ࣝの࠲学によるम得
と、実学である「フィールドスタディ」の中間に、໰୊ղ決能力、会࿩力、発
ද力をम得できる「ΞΫςィブラーχングࣨ」を੔උしました。タΠプ3は、
であ「内֎の大学౳と連携した教ҭ研究ࠃ、業界なͲ多様なओ体࢈」
り、本学の特৭であるཹ学生の大学Ӄ進学཰のߴいことから、௕ظ間҆
৺してษڧのできるڥ؀を੔උするために「進学自शࣨ」をઃஔしまし
た。これらのઃඋ、教ࣨは、学内での࢖いউखのྑさ、多様なٛߨのでき
ることから、学内֎でのධՁߴも く、教職員のೝ஌度ߴも くなり、多様な࢖
༻により成果が্がっています。
　2）平成26（2014）年度に޲けて、活動のΤϏデンスԽ、ࡢ年度ୡ成で
きていないઃ໰に関するվֵをਪ進しました。とこΖが、平成25年度は、
タΠプが「教ҭの࣭తస׵」、「地域発ల」、「࢈業界ɾ他大学との連携」、
「グϩーόルԽ」の4ͭに۠分され、それͧれでਃ੥ができるようになりまし
たが、本学は、ࠃ内֎の大学との教ҭ研究による連携活動実੷がগな
く、この活動がಠཱしたことは、タΠプ3でのਃ੥でऑ఺となりました。そし
て、4タΠプにͭいてਃ੥しましたが、タΠプ3「࢈業界ɾ他大学との連携」

では、2఺ࠩで࠾୒にࢸりまͤΜでした。特に平成26年度は、໰୊ղ決能
力、1#-のश得のためのΞΫςィブラーχング教ࣨの੔උに重఺をおき、
。୒された3タΠプにͭいては、ҎԼのような教ҭ施ઃの੔උをしました࠾
　タΠプ１「教ҭの࣭స׵」では、社会科学ܥに於ける*5教ҭは、Ϗッグ
データ分ੳ、ωットショッピング、ωットόンΩング౳、ै དྷの৘ใ教ҭの࿮を
大きくӽえる分໺の発లがܹٸに進行しているので、ૅجతな*5ٕज़の
Έならͣ広くϏδωスに於ける*5ϕースのํ๏をम得できる「Ϗδωス教
ҭ"-3（ΞΫςィブラーχングルーム）」をઃஔしました。タΠプ4「グϩーό
ルԽ」では、ӳޠ能力の্޲、ۤ खҙࣝをࠀ෰するための教ҭを実施す
るために、ӳޠ能力のݸਓࠩに഑ྀして教ҭのできる"-$社のシスςム
をಋ入した「ӳޠ教ҭ"-3」をઃஔしました。タΠプ2「地域ల։」では、岡
山県内の14ཱࢲ大学の内、๏学部がઃஔされているのは本学のΈであ
り、地域、県からの要望をडけ入れ、๏学分໺の特৭ある実ફݱ場を体
できる施ઃとして、「実ફత๏学教ҭのための໛ٖ๏ఊ」を੔උしましݧ
た。
　3）平成27（2015）年度においてもҾきଓき、ΞΫςィブラーχングを中৺
とした教ҭվֵのਪ進のために、4タΠプにͭいてਃ੥をしました。研究໘
に於いて二松學舍大学と大学間包括協定を締結し、「ショッピングモー
ル」に関する研究を։始しましたが、タΠプ3「࢈業界ɾ他大学との連携」で
は、੯しくも本年度も࠾୒にはいたらͣ、3ͭのタΠプの࠾୒となりました。Ξ
Ϋςィブラーχングにͭいては、タΠプ1「教ҭのస׵」では、「中ن໛
"-3」、タΠプ4「グϩーόルԽ」では、「ཹ学生೔本ޠ教ҭ"-3」を੔උし
ました。また、タΠプ2「地域ల։」では、本学のཱ地している地ݩのํʑと
のަྲྀ、他地域との会ٞ、ߨԋ会、そして、本学からの社会ਓ޲けのΞΫ
ςィブラーχングࣜܗの࠲ߨの։࠵も可能な「地域ަྲྀ談࿩ࣨ」の੔උ
をしました。

4． 岡山商科大学の目指す教育システム
   「社会力習得のための3段階教育システム」の構築
　Ҏ্のように、本事業を活༻することにより、社会科学ܥで必要な、グ
ループ౼ٞ、まとめ、発ද、໰୊ղ決力をम得さͤる多様なタΠプのΞΫ
ςィブラーχングルーム（"-3）を੔උすることができたので、本学の教ҭ
内༰を࣍のようにシスςムԽしています。
　ैདྷの࠲学中৺のड動ܕ教ҭは、ૅج஌ࣝ、ઐ໳஌ࣝのश得にはܽ
く΂から͟ るものであり、「ཧ࿦力」をڧԽするものとしてୈ1スςップにҐ

ஔ෇けています。
に、ΞΫςィブ࣍
ラーχングࣜܗの
஌ૅجによりٛߨ
ɾࣝઐ໳஌ࣝを活
༻して໰୊ղ決能
力、会࿩力をम得することをୈ2スςップとしています。そし
て、実ફٛߨܕの「フィールドスタディ」、「Πンターンシップ」
౳で体ݧを௨して஌ࣝを活༻し「ݱ場力」をम得することを
ୈ3スςップとする教ҭシスςムをߏஙし、「岡山商科大学
社会力श得のための3ஈ֊教ҭシスςム」ということにしま
す。この3ஈ֊教ҭシスςムにより、学生は在学ظ間中に、
社会ਓに必要な「社会力」として、ج ɾૅઐ໳஌ࣝである
「ཧ࿦力」、म得した஌ࣝを活༻する「໰୊ղ決力」、「会
࿩力」、そして実ફの場で3ͭの力を૯合しての「ݱ場力」
をम得さͤることにより、これまでҎ্に社会での活༂がظ
待できます。

副学長　大﨑　紘一
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1． 背景
　ैདྷの文部科学省へのਃ੥ิॿ事業は、大学の特৭ある活動をਃ੥し、教ҭ研究内༰の৽ن性、૑଄性な
Ͳのࢹ఺から࠾୒されています。本学では、平成24（2012）年度౦ژ、岡山県内のԕִ市町村との間で、૒ํ޲
で会࿩のできるシスςムにより、教ҭの࣭の্޲、地域との連携活動のޮ཰Խɾਝ଎ԽをςーϚとして、「地ཧతɾ時
間త੍໿をӽえるԕִ教ҭシスςムの充実」をਃ੥し、࠾୒されました。ݱ在では、౦ژαςラΠトからのඇৗߨۈ
として県内の包括協定を締結した2市町ہとし、αςラΠトہ本学をΩー、ٛߨઌ୺のԕִ࠷の܎によるۚ༥関ࢣ
村との連携活動のڧԽߴ、 大連携のための1ߴ౳学ߍとの૒ํ޲ラΠブٛߨのできる57会ٞシスςムをಋ入し、
成果を্͛ています。

2． 活動評価型補助事業の開始
　平成25（2013）年度から始まった文部科学省「ཱࢲ大学౳վֵ૯合支援事業」は、教ҭ、地域連携、࢈学連
携、グϩーόル౳のςーϚにͭいて、大学の活動をઃ໰ຖのୡ成度を఺数ԽしてධՁし、合ܭ得఺のߴい大学に
༏ઌతに経ৗඅิॿۚによるӡ営の支援、そして、特ผิॿ とۚして教ҭ研究施ઃઃඋ੔උを支援する事業が
։始されました。
　大学の活動を఺ݕධՁするシスςムは、7年ຖのೝূධՁでありますが、本事業の։始により、大学の全ての活
動にຖ年度目ඪをઃ定し、そのୡ成度の一ͭの成果として本ਃ੥事業をҐஔ෇けることにより、ຖ年自ݾ఺ݕධ
Ձし目ඪ஋のୡ成度合いを「ݟえるԽ」できました。これにより、年度ຖの活動の1%$"が可能となり、7年ຖのೝূ
ධՁにͭな͛ることができると考えられます。

3． 補助事業への申請状況 「アクティブラーニング教育への取組み」
　このਃ੥事業を平成25（2013）年度から27（2015）年度までܧଓしてਃ੥し、ਃ੥内༰及び࠾୒結果੔උした
教ҭ施ઃઃඋは、ҎԼのঢ়گであります。特にਃ੥に౰たって、৽しい教ҭํ๏である能動ܕ（ΞΫςィブラーχン
グ）の教ҭ、学生৘ใ、त業৘ใを一ݩԽするための施ઃઃඋの੔උを目తとしました。
　1）平成25（2013）年度のਃ੥事業は、ॳ年度ですので、大学の೔ৗ取り組Μでいる活動を఺数Խすることで、ڧ
い఺、ऑい఺が明確になり、վֵのࢹ఺が極めて明確にࣔされるϝϦットがあるので、本学もੵ極తに活動のઃ໰
から఺数Խすることでର応し、̏ͭのタΠプにਃ੥し、全タΠプ࠾୒されました。タΠプ１は、「ݐ学のਫ਼ਆを生かした
大学教ҭの্࣭޲」であり、学生の教学関連৘ใ（出੮、成੷、Χルς）౳を一ݩతに؅ཧでき、学生から࢖いউ
खのྑいスϚホ入力のできる「全学教学Ϛωδϝントシスςム」をߏஙしました。タΠプ̎ は、「特৭を発شし、地域の
発లを重૚తに支える大学 くͮり」であり、ૅج஌ࣝの࠲学によるम得
と、実学である「フィールドスタディ」の中間に、໰୊ղ決能力、会࿩力、発
ද力をम得できる「ΞΫςィブラーχングࣨ」を੔උしました。タΠプ3は、
であ「内֎の大学౳と連携した教ҭ研究ࠃ、業界なͲ多様なओ体࢈」
り、本学の特৭であるཹ学生の大学Ӄ進学཰のߴいことから、௕ظ間҆
৺してษڧのできるڥ؀を੔උするために「進学自शࣨ」をઃஔしまし
た。これらのઃඋ、教ࣨは、学内での࢖いউखのྑさ、多様なٛߨのでき
ることから、学内֎でのධՁߴも く、教職員のೝ஌度ߴも くなり、多様な࢖
༻により成果が্がっています。
　2）平成26（2014）年度に޲けて、活動のΤϏデンスԽ、ࡢ年度ୡ成で
きていないઃ໰に関するվֵをਪ進しました。とこΖが、平成25年度は、
タΠプが「教ҭの࣭తస׵」、「地域発ల」、「࢈業界ɾ他大学との連携」、
「グϩーόルԽ」の4ͭに۠分され、それͧれでਃ੥ができるようになりまし
たが、本学は、ࠃ内֎の大学との教ҭ研究による連携活動実੷がগな
く、この活動がಠཱしたことは、タΠプ3でのਃ੥でऑ఺となりました。そし
て、4タΠプにͭいてਃ੥しましたが、タΠプ3「࢈業界ɾ他大学との連携」

では、2఺ࠩで࠾୒にࢸりまͤΜでした。特に平成26年度は、໰୊ղ決能
力、1#-のश得のためのΞΫςィブラーχング教ࣨの੔උに重఺をおき、
。୒された3タΠプにͭいては、ҎԼのような教ҭ施ઃの੔උをしました࠾
　タΠプ１「教ҭの࣭స׵」では、社会科学ܥに於ける*5教ҭは、Ϗッグ
データ分ੳ、ωットショッピング、ωットόンΩング౳、ै དྷの৘ใ教ҭの࿮を
大きくӽえる分໺の発లがܹٸに進行しているので、ૅجతな*5ٕज़の
Έならͣ広くϏδωスに於ける*5ϕースのํ๏をम得できる「Ϗδωス教
ҭ"-3（ΞΫςィブラーχングルーム）」をઃஔしました。タΠプ4「グϩーό
ルԽ」では、ӳޠ能力の্޲、ۤ खҙࣝをࠀ෰するための教ҭを実施す
るために、ӳޠ能力のݸਓࠩに഑ྀして教ҭのできる"-$社のシスςム
をಋ入した「ӳޠ教ҭ"-3」をઃஔしました。タΠプ2「地域ల։」では、岡
山県内の14ཱࢲ大学の内、๏学部がઃஔされているのは本学のΈであ
り、地域、県からの要望をडけ入れ、๏学分໺の特৭ある実ફݱ場を体
できる施ઃとして、「実ફత๏学教ҭのための໛ٖ๏ఊ」を੔උしましݧ
た。
　3）平成27（2015）年度においてもҾきଓき、ΞΫςィブラーχングを中৺
とした教ҭվֵのਪ進のために、4タΠプにͭいてਃ੥をしました。研究໘
に於いて二松學舍大学と大学間包括協定を締結し、「ショッピングモー
ル」に関する研究を։始しましたが、タΠプ3「࢈業界ɾ他大学との連携」で
は、੯しくも本年度も࠾୒にはいたらͣ、3ͭのタΠプの࠾୒となりました。Ξ
Ϋςィブラーχングにͭいては、タΠプ1「教ҭのస׵」では、「中ن໛
"-3」、タΠプ4「グϩーόルԽ」では、「ཹ学生೔本ޠ教ҭ"-3」を੔උし
ました。また、タΠプ2「地域ల։」では、本学のཱ地している地ݩのํʑと
のަྲྀ、他地域との会ٞ、ߨԋ会、そして、本学からの社会ਓ޲けのΞΫ
ςィブラーχングࣜܗの࠲ߨの։࠵も可能な「地域ަྲྀ談࿩ࣨ」の੔උ
をしました。

4． 岡山商科大学の目指す教育システム
   「社会力習得のための3段階教育システム」の構築
　Ҏ্のように、本事業を活༻することにより、社会科学ܥで必要な、グ
ループ౼ٞ、まとめ、発ද、໰୊ղ決力をम得さͤる多様なタΠプのΞΫ
ςィブラーχングルーム（"-3）を੔උすることができたので、本学の教ҭ
内༰を࣍のようにシスςムԽしています。
　ैདྷの࠲学中৺のड動ܕ教ҭは、ૅج஌ࣝ、ઐ໳஌ࣝのश得にはܽ
く΂から͟ るものであり、「ཧ࿦力」をڧԽするものとしてୈ1スςップにҐ

ஔ෇けています。
に、ΞΫςィブ࣍
ラーχングࣜܗの
஌ૅجによりٛߨ
ɾࣝઐ໳஌ࣝを活
༻して໰୊ղ決能
力、会࿩力をम得することをୈ2スςップとしています。そし
て、実ફٛߨܕの「フィールドスタディ」、「Πンターンシップ」
౳で体ݧを௨して஌ࣝを活༻し「ݱ場力」をम得することを
ୈ3スςップとする教ҭシスςムをߏஙし、「岡山商科大学
社会力श得のための3ஈ֊教ҭシスςム」ということにしま
す。この3ஈ֊教ҭシスςムにより、学生は在学ظ間中に、
社会ਓに必要な「社会力」として、ج ɾૅઐ໳஌ࣝである
「ཧ࿦力」、म得した஌ࣝを活༻する「໰୊ղ決力」、「会
࿩力」、そして実ફの場で3ͭの力を૯合しての「ݱ場力」
をम得さͤることにより、これまでҎ্に社会での活༂がظ
待できます。

Ϗδωεڭҭ"-3

ӳڭޠҭ"-3

தن໛"-3

ཹֶੜ೔ຊڭޠҭ"-3

໛ٖ๏ఊࣨڭ
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　平成27年6月7೔（೔）に、岡山県生֔学शηンターにおいて大学ί
ンιーシΞム岡山ओ࠵による「೔ようびࢠͲも大学」が։࠵され、県内
14大学、2୹ظ大学のࢀՃがあり、本学からはྫ߃の「ΩッζϚωー
教ࣨ」を出లしました。౰೔は、一ࡢ年の໿1
500名、ࡢ年の໿1
�00名
をさらに্ճる໿2
163名のࢀՃがありました。
　ΩッζϚωー教ࣨは、年間行事の୅දతなΠϕントをྫに出し、自分
がཉしい෺をखに入れるまでのܭըをཱҊし、खに入れるまでの՝ఔ
で、おۚにͭいての஌ ɾࣝཧղを਎にͭけることを目ඪとしています。経
営学部∁ྛ޺一।教तによるࢦಋのԼ、学生15名がήーム内༰に
ͭいてઆ明し、དྷ場したࣇಐとそのอޢ者123名がָしくήームにࢀ
Ճしていました。ࣇಐにとってΘかりにくいおۚにͭいての教ҭを、シφϦΦήームを༻いてΘかり΍すく఻えるΩッζϚωー教
ࣨは、ࣇಐとそのอޢ者に޷ධでຖ年ࢀՃ者を૿΍しています。
　དྷ場者が૿えたことで、待ͪ時間の૿Ճ΍、ࢀՃ者を੍ͤ͟ݶるを得ないなͲ՝୊も出てきており、೔ようびࢠͲも大学全
体として、վળも必要となってきています。

　平成27年7月5೔（೔）に、県内21の大学、୹大ߴ、 ౳ઐ໳学ߍがࢀՃし
ྫ。されました࠵にͭいて考えるΠϕント「ΤίφΠト」が։ڥ؀ 年、岡山Ӻ
౦ޱ広場で実施されていましたが、ఱީによりΠϕント内༰が大きࠨく ӈさ
れることが՝୊となっていたため、今ճから、岡山市๺۠ไؐ町商ళ֗ৼ
さ࠵として、同商ళ֗のΠϕントスϖース「りͿら」周ลで։࠵組合の共ڵ
れることとなりました。
　本学からは、ࡢ年度にҾきଓき、包括協定を結Ϳ੉ށ内市΍৽ঙ村で
ੵ極తに取り組まれている「Ξώル೶๏」に関するలࣔを行いました。Ξώ
ル೶๏はΞώルがࡶ૲΍֐஬をۦআするڥ؀に഑ しྀた೶๏で、経営学
部ా؛๕࿕教तがී及に౒めているものです。Ξώル೶๏で活༂するΞ
ώルは、ຖ年、本෺のかΘ
いい਽がお目ݟえしてお
り、ਓ気をूめています。
　また、৽しい取り組Έ
「ϦϢースをήームでʂ」と

して、Ո庭でෆ要になったものをूめ、ࣹ తのܠ඼とするήームを行いまし
た。ࣹ తはࢠͲもたͪの関৺が 。く、多くのདྷ場者をूめていましたߴ

「日ようび子ども大学」

環境について考える「エコナイト」
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201�年�݄ଔのब׆を振り返り

�೥Ͱมߋ Ε͞Δब׆εέδϡʔϧʂʂ

商大塾×キャリアセンター　　　　　　　　　2015就職合宿
「資格＆グローバルから見る業界・企業研究」実施！

　ब職ղې時ظが12月から3月へ、࠾༻໘઀ݧࢼ։始時ظ
が4月から8月へ後Ζ౗しされたばかりですが、2017年3月卒
業予定者から࠾༻໘઀ݧࢼ։始時ظが6月にલ౗しされる
ことになりました。これは8月スタートでは協定を९कしない
企業に、いい学生を取られてしまうと感じた大ख企業（経ஂ
連Ճໍ企業）と早ʑに内定を出したものの大ख企業に学生
を取られてしまったと感じた企業の要望ͩとฉいております。
ओ໾である学生のҙݟはͲうͩったのでしΐうか。࠷もঢ়گ
を೺Ѳしているのはࢲたͪ大学ब職支援୲౰者ͩとࢥって
います。本学の場合、地ݩ企業から内ʑ定を得た後に、大ख
企業（ۚ༥ػ関をؚΉ。）のݧࢼ༺࠾にνϟϨンδするとい
うྲྀれができました。大ख企業からෆ࠾༻の連བྷをडけ、地
年のྲྀれから一มࡢするというݧ中খ企業をθϩからडݩ
しました。また、企業の࠾༻ҙཉがߴまっていることが要Ҽ
ともࢥΘれますが、大ख企業に内定者を取られることをෆ҆
Θれࢥ活動が活発であったようにも༺࠾企業のݩした地ࢹ
ます。地ݩ企業をر望する学生には「3月に࠾༻活動がス
タートする」とݴいଓけたことがޭを૗したのか、ྫ 年にな
いϋΠϖースで学生が内定を得ることができました。今年も
学生には3月ղېɾݧࢼ༺࠾スタートのೝࣝを২え෇けたい

とࢥっております。その一ํでෆ҆なことがあります。経ஂ連
Ճໍ企業の࠾༻໘઀が6月に実施されることになり地ݩ企業
のݧࢼ༺࠾と大ख企業の໘઀ݧࢼが重ෳする可能性があり
ます。その場合、̓ 全ࡦを取らͤる΂きなのか、௅ઓさͤる
΂きなのか、ۤ ྀしています。

　ब職合॓は、ΩϟϦΞηンターが2006年からຖ年実施し、
今ճで10年目をܴえるྫ߃の行事です。今ճは։ઃ3年目に
なる商大塾がೝ஌され、ますます資格取得に関৺をͭ࣋学
生が૿えたことと、企業のグϩーόルԽが進Ή中、ւ֎でಇ
くબ୒ࢶも૿えてきたことから「資格ˍグϩーόル」をΩー
ϫードとして、商大塾とΩϟϦΞηンターとのॳのίラϘϨー
ション企ըとして、2015年�月7೔ʙ8೔の1ധ2೔の೔ఔにて
24名の学生ࢀՃのもと、大ࡕ市内で実施しました。まͣ、
「資格」の分໺では本学でも̛̖̥取得者が૿Ճする中、
フΝΠφンシϟルɾプランφーの࢓事の一ͭとしてอݥ୅ཧ
ళの᷂อݥデβΠンを๚໰し、同社における̛̥取得者の
活༂にͭいてઆ明をडけました。また、「グϩーόル」では、
ւ֎へもల։しているプラントΤンδχΞϦング大खの᷂明
੕޻業へ๚໰し、ւ֎ల։΍ւ֎ۈ຿のঢ়گにͭいても࿩
をฉくことができました。それҎ֎には、ब職αΠトの̟ ̤̗

̧̨̨̖をӡ営している᷂ΞΠデムにてब職活動४උのϨΫ
νϟーをडけ、また大ࡕ企業ՈϛϡーδΞムでは、ઌਓの企
業Ոୡの活༂にͭいての࿩にࣖを܏けていました。ࢀՃし
た学生からは、「実ࡍに企業を๚໰し、業界΍企業のこと
がৄしく஌ることができた。」「̛ ̥資格を目ࢦしているが、
̛̥の࢓事の一୺がΘかり、資格取得のษڧにҙཉがΘい
た。」なͲの੠がฉかれました。

࠵೥3݄ʹ։͞ࡢ Εͨձࣾઆ໌ձͷ༷ࢠ

新就活スケジュール（経団連加盟企業）

ब׆αΠτΦʔϓϯ

ɹब׆εέδϢʔϧ͸ϚΠφϏ201� Β͔ൈਮ
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岡山ཱݝ૔ෑ࿯Ӌߴ等学ߍ  ߍ　　௕
　　　　　　　　　　　　　ओڭװ་　
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ʵߴେ࿈ܞतۀͷ࣮ફ	試行
͔Βͨ͑ݟ΋ͷʵ

ᶗ　ཱݝ૔ෑ࿯Ӌߍߴと岡山商科大学とߴ大連携तۀʹऔΓ૊Μͩഎܠ

１　背景
　զがࠃの࢈業ߏ଄΍ब業ߏ଄は大きくมԽし、೔本ܗ༺ޏܕଶであったऴ਎ޏ༻ɾ年ޭংྻなͲ೔本がこれまでੵΈ্
͛てきた社会のあらΏるシスςムがม༰を༨ّなくされ、社会をߏ࠶ஙしなければならなくなった。さらにグϩーόルな経済ة
しݧ気のճ෮はそのஹしはあるものの௚ͪに望めそうにもない。このような経ܠ
が生じておりڹなӨࠁにより実体経済にਂػ
たこともないܹٸなมԽによって、ए者のڥ؀༺ޏはґવとしてݫしいঢ়گがଓいており、生ెのকདྷは
ෆ透明さを一૚૿
している。
　その中にあって文部科学省は、平成26年11月20೔に中ԝ教ҭ৹ٞ会にରして、ظ࣍学शࢦಋ要ྖվగに޲けたٞ࿦を
スタートさ 「ͤॳ౳中౳教ҭにおける教ҭ՝ఔのج४౳の在りํ にͭいて」ࢾ໰をしたが、その目తは࣍の二఺であった。
　ᶃ地نٿ໛の՝୊が਎ۙになる中で、ओ体తに考え行動できる生ెのҭ成
　ᶄ資 ɾ࣭能力のҭ成のための、Ͳのように学Ϳかという学びの࣭の重ࢹ
を௨じてある事ฑに関する஌ࣝを఻ୡするͩٛߨ　 けではなく、学Ϳことと社会とのͭながりをよりҙ しࣝた教ҭを行い、生ె
ୡがそうした学びのプϩηスを௨じて、ૅجతな஌ ɾٕࣝ 能をश得するとともに、実社会΍実生活の中でそれらを活༻しなが
ら、自らが՝୊を発ݟし、そのղ決に޲けてओ体తɾ協ಇతに୳究し、学びの成果౳をදݱし、ߋに実ફに生かしていけるよ
うにすることが重要となる。Ҏ্の観఺から、ظ࣍学शࢦಋ要ྖに޲けて充実がٻめられているのが、՝୊の発ݟとղ決に
けたओ体తɾ協ಇతな学び、՝୊研究΍̥޲ ̡̗（プϩδΣΫトɾϕースドɾラーχング）、ディスΧッション、プϨθンςーションなͲ、
学生の能動తな学शを取りࠐΜͩत業の૯শであるΞΫςィブɾラーχング（ҎԼ̡̖ ）である。

２　経緯
　岡山商科大学の商学科では、̖ ख̡๏の一ͭである「フィールドスタディ」を௨
じてݱ場力をཆい地域にݙߩできるਓࡐをҭてている。௡山市Ѩ೾、৽ঙ村、
੉ށ内市と共同事業で地域ৼڵ΍観光ৼڵへのఏҊ、特࢈඼։発΍商඼デ
βΠンなͲのプϩδΣΫトに、多くの学生がࢀՃし実ફతな学शに取り組Μでい
る。
　この実੷に஫目し、本ߍϏδωスモデル̎ 年࣍生の商業科目「Ϛーέςィング」
の実ફとして、経営学部商学科の大ੴو೭ઌ生と連携त業をࢼΈた。

ᶘ　औ૊಺༰
１　講義日　平成27年6月26日
名　フィールドスタディ１ٛߨ���　
೭و�名　大ੴࢣߨ　　
　　डߨ者　2年࣍生　15名
　　内　༰　本時は、フィールドϫーΫのૅجతな஌ࣝを大ੴઌ生の๛෋な
　　　　　　研究事ྫから学शした。
２　講義日　平成27年8月24日
名　フィールドスタディ̎ٛߨ　　
೭و�名　大ੴࢣߨ　　
　　डߨ者　2年࣍生　15名
　　内　༰　本時は、Նق՝୊「ࣇౡの観光地を୳る」で֤自がऩ （ूフィー

ルドϫーΫ）したデータをدͪ࣋り、グループで共༗した後に੔ཧɾ
分ੳするํ๏を実शした。ୈࡾ者ධՁを得るために県教ҭிߴ
生πΞープランχングίンςストに応募しߍߴの࠵教ҭ՝がओߍ
た。

３　講義日　平成27年9月29日
名　フィールドスタディ̏ٛߨ　　
೭و�名　大ੴࢣߨ　　
　　डߨ者　2年࣍生　15名
　　内　༰　本時は、フィールドスタディの࠷ऴஈ֊として、企ը内༰のブラッ

シϡΞップ、プϨθンςーションを実शした。

ᶙ　ߴ大連携तۀの࣮ફ（ࢼ行）˺̡̖ ら͔見͑た΋の

１　生徒の感想から（抜粋）
̞さんɿ大ੴઌ生のत業で、ࢲのॅΜでいたࣇౡ地۠をվめてݟ௚すことができま
した。
　今まで考えたことがなかった「Ͳうしたら地域が活性Խするか」まで考えて、学Μで
いく্ で、たくさΜのことを学びました。
　গਓ数のグループでऩ しूた৘ใをまとめている間に、それͧれがௐ΂たことを相
खに఻えて、ࢥったことを఻えることによっておޓいの৴པを今までよりڧくஙくことが
できたとࢥいます。自分たͪの力でௐ΂、πΞープランを考えるというو重な体ݧがで
きました。
̣さんɿ大学のઌ生のत業をडけるのも、πΞープランを考えるのも、ॳめてで、お٬
様がͲういう気ͪ࣋でָしめるか、Ͳのようにしたら皆が行きたいとࢥえるか、お٬様

の気ͪ࣋になって考えることを学びました。
をԿ度もަݟって、༑ୡとこうしたらいいΜじΌないʁというҙ࢖Έ時間までٳ　 るݟがっていくπΞープランを্࢓、しながら׵
たびָしΉことができ、充実していて、時間を๨れる Ͳ́でした。他のグループの企ըをݟて、こういう考えํ΍ํݟがあるの
かと感৺でき、考えれば考える Ͳ́たくさΜのπΞープランをࢥい きͭ、πΞープランをཱҊすることはָしいと感じることができ
ました。त業をऴえて、市場ඪతを明確にし、ͥ ͻ行きたいと୭もがࢥえる（٬ސຬ଍）πΞープランが大੾ とͩࢥいました。

　この2名の感૝からも、自཯తに行動し、自ら໰いをཱて、省࡯する力、*$5ɾ৘ใなͲを相࡞ޓ༻తに活༻し、දݱɾ発৴す
る力、ू ஂの中で他者と関܎を くͭる力΍ڷ౔をͭݟめなおしѪする気ͪ࣋がҭ成されていることがΘかる。また、自ଚ感৘
のߴまり΍他者をଚ重する࢟੎がഓΘれ、学शҙཉ、༑ਓ関܎、進路ҙࣝなͲの՝֎活動なͲに޷Өڹを༩え、学ڗߍड
感のߴまりがݟて取れる。

２　授業アンケート結果から

３　ＴＴ(TeamTeaching)授業者大石先生との感想から
　大ੴઌ生は観光地ཧ学をઐ໳とし、フィールドϫーΫをओ体とする教ҭɾ研究活動を౿まえた内༰をల։していたͩいた。
今ճの連携त業では時間తな੍໿もあり、全て教ࣨ内でのߨ ɾٛԋशとなったが、本དྷのフィールドスタディは、教ࣨを཭れて
実ࡍのݱ場に行くことにҙຯがあり、今ճであれば地域の観光資ݯになりそうなものを教員と共に観࡯ɾௐࠪすることが望ま
れる。実ࡍに地域にෝき、生ెにରして地域のํݟ΍考えํをݱ場でࢦಋすることができれば、よりよい学शޮ果を得られた
のではないか。とはいえ、ٙ ී、తながらもフィールドスタディの一୺を体感しࣅ ஈのत業を生かして地域のݱঢ়を考えるという
त業がల։できたことのҙٛは大きい。

ᶚ　͓ΘΓʹ （੒Ռとޙࠓのల๬）
　̡̖ の実ݱに޲け、グループ活動΍プϨθンςーションなͲをੵ極తに取り入れたが、ともすれば「こうした活動をすること」
そのものが目తԽしてしまい、٫ってઙい学びにཹまってしまうݥة性をはらΜでいる。「こうした力をͭけたい」「こういう学び
をىこしたい」という目తをまͣ明らかにすることが̡̖ の必વ性ޮͭ׌果తな実ݱがࠐݟめるのではないか。目త΍ҙٛを
しっかり考えてそれに応じたద੾な学श活動をબび、त業ઃܭするというΧϦΩϡラムɾϚωδϝントの考えํを学Μͩ。
　また、学शの目ඪが内༰を記Աすることであれば、教科ॻ΍教ࡐがओ要なϚωδϝントɾπールとしてػ能し、ච記ݧࢼに
よって定ணを確ೝすることができるが、̖ で̡は、学श内༰のਂいཧղと、「学びํ」そのものの学शが目ͤࢦる。学शした஌
ɾٕࣝ 能を記Աするͩけでなく、ҟなる文຺で活༻できるようになること΍、ओ体తɾ協ಇతに学Ϳํ๏を਎に෇けることが重
要な目ඪとなる。
　これをୡ成するには、教科ॻͩけでなく、教 ϨࣨϕルでのϚωδϝントがෆ可 とܽなり、目ඪの しࣔํ΍ධՁのํ๏、学श活動
の組ΈํなͲを、ࢦಋ者がしっかりと考えて、より一૚ҙਤతにत業、୯ݩ、教ҭ՝ఔをઃܭすることが重要と考えさ らͤれた。
　そのためには、経済社会のさま͟ まな企業΍ػ関と連携してల։することが必要ෆ可ܽである。ଈ こͪれまでのようにݕ定
をҙࣝしա͗て୯なるઐ໳తな஌ݧࢼ ɾٕࣝ 能の定ணのΈに૸るのではなく、実社会で௨༻する「本౰の実力」にͭながる
「活༻できる஌ ɾٕࣝ 能」を਎に෇けることが重要なのである。
　「本౰の実力」のཆ成のためには、࢈業界と連携をີにし、実຿体ݧなͲで望ましい職業観΍ۈ࿑観をҭ成する教ҭをੵ
極తにਪ進しなければならない。また、学ߍというフィールドを社会と連携さͤて࣭のߴい教ҭプϩグラムをఏڙすることで、生
ెたͪの஌తح޷৺をىשし、কདྷへの༗༻性のೝࣝをଅす一ॿとなる教ҭをਪ進することが必要である。
今後も、経済社会の動੩をහ感にӐいながら、実学をҙࣝしたࢦಋํ๏の研究΍৽しい商業（Ϗδωス）教ҭを໛ࡧし、ֵ
৽しଓけていきたい。
　大มお๩しい中、大ੴઌ生には大มおੈ࿩になりました。຤චながら感ँਃし্͛ます。



ᶗ　ཱݝ૔ෑ࿯Ӌߍߴと岡山商科大学とߴ大連携तۀʹऔΓ૊Μͩഎܠ

１　背景
　զがࠃの࢈業ߏ଄΍ब業ߏ଄は大きくมԽし、೔本ܗ༺ޏܕଶであったऴ਎ޏ༻ɾ年ޭংྻなͲ೔本がこれまでੵΈ্
͛てきた社会のあらΏるシスςムがม༰を༨ّなくされ、社会をߏ࠶ஙしなければならなくなった。さらにグϩーόルな経済ة
しݧ気のճ෮はそのஹしはあるものの௚ͪに望めそうにもない。このような経ܠ
が生じておりڹなӨࠁにより実体経済にਂػ
たこともないܹٸなมԽによって、ए者のڥ؀༺ޏはґવとしてݫしいঢ়گがଓいており、生ెのকདྷは
ෆ透明さを一૚૿
している。
　その中にあって文部科学省は、平成26年11月20೔に中ԝ教ҭ৹ٞ会にରして、ظ࣍学शࢦಋ要ྖվగに޲けたٞ࿦を
スタートさ 「ͤॳ౳中౳教ҭにおける教ҭ՝ఔのج४౳の在りํ にͭいて」ࢾ໰をしたが、その目తは࣍の二఺であった。
　ᶃ地نٿ໛の՝୊が਎ۙになる中で、ओ体తに考え行動できる生ెのҭ成
　ᶄ資 ɾ࣭能力のҭ成のための、Ͳのように学Ϳかという学びの࣭の重ࢹ
を௨じてある事ฑに関する஌ࣝを఻ୡするͩٛߨ　 けではなく、学Ϳことと社会とのͭながりをよりҙ しࣝた教ҭを行い、生ె
ୡがそうした学びのプϩηスを௨じて、ૅجతな஌ ɾٕࣝ 能をश得するとともに、実社会΍実生活の中でそれらを活༻しなが
ら、自らが՝୊を発ݟし、そのղ決に޲けてओ体తɾ協ಇతに୳究し、学びの成果౳をදݱし、ߋに実ફに生かしていけるよ
うにすることが重要となる。Ҏ্の観఺から、ظ࣍学शࢦಋ要ྖに޲けて充実がٻめられているのが、՝୊の発ݟとղ決に
けたओ体తɾ協ಇతな学び、՝୊研究΍̥޲ ̡̗（プϩδΣΫトɾϕースドɾラーχング）、ディスΧッション、プϨθンςーションなͲ、
学生の能動తな学शを取りࠐΜͩत業の૯শであるΞΫςィブɾラーχング（ҎԼ̡̖ ）である。

２　経緯
　岡山商科大学の商学科では、̖ ख̡๏の一ͭである「フィールドスタディ」を௨
じてݱ場力をཆい地域にݙߩできるਓࡐをҭてている。௡山市Ѩ೾、৽ঙ村、
੉ށ内市と共同事業で地域ৼڵ΍観光ৼڵへのఏҊ、特࢈඼։発΍商඼デ
βΠンなͲのプϩδΣΫトに、多くの学生がࢀՃし実ફతな学शに取り組Μでい
る。
　この実੷に஫目し、本ߍϏδωスモデル̎ 年࣍生の商業科目「Ϛーέςィング」
の実ફとして、経営学部商学科の大ੴو೭ઌ生と連携त業をࢼΈた。

ᶘ　औ૊಺༰
１　講義日　平成27年6月26日
名　フィールドスタディ１ٛߨ���　
೭و�名　大ੴࢣߨ　　
　　डߨ者　2年࣍生　15名
　　内　༰　本時は、フィールドϫーΫのૅجతな஌ࣝを大ੴઌ生の๛෋な
　　　　　　研究事ྫから学शした。
２　講義日　平成27年8月24日
名　フィールドスタディ̎ٛߨ　　
೭و�名　大ੴࢣߨ　　
　　डߨ者　2年࣍生　15名
　　内　༰　本時は、Նق՝୊「ࣇౡの観光地を୳る」で֤自がऩ （ूフィー

ルドϫーΫ）したデータをدͪ࣋り、グループで共༗した後に੔ཧɾ
分ੳするํ๏を実शした。ୈࡾ者ධՁを得るために県教ҭிߴ
生πΞープランχングίンςストに応募しߍߴの࠵教ҭ՝がओߍ
た。

３　講義日　平成27年9月29日
名　フィールドスタディ̏ٛߨ　　
೭و�名　大ੴࢣߨ　　
　　डߨ者　2年࣍生　15名
　　内　༰　本時は、フィールドスタディの࠷ऴஈ֊として、企ը内༰のブラッ

シϡΞップ、プϨθンςーションを実शした。

ᶙ　ߴ大連携तۀの࣮ફ（ࢼ行）˺̡̖ ら͔見͑た΋の

１　生徒の感想から（抜粋）
̞さんɿ大ੴઌ生のत業で、ࢲのॅΜでいたࣇౡ地۠をվめてݟ௚すことができま
した。
　今まで考えたことがなかった「Ͳうしたら地域が活性Խするか」まで考えて、学Μで
いく্ で、たくさΜのことを学びました。
　গਓ数のグループでऩ しूた৘ใをまとめている間に、それͧれがௐ΂たことを相
खに఻えて、ࢥったことを఻えることによっておޓいの৴པを今までよりڧくஙくことが
できたとࢥいます。自分たͪの力でௐ΂、πΞープランを考えるというو重な体ݧがで
きました。
̣さんɿ大学のઌ生のत業をडけるのも、πΞープランを考えるのも、ॳめてで、お٬
様がͲういう気ͪ࣋でָしめるか、Ͳのようにしたら皆が行きたいとࢥえるか、お٬様

の気ͪ࣋になって考えることを学びました。
をԿ度もަݟって、༑ୡとこうしたらいいΜじΌないʁというҙ࢖Έ時間までٳ　 るݟがっていくπΞープランを্࢓、しながら׵
たびָしΉことができ、充実していて、時間を๨れる Ͳ́でした。他のグループの企ըをݟて、こういう考えํ΍ํݟがあるの
かと感৺でき、考えれば考える Ͳ́たくさΜのπΞープランをࢥい きͭ、πΞープランをཱҊすることはָしいと感じることができ
ました。त業をऴえて、市場ඪతを明確にし、ͥ ͻ行きたいと୭もがࢥえる（٬ސຬ଍）πΞープランが大੾ とͩࢥいました。

　この2名の感૝からも、自཯తに行動し、自ら໰いをཱて、省࡯する力、*$5ɾ৘ใなͲを相࡞ޓ༻తに活༻し、දݱɾ発৴す
る力、ू ஂの中で他者と関܎を くͭる力΍ڷ౔をͭݟめなおしѪする気ͪ࣋がҭ成されていることがΘかる。また、自ଚ感৘
のߴまり΍他者をଚ重する࢟੎がഓΘれ、学शҙཉ、༑ਓ関܎、進路ҙࣝなͲの՝֎活動なͲに޷Өڹを༩え、学ڗߍड
感のߴまりがݟて取れる。

２　授業アンケート結果から

３　ＴＴ(TeamTeaching)授業者大石先生との感想から
　大ੴઌ生は観光地ཧ学をઐ໳とし、フィールドϫーΫをओ体とする教ҭɾ研究活動を౿まえた内༰をల։していたͩいた。
今ճの連携त業では時間తな੍໿もあり、全て教ࣨ内でのߨ ɾٛԋशとなったが、本དྷのフィールドスタディは、教ࣨを཭れて
実ࡍのݱ場に行くことにҙຯがあり、今ճであれば地域の観光資ݯになりそうなものを教員と共に観࡯ɾௐࠪすることが望ま
れる。実ࡍに地域にෝき、生ెにରして地域のํݟ΍考えํをݱ場でࢦಋすることができれば、よりよい学शޮ果を得られた
のではないか。とはいえ、ٙ ී、తながらもフィールドスタディの一୺を体感しࣅ ஈのत業を生かして地域のݱঢ়を考えるという
त業がల։できたことのҙٛは大きい。

ᶚ　͓ΘΓʹ （੒Ռとޙࠓのల๬）
　̡̖ の実ݱに޲け、グループ活動΍プϨθンςーションなͲをੵ極తに取り入れたが、ともすれば「こうした活動をすること」
そのものが目తԽしてしまい、٫ってઙい学びにཹまってしまうݥة性をはらΜでいる。「こうした力をͭけたい」「こういう学び
をىこしたい」という目తをまͣ明らかにすることが̡̖ の必વ性ޮͭ׌果తな実ݱがࠐݟめるのではないか。目త΍ҙٛを
しっかり考えてそれに応じたద੾な学श活動をબび、त業ઃܭするというΧϦΩϡラムɾϚωδϝントの考えํを学Μͩ。
　また、学शの目ඪが内༰を記Աすることであれば、教科ॻ΍教ࡐがओ要なϚωδϝントɾπールとしてػ能し、ච記ݧࢼに
よって定ணを確ೝすることができるが、̖ で̡は、学श内༰のਂいཧղと、「学びํ」そのものの学शが目ͤࢦる。学शした஌
ɾٕࣝ 能を記Աするͩけでなく、ҟなる文຺で活༻できるようになること΍、ओ体తɾ協ಇతに学Ϳํ๏を਎に෇けることが重
要な目ඪとなる。
　これをୡ成するには、教科ॻͩけでなく、教 ϨࣨϕルでのϚωδϝントがෆ可 とܽなり、目ඪの しࣔํ΍ධՁのํ๏、学श活動
の組ΈํなͲを、ࢦಋ者がしっかりと考えて、より一૚ҙਤతにत業、୯ݩ、教ҭ՝ఔをઃܭすることが重要と考えさ らͤれた。
　そのためには、経済社会のさま͟ まな企業΍ػ関と連携してల։することが必要ෆ可ܽである。ଈ こͪれまでのようにݕ定
をҙࣝしա͗て୯なるઐ໳తな஌ݧࢼ ɾٕࣝ 能の定ணのΈに૸るのではなく、実社会で௨༻する「本౰の実力」にͭながる
「活༻できる஌ ɾٕࣝ 能」を਎に෇けることが重要なのである。
　「本౰の実力」のཆ成のためには、࢈業界と連携をີにし、実຿体ݧなͲで望ましい職業観΍ۈ࿑観をҭ成する教ҭをੵ
極తにਪ進しなければならない。また、学ߍというフィールドを社会と連携さͤて࣭のߴい教ҭプϩグラムをఏڙすることで、生
ెたͪの஌తح޷৺をىשし、কདྷへの༗༻性のೝࣝをଅす一ॿとなる教ҭをਪ進することが必要である。
今後も、経済社会の動੩をහ感にӐいながら、実学をҙࣝしたࢦಋํ๏の研究΍৽しい商業（Ϗδωス）教ҭを໛ࡧし、ֵ
৽しଓけていきたい。
　大มお๩しい中、大ੴઌ生には大มおੈ࿩になりました。຤චながら感ँਃし্͛ます。
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Δ2015年6݄ڈ　 13೔	౔
、6݄ 14೔	೔
ʹ 、ຊ学を会৔ߍとして೔ຊ産ٕۀज़࢙学会ୈ31ճ年会が開࠵されました。೔ຊ産ٕۀज़
্、学会は、കᑫ஧෉࢙ ాಞ、٢ాޫ๜֤ࢯをੈ࿩ਓとして1981年3݄ʹ ݁੒されたʮ産ٕۀज़࢙研究会ʯを฼ମとし、産ٕۀ
ज़ʹؔ͢Δྺ࢙ʹͭいてௐ ・ࠪ研究をਐめ、社会ࢿ産としての産ٕۀज़࢙を記しとどめΔとと΋ʹ 、ͦ れ まʹͭ ΘΔจ෺をอଘし
社会ʹ͢ݙߩΔ͜ とを目తとして、1984年7݄ ʹ٢ాޫ๜ࢯをॳ୅会௕としてઃཱされた学会で͢。中ࠃ࢛・ࠃ஍Ҭでは、ࠓճॳ
めて開࠵されました。6݄ 13೔	౔
ʹ 、Լ記のΑ͏ な8݅のҰൠ講ԋとಛผ講ԋ、総会が開࠵され、6݄ 14೔	೔
ʹ は、見学会が開࠵さ
れました。

　2015年6 1݄3೔	౔
ຊ学ਤॻؗ7֊のアΫςΟϒϥーχンάϧーϜʹ ͓いて、શ֤ࠃ஍ ら͔27໊のࢀՃऀをಘて、೔ຊ産
。いたしました࠵学会ୈ31ճ年会を開࢙ज़ٕۀ
　発ද時ؒ15෼、࣭ ٙԠ౴5෼と͢ ΔҰൠ講ԋʹ8݅のਃࠐΈが Γ͋、ଟ࠼な研究ςーϚの΋とʹ ຯਂい研究੒Ռのڵ
൸࿐がなされました。またφΧγϚϓϩϖϥ株式会社ৗ຿औక໾中島ٛ༤ࢯ ΑʹΔʮφΧγϚάϧーϓʹ͓͚Δ৽事ۀへ
のऔΓ૊Έʯと୊したಛผ講ԋが Γ͋、׆発な౼࿦が行Θれ、ௌऺʹਂい感໏を༩ ま͑した。講ԋऀの中島ٛ༤ࢯʹ͓͔
れましては、֎ࠃग़ு ら͔໭ΓٳΉՋ΋な͘ ಛผ講ԋをして͘ さͩΓ、্ࢽをआΓてྱޚをਃし͋ ま͛͢ 。
　 しͦて、ཌ೔は、ຊ学のϚイΫϩόεをར༻して、ָޙԂఉԂ、ࣇ島໺㟒ՈԘ࢙ؗྺۀ、૔๰記೦ؗ、૔ෑຽ᥁ؗ等を
見学し、৿ୢݩতࢯ（岡山ۙ୅࢙研究会会௕）ٴͼ಺஑ӳथࢯ（岡山ཱݝത෺ؗ）͔ ら᥅஝を͚܏たઆ໌をड͚、ࢀՃ
ऀҰಉཧղをਂめΔ͜ とがで͖ ました。
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日本産業技術史学会第31回年会開催
岡山商科大学 50周年記念式典・祝賀会

˝��प೥ه
೦ࣜయɾॕ լձ

　岡山商科大学は、ত࿨41
（1966）年ʹ૑ཱされ、ฏ੒27
（2015）年で50周年をܴ͑Δʹ ౰
たΓ、大学、ಉ૭会で֤छ事ۀを
行いました。中で΋、産ۀքの
ํʑ、ଔۀੜ、ຊ学ڭ৬һのօ༷

ごʹࢀՃいた͖ͩ 、ฏ੒27（2015）
年5 2݄3೔（౔）岡山ϓϥβϗςϧ
ʹ͓いて、式య・ॕ լ会をڍ行しま
した。
　ごདྷෂのօ༷、ଔۀੜのօ༷、
ҭڭΔ大学ʯをඪᒗして͢ݙߩʹなΔ記೦式య、੝大なΔॕլ会となΓ、ʮ஍Ҭॗݫ、ΓࣀՃをࢀ৬һのօ༷の400໊Ҏ্のごڭ
研究・஍Ҭ׆ݙߩಈをした੒ՌのҰ୺を見Δ͜ とがで͖ たと、ڭ৬һҰಉ਎のҾ͖ కまΔࢥいとޙࠓ、ʹڞへのண࣮なาΈのඞ
ཁੑを਎ʹછΈて感じた࣍ୈで͢。
　૑ཱ ら͔̏ 周̌年ࠒまでは、೔ຊはߴ౓ࡁܦ੒௕ظʹ Γ͋、ຊ学΋学ੜ਺の૿Ճ、学ࣷのݐઃなど大学がऩ༰ఆһをؚめて発
లして͖ ました。ڭҭは、Ԥถઌਐࠃਫ४のઌਐࠃを目ࢦして、ྔ త֦大のためʹ࣭ۉな࿑ಇऀをଟ਺ҭ੒͢Δඞཁが Γ͋、஌
ࣝを٧めࠐΉϚεڭҭがॳ等中等ߴ等ڭҭではඞཁ৚݅でした。し し͔、いざ௖点ʹୡ͢Δと、ࣗ ෼で͑ߟ、൑அして行ಈ͢Δ
と͜のॏཁੑをڭҭしていな͔ たͬ೔ຊでは、ํ のはͬੑ޲ Γ͖しないʮۭനの10年ؒʯʹ ؕ てͬしまい、やͬ と、ڭҭで΋ʮྔ ら͔࣭

へのస׵ʯのためʹ໰୊ղܾೳྗをमಘさͤΔڭҭํ๏として、डಈܕ	஌ࣝ٧めࠐΈܕ
 ら͔、ೳಈܕ（アΫςΟϒアϥーχンά
をଚॏし৳͹してい͘ੑݸʑਓのݸ、ҭํ๏のଟ༷Խとڭへの（ܕ とい͏ ҭํ๏ʹ大͖ڭ ଩͘を੾ てͬいま͢ 。
　ຊ学では、ଟ༷な学ੜをड͚ೖれ、ੑݸをੜ し͔ࣗ ෼の਑࿏を໌֬ しʹてଔۀさͤΔʮڭҭϓϩάϥϜʯのॆ࣮ʹྗをೖれて

Γ͓、ͦ の੒Ռは、ब৬཰、֨ࢿऔಘ཰の޲ と্して、ฏ੒26（2014）年౓（公ࡒ）೔ຊߴ等ڭҭධՁߏػ ΑʹΔ7年ຖのೝূධՁ
ʹԙいてߴい֎෦ධՁをಘました。
　ຊ学の50年ؒのଔۀੜは、໿2ສ3ઍਓʹୡして Γ͓、岡山ݝのΈならͣ中ݝ֤ࠃ࢛・ࠃでࡁܦ෼໺を中৺ʹ׆༂されて Γ͓、
ຊ学の࣮学のਫ਼ਆを೗Կな͘ 発شしされて ら͓れま͢。またߴ等学ߍを中৺とした商ۀ、公ຽ୲౰のڭһとし໿250໊、੫ཧ࢜と
して100໊ڧのઌഐॾࢯが、ڭҭք、会ܭքで΋׆༂されて ら͓れま͢ 。
　ຊ学では、ೖ学、ڭҭ、ଔۀʹ しؔてʮ3ͭのϙϦγーʯを໌記し、ϙϦγーʹԊ たͬ学ੜڭҭ・ࢧԉ׆ಈを໌จԽして しࣔて Γ͓、
ए年ਓޱのݮগのঢ়گԼでのೖ学ఆһの֬อをୈ1 とٞし、ೖ学ޙの学ੜのج ・ૅ࣮ 学ڭҭ ΑʹΓ社会ʹඞཁと͢ Δਓࡐとして
ҭ੒ので͖ Δڭҭମ ԉମ੍ʹֵ৽͢ΔΑ͏ࢧ੍・ ೔ʹʑऔΓ૊Μでいま͢ 。
　དྷΔ2065年の100周年ʹ͚޲てண࣮ʹڭҭ・研究・஍Ҭ׆ݙߩಈʹऔΓ૊Μでい͘ と͜ʮܧଓはྗなΓʯを、50周年の式యをڍ
行してਂ͘ ৺ʹࠁΉػ会となΓました。

ʮ೔ຊٕۀ࢈ज़ֶ࢙ձୈ��ճ೥ձͷ։࠵Λऴ͑ͯʯ
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։࠵ѫࡰ 　大﨑 紘一 （岡山商科大学副学長）
一般講演　
　1　北部九州の祇園山笠祭礼に見られる山笠台の補強材に関する技術史的考察
 松内 紀之（倉敷市立短期大学）、石村 眞一（郡山女子大学）
　2　醬油醸造業史と国際博覧会・国内博覧会
 天野 雅敏（岡山商科大学）
　3　軍艦島(旧高島炭鉱端島坑)の都市遺産研究に関する研究史
 中村 亨一（一宇一級建築士事務所）、藤原 惠洋（九州大学大学院）
　4　桶・樽の側板における規則性と不規則性
 石村 眞一（郡山女子大学）
　5　日本の汎用工作機械からMC開発にいたる技術革新と
　　　デザイン空白期に関する考察
 梅本 良作（九州大学）、藤原惠洋（九州大学大学院）
　6　帆船から蒸気船への移行時期について―スエズ運河開通のインパクト―
 吉田　 勉（元日本製鋼所）
　7　戦前から戦後におけるオールジャパン体制による日本産業勃興に関する一考察
 井上 尚之（神戸山手大学）
　8　戦後日本における「技術革新」像の変遷―『科学技術白書』を手がかりとして
 有賀 暢迪（国立科学博物館）、亀井 　修（国立科学博物館）
特別講演
　「ナカシマグループにおける新事業への取り組み」
 ナカシマプロペラ株式会社常務取締役　中島 義雄氏　　　　　（以上、会場はアクティブラーニングルーム）

̑̌ 周年記念ࣜయۀࣄ෦ձɹ୅දɹ大㟒ɹߛҰ
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見学会　
　後楽園庭園、児島野﨑家塩業歴史館、鷲羽山展望台、倉紡記念館、
　倉敷民藝館
ത෺ཱݝԂʹͭいては岡山ָޙ　　 ・ؗ಺஑ӳथࢯ ら͔、໺㟒ՈԘ࢙ؗྺۀ、
　૔๰記೦ؗ、૔ෑຽ᥁ؗʹͭいては৿ୢݩতࢯ（岡山ۙ୅࢙研究会会௕）
　 ら͔丁ೡなઆ໌を௖いた。

経営学部　教त　ఱ໺�խහ
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Δ2015年6݄ڈ　 13೔	౔
、6݄ 14೔	೔
ʹ 、ຊ学を会৔ߍとして೔ຊ産ٕۀज़࢙学会ୈ31ճ年会が開࠵されました。೔ຊ産ٕۀज़
্、学会は、കᑫ஧෉࢙ ాಞ、٢ాޫ๜֤ࢯをੈ࿩ਓとして1981年3݄ʹ ݁੒されたʮ産ٕۀज़࢙研究会ʯを฼ମとし、産ٕۀ
ज़ʹؔ͢Δྺ࢙ʹͭいてௐ ・ࠪ研究をਐめ、社会ࢿ産としての産ٕۀज़࢙を記しとどめΔとと΋ʹ 、ͦ れ まʹͭ ΘΔจ෺をอଘし
社会ʹ͢ݙߩΔ͜ とを目తとして、1984年7݄ ʹ٢ాޫ๜ࢯをॳ୅会௕としてઃཱされた学会で͢。中ࠃ࢛・ࠃ஍Ҭでは、ࠓճॳ
めて開࠵されました。6݄ 13೔	౔
ʹ 、Լ記のΑ͏ な8݅のҰൠ講ԋとಛผ講ԋ、総会が開࠵され、6݄ 14೔	೔
ʹ は、見学会が開࠵さ
れました。

　2015年6 1݄3೔	౔
ຊ学ਤॻؗ7֊のアΫςΟϒϥーχンάϧーϜʹ ͓いて、શ֤ࠃ஍ ら͔27໊のࢀՃऀをಘて、೔ຊ産
。いたしました࠵学会ୈ31ճ年会を開࢙ज़ٕۀ
　発ද時ؒ15෼、࣭ ٙԠ౴5෼と͢ ΔҰൠ講ԋʹ8݅のਃࠐΈが Γ͋、ଟ࠼な研究ςーϚの΋とʹ ຯਂい研究੒Ռのڵ
൸࿐がなされました。またφΧγϚϓϩϖϥ株式会社ৗ຿औక໾中島ٛ༤ࢯ ΑʹΔʮφΧγϚάϧーϓʹ͓͚Δ৽事ۀへ
のऔΓ૊Έʯと୊したಛผ講ԋが Γ͋、׆発な౼࿦が行Θれ、ௌऺʹਂい感໏を༩ ま͑した。講ԋऀの中島ٛ༤ࢯʹ͓͔
れましては、֎ࠃग़ு ら͔໭ΓٳΉՋ΋な͘ ಛผ講ԋをして͘ さͩΓ、্ࢽをआΓてྱޚをਃし͋ ま͛͢ 。
　 しͦて、ཌ೔は、ຊ学のϚイΫϩόεをར༻して、ָޙԂఉԂ、ࣇ島໺㟒ՈԘ࢙ؗྺۀ、૔๰記೦ؗ、૔ෑຽ᥁ؗ等を
見学し、৿ୢݩতࢯ（岡山ۙ୅࢙研究会会௕）ٴͼ಺஑ӳथࢯ（岡山ཱݝത෺ؗ）͔ ら᥅஝を͚܏たઆ໌をड͚、ࢀՃ
ऀҰಉཧղをਂめΔ͜ とがで͖ ました。
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日本産業技術史学会第31回年会開催
岡山商科大学 50周年記念式典・祝賀会

˝��प೥ه
೦ࣜయɾॕ լձ

　岡山商科大学は、ত࿨41
（1966）年ʹ૑ཱされ、ฏ੒27
（2015）年で50周年をܴ͑Δʹ ౰
たΓ、大学、ಉ૭会で֤छ事ۀを
行いました。中で΋、産ۀքの
ํʑ、ଔۀੜ、ຊ学ڭ৬һのօ༷

ごʹࢀՃいた͖ͩ 、ฏ੒27（2015）
年5 2݄3೔（౔）岡山ϓϥβϗςϧ
ʹ͓いて、式య・ॕ լ会をڍ行しま
した。
　ごདྷෂのօ༷、ଔۀੜのօ༷、
ҭڭΔ大学ʯをඪᒗして͢ݙߩʹなΔ記೦式య、੝大なΔॕլ会となΓ、ʮ஍Ҭॗݫ、ΓࣀՃをࢀ৬һのօ༷の400໊Ҏ্のごڭ
研究・஍Ҭ׆ݙߩಈをした੒ՌのҰ୺を見Δ͜ とがで͖ たと、ڭ৬һҰಉ਎のҾ͖ కまΔࢥいとޙࠓ、ʹڞへのண࣮なาΈのඞ
ཁੑを਎ʹછΈて感じた࣍ୈで͢。
　૑ཱ ら͔̏ 周̌年ࠒまでは、೔ຊはߴ౓ࡁܦ੒௕ظʹ Γ͋、ຊ学΋学ੜ਺の૿Ճ、学ࣷのݐઃなど大学がऩ༰ఆһをؚめて発
లして͖ ました。ڭҭは、Ԥถઌਐࠃਫ४のઌਐࠃを目ࢦして、ྔ త֦大のためʹ࣭ۉな࿑ಇऀをଟ਺ҭ੒͢Δඞཁが Γ͋、஌
ࣝを٧めࠐΉϚεڭҭがॳ等中等ߴ等ڭҭではඞཁ৚݅でした。し し͔、いざ௖点ʹୡ͢Δと、ࣗ ෼で͑ߟ、൑அして行ಈ͢Δ
と͜のॏཁੑをڭҭしていな͔ たͬ೔ຊでは、ํ のはͬੑ޲ Γ͖しないʮۭനの10年ؒʯʹ ؕ てͬしまい、やͬ と、ڭҭで΋ʮྔ ら͔࣭

へのస׵ʯのためʹ໰୊ղܾೳྗをमಘさͤΔڭҭํ๏として、डಈܕ	஌ࣝ٧めࠐΈܕ
 ら͔、ೳಈܕ（アΫςΟϒアϥーχンά
をଚॏし৳͹してい͘ੑݸʑਓのݸ、ҭํ๏のଟ༷Խとڭへの（ܕ とい͏ ҭํ๏ʹ大͖ڭ ଩͘を੾ てͬいま͢ 。
　ຊ学では、ଟ༷な学ੜをड͚ೖれ、ੑݸをੜ し͔ࣗ ෼の਑࿏を໌֬ しʹてଔۀさͤΔʮڭҭϓϩάϥϜʯのॆ࣮ʹྗをೖれて

Γ͓、ͦ の੒Ռは、ब৬཰、֨ࢿऔಘ཰の޲ と্して、ฏ੒26（2014）年౓（公ࡒ）೔ຊߴ等ڭҭධՁߏػ ΑʹΔ7年ຖのೝূධՁ
ʹԙいてߴい֎෦ධՁをಘました。
　ຊ学の50年ؒのଔۀੜは、໿2ສ3ઍਓʹୡして Γ͓、岡山ݝのΈならͣ中ݝ֤ࠃ࢛・ࠃでࡁܦ෼໺を中৺ʹ׆༂されて Γ͓、
ຊ学の࣮学のਫ਼ਆを೗Կな͘ 発شしされて ら͓れま͢。またߴ等学ߍを中৺とした商ۀ、公ຽ୲౰のڭһとし໿250໊、੫ཧ࢜と
して100໊ڧのઌഐॾࢯが、ڭҭք、会ܭքで΋׆༂されて ら͓れま͢ 。
　ຊ学では、ೖ学、ڭҭ、ଔۀʹ しؔてʮ3ͭのϙϦγーʯを໌記し、ϙϦγーʹԊ たͬ学ੜڭҭ・ࢧԉ׆ಈを໌จԽして しࣔて Γ͓、
ए年ਓޱのݮগのঢ়گԼでのೖ学ఆһの֬อをୈ1 とٞし、ೖ学ޙの学ੜのج ・ૅ࣮ 学ڭҭ ΑʹΓ社会ʹඞཁと͢ Δਓࡐとして
ҭ੒ので͖ Δڭҭମ ԉମ੍ʹֵ৽͢ΔΑ͏ࢧ੍・ ೔ʹʑऔΓ૊Μでいま͢ 。
　དྷΔ2065年の100周年ʹ͚޲てண࣮ʹڭҭ・研究・஍Ҭ׆ݙߩಈʹऔΓ૊Μでい͘ と͜ʮܧଓはྗなΓʯを、50周年の式యをڍ
行してਂ͘ ৺ʹࠁΉػ会となΓました。

ʮ೔ຊٕۀ࢈ज़ֶ࢙ձୈ��ճ೥ձͷ։࠵Λऴ͑ͯʯ

�݄��೔	౔


։࠵ѫࡰ 　大﨑 紘一 （岡山商科大学副学長）
一般講演　
　1　北部九州の祇園山笠祭礼に見られる山笠台の補強材に関する技術史的考察
 松内 紀之（倉敷市立短期大学）、石村 眞一（郡山女子大学）
　2　醬油醸造業史と国際博覧会・国内博覧会
 天野 雅敏（岡山商科大学）
　3　軍艦島(旧高島炭鉱端島坑)の都市遺産研究に関する研究史
 中村 亨一（一宇一級建築士事務所）、藤原 惠洋（九州大学大学院）
　4　桶・樽の側板における規則性と不規則性
 石村 眞一（郡山女子大学）
　5　日本の汎用工作機械からMC開発にいたる技術革新と
　　　デザイン空白期に関する考察
 梅本 良作（九州大学）、藤原惠洋（九州大学大学院）
　6　帆船から蒸気船への移行時期について―スエズ運河開通のインパクト―
 吉田　 勉（元日本製鋼所）
　7　戦前から戦後におけるオールジャパン体制による日本産業勃興に関する一考察
 井上 尚之（神戸山手大学）
　8　戦後日本における「技術革新」像の変遷―『科学技術白書』を手がかりとして
 有賀 暢迪（国立科学博物館）、亀井 　修（国立科学博物館）
特別講演
　「ナカシマグループにおける新事業への取り組み」
 ナカシマプロペラ株式会社常務取締役　中島 義雄氏　　　　　（以上、会場はアクティブラーニングルーム）

̑̌ 周年記念ࣜయۀࣄ෦ձɹ୅දɹ大㟒ɹߛҰ

�݄��೔	೔


見学会　
　後楽園庭園、児島野﨑家塩業歴史館、鷲羽山展望台、倉紡記念館、
　倉敷民藝館
ത෺ཱݝԂʹͭいては岡山ָޙ　　 ・ؗ಺஑ӳथࢯ ら͔、໺㟒ՈԘ࢙ؗྺۀ、
　૔๰記೦ؗ、૔ෑຽ᥁ؗʹͭいては৿ୢݩতࢯ（岡山ۙ୅࢙研究会会௕）
　 ら͔丁ೡなઆ໌を௖いた。

経営学部　教त　ఱ໺�խහ
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　2005年 ら͔連携แׅڠఆを݁ͼ、͜ れまで༷ʑな連携׆ಈを行 て͖ͬ たਅఉ܊
৽ঙ村のখ૔തढ़村௕ ら͔、2015年8 1݄4೔（ۚ）ʹ 開࠵されΔʮ৽ঙ村ϝϧϔンの
ཬຍགྷΓ大会ʯへのࢀՃґཔが Γ͋、ຊ学 ら͔9໊の学ੜが村を๚れました。
　ຍགྷΓは、࿌をߏ た͑がいͤΜࡩ௨Γを中৺ʹ行Θれ、ՖՐ大会をൽ͖ Γʹ 、໿300
年લ ら͔఻ΘΔʮてΜがら͜ ʯʮ౦ʯʮখ大ࣉʯʮまΜまʯʮૣඋલʯと5छྨのຍགྷΓを、
஍ݩのํʑʹ ڭ て͑໯いながらགྷΓました。࠷ॳʹଠޑがઌಋし、ͦ のޙΖをགྷΓख
さΜがଓ͖ 、࿌のલを中৺ʹԁをඳ͘ Α͏ གྷΓਐΈま͢ 。གྷΓはͦれͧれがϦζϛΧϧな
ௐで、ମશମでԁをඳ͘ۂ Α͏ なಈ͖ を܁Γฦ͢ため、׳れれ͹ൺֱత؆୯ʹགྷΔ͜
とがで͖ ました。
　Նۀٳق中のイベントでし

たが、೔ຊのՆࡇΓがॳめて とͩい͏ ཹ学ੜがଟ਺ࢀՃし、ՖՐ大会 ら͔
ຍགྷΓへとい͏ ՆࡇΓのྲྀれはとて΋৽઱ͩͬ たΑ͏ で͢。また、఻౷の͋Δ
ຍགྷΓを5छ ΋ྨମݧで͖ 、གྷΔ͜ とで஍ݩの とํのҰମ感をಘられた͜ とʹ
感ಈしていました。村の͓年دΓのํは׳れたಈ͖ でܰົʹགྷΓ、また、एい
ํは学ߍでशͬ ていΔ͜ と΋͋ Γ、ʮ れ͜、͖޷ なགྷΓ！ʯと、とて΋ָ しͦ͏ ʹགྷͬ
ていました。৽ঙ村のຍགྷΓを しָΈʹ஍ݩへؼΔとい͏ ΋ํ͓ Γ、৽ঙ村が
कΔจԽをഽで感じΔ͜ とがで͖ ました。

　岡山੨年会ٞ所ओ࠵のʮΩοζϏδωεύーΫin岡山　ʙΘ͘ Θ͘ ະདྷの࢓事୳しʙʯが、2015年8 2݄9೔ʹ 岡山;れ͋いセン
ターで開࠵されました。͜ れはখ学3ߍ年ੜʙ6年ੜのࣇಐをର৅としたबۀମݧイベントで、2ճ目をܴ͑たຊ年౓はࢀՃࣇಐ
400 と໊なΓ、நબで࿙れたࣇಐがいたఔのਓؾイベントとなΓました。ຊ学 ら͔΋学
ੜ32໊がళ௕としてࢀՃし、ڠ さྗͤ ていた͖ͩ ました。
　౰イベントは、࡯ܯ・ফ๷などの公తؔػをはじめ、Χレー԰・ϐβ԰・ύςΟγΤな
どのҿ৯ۀ、ͦ のଞʹ์ૹہ・大޻・ωイϧアート・ΧϝϥϚンなどのଟछଟ༷な৬ۀ
が40ళฮग़ళ͢Δ中、ࢀՃࣇಐは、まͣϋϩーϫーΫでやΓたい࢓事をબͼ、ܾ め
られた時ؒʹ࢓事をମݧし、ͦ のڅʹޙ༩をԾ想௨՟で΋らい、ͦ の௨՟を࢖ てͬ
ങい෺を͢Δ、͜ れを࠷大4ճ܁Γฦ と͢い͏ ΋ので͢。খ学ੜがڵຯの͋Δ࢓事
がମݧで͖ Δͩ ͚でな͘ 、ಇいた報ुをಘて、ಘた報ुを͏࢖ といͬ たࡁܦのҰ॥
؀΋ಉ時ʹ学Ϳ と͜がで͖ Δۚ༥ڭࡁܦҭを行 Δ͑وॏなイベントで͋Δとଊ て͑
いま͢ 。
　ళ௕としてࢀՃしたຊ学の学ੜは、ͦ れͧれ୲౰したళฮで、ࣇಐʹମݧして΋ら͏ ըをはじا事಺༰のଧͪ合Θͤ等の࢓
め、લ೔の४උ、౰೔のӡӦといͬ たଟ๩なεέδϡーϧを͜ なし、౰೔はň大学ੜのܑ͓さΜ、͓ 、ど΋ୡʹཔられࢠさΜŉとして࢞
ど΋ୡがࢠ しָΜで࢓事がで͖ ΔΑ͏ ళ௕の໾ׂをՌたしていました。また、֤ ళฮのεタοϑとしてࢀՃした岡山౦商ߴۀ等学

ੜとの連携΋͏ߍߴのߍ ま͘ な͜
し、ແ事 イʹベントをऴ Δ͑͜ とが
で͖ ました。
　イベントऴྃޙ、学ੜ ら͔はখ
学ੜʹڭ Δ͑大มさをݧܦした
との੠΋͋ Γ、ී ஈではຯΘ͑な
いوॏなମݧを͢Δ͜ とがで͖
たΑ͏ ࢥʹ ま͑͢。2016年౓΋Ҿ
͖ଓ͖、ຊ学のଟ の͘学ੜがࢀ
Ճして੝Γ্ ͛てい͚Δ͜ とをظ
଴しま͢ 。
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「新庄村メルヘンの里 盆踊り大会への参加」｢キッズビジネスパークin岡山｣への参加

　（Ұ社）岡山ࡁܦಉ༑会との連携事ۀʮϘϥンςΟアϓϩϑΣοαー੍౓ʯʹ ΑΔ
科目ʮ岡山ܦӦऀ࿦ʯʹ てごొஃ௖いた岡山中ԝڕ市株式会社のಉલ༟Ұ࿕
୅දऔక໾社௕ ら͔、岡山市市৔事ۀ෦、岡山ڠٴීڕ͓ݝ会ٴͼ岡山市中
ԝԷച市৔੨Ռ෺ফඅ֦大ਪਐҕһ会などがओ͢࠵Δʮ岡山市中ԝԷച市
৔いͪ͹大学ʯのご঺հが Γ͋、ୈ1ճ目の2015年9݄ 12೔（౔）は学ੜ23໊、ୈ2
ճ目の12݄ 5೔（౔）は11໊の学ੜがࢀՃしました。
　ே4時ʹ集合し、ਫ産෺や੨Ռ෺市৔の ΓͤചΓや஥Էऀۀ ΑʹΔϚάϩの
ղମを見学͢Δとڞʹ、Ϛイφε50 の̂大ܕਫ産ྫྷౚݿの中ʹೖΓ、פۃのੈ
քをମݧしました。ͦ のޙ、行Θれた৯ҭ講ԋ会では、岡山市อ݈所 ら͔৯඼

Ӵੜの大੾さを学Ϳとڞʹ、ओऀ࠵ ら͔市৔のݱঢ়ʹͭいての͓࿩を࢕いました。ड講ޙは、ϚάϩやϚεΧοト・Ϧンΰの৯΂
ൺ΂など、وॏな०の΋のを୔山௖͘ と͜がで͖ ました。
　ேૣ͘ ら͔のイベントでしたが、学ੜ΋見た͜ とのない市৔の༷ࢠʹ大ڵฃ。また、஥ԷചΓ৔見学のࡍ、Ұ෦の஥Էで࢓ೖれ
ମݧをし、஥ԷചΓ৔とখചళのҧいを感じていました。ʮ岡山の୆所ʯ͔ らࣗ ෼たͪのखݩʹಧ͘ までどのΑ͏ なܦ࿏をたどͬ て
いΔの͔、࣮ ࡍ 目ʹで見て、感じ、ઉでຯΘ͏ 、大ม༗意ٛなݧܦを͢Δ͜ とがで͖ ました。

「岡山市中央卸売市場“いちば大学”への参加」

ɹຖ೥ɺຊֶͰ࣮͠ࢪ ͍ͯ ΔϑΟʔϧυελσΟʹ ͍ͭͯͷใࠂΛ͞ ͤͯ௖͍ͯ
Γ͓·͢ ͕ɺ201�೥౓͸঎޻ձٞॴ੨೥෦ͷୈ̏ ճ̑શࠃେձͷதͰͷൃ

දͱͳΓ·͠ ͨɻ
ɹ2016೥2݄ 1�೔ʹ ࠵Λձ৔ʹ։͞ߍԼখֶࢁ಺چ Εͨ ୈ̍ ෼ՊձͷϓϨ
θϯେձʹ͓͍ͯɺňΩοζϏδωεύʔΫJOԬࢁŉʹళ௕ͱ͠ Ճ͠ࢀͯ Ӧܦͨ
ֶ෦ܦӦֶՊ̎ ೥ͷਿຊ༔ଠ܅ͱ๺઒ਅඒ͞ Μͷ̎ ໊͕ɺʮΩοζϏδωε
ύʔΫJOԬࢁʯ͸খֶੜʹର Δۚ͢༥ڭࡁܦҭͷҰ؀ͱ͠ ͯҙٛͷ Δ͋΋ͷ
Ͱ͋ ΓɺԬࢁͷকདྷΛ୲͏ ҭͱ͠ڭͲ΋ୡͷࢠ ֦ͯॆ͠ ɺҰਓͰ΋ଟ͘ ͷখֶੜ
Ճ͠ࢀ͕ ͍ͯ ͘͜ ͱΛΞϐʔϧ͠ ·͠ ͨɻ·ͨ ɺܦӦֶ෦঎ֶՊ'1ίʔε3೥ͷ
ऱ࿬੟໵܅ͱԼݟཬࠫ Μ͕͞ɺݹຽՈΛ׆༻͠ ϏͨδωεʹΑΔ஍Ҭੑ׆
Խʹ͍ͭͯɺԬݝࢁ಺ͷࣄ Λྫத৺ʹൃද͠ ·͠ ͨɻ

͓͔΍·ϩーΧϧΞιγΤイトでͷ
ϑΟーϧυεタσΟใࠂ 3FQPSU
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　2005年 ら͔連携แׅڠఆを݁ͼ、͜ れまで༷ʑな連携׆ಈを行 て͖ͬ たਅఉ܊
৽ঙ村のখ૔തढ़村௕ ら͔、2015年8 1݄4೔（ۚ）ʹ 開࠵されΔʮ৽ঙ村ϝϧϔンの
ཬຍགྷΓ大会ʯへのࢀՃґཔが Γ͋、ຊ学 ら͔9໊の学ੜが村を๚れました。
　ຍགྷΓは、࿌をߏ た͑がいͤΜࡩ௨Γを中৺ʹ行Θれ、ՖՐ大会をൽ͖ Γʹ 、໿300
年લ ら͔఻ΘΔʮてΜがら͜ ʯʮ౦ʯʮখ大ࣉʯʮまΜまʯʮૣඋલʯと5छྨのຍགྷΓを、
஍ݩのํʑʹ ڭ て͑໯いながらགྷΓました。࠷ॳʹଠޑがઌಋし、ͦ のޙΖをགྷΓख
さΜがଓ͖ 、࿌のલを中৺ʹԁをඳ͘ Α͏ གྷΓਐΈま͢ 。གྷΓはͦれͧれがϦζϛΧϧな
ௐで、ମશମでԁをඳ͘ۂ Α͏ なಈ͖ を܁Γฦ͢ため、׳れれ͹ൺֱత؆୯ʹགྷΔ͜
とがで͖ ました。
　Նۀٳق中のイベントでし

たが、೔ຊのՆࡇΓがॳめて とͩい͏ ཹ学ੜがଟ਺ࢀՃし、ՖՐ大会 ら͔
ຍགྷΓへとい͏ ՆࡇΓのྲྀれはとて΋৽઱ͩͬ たΑ͏ で͢。また、఻౷の͋Δ
ຍགྷΓを5छ ΋ྨମݧで͖ 、གྷΔ͜ とで஍ݩの とํのҰମ感をಘられた͜ とʹ
感ಈしていました。村の͓年دΓのํは׳れたಈ͖ でܰົʹགྷΓ、また、एい
ํは学ߍでशͬ ていΔ͜ と΋͋ Γ、ʮ れ͜、͖޷ なགྷΓ！ʯと、とて΋ָ しͦ͏ ʹགྷͬ
ていました。৽ঙ村のຍགྷΓを しָΈʹ஍ݩへؼΔとい͏ ΋ํ͓ Γ、৽ঙ村が
कΔจԽをഽで感じΔ͜ とがで͖ ました。

　岡山੨年会ٞ所ओ࠵のʮΩοζϏδωεύーΫin岡山　ʙΘ͘ Θ͘ ະདྷの࢓事୳しʙʯが、2015年8 2݄9೔ʹ 岡山;れ͋いセン
ターで開࠵されました。͜ れはখ学3ߍ年ੜʙ6年ੜのࣇಐをର৅としたबۀମݧイベントで、2ճ目をܴ͑たຊ年౓はࢀՃࣇಐ
400 と໊なΓ、நબで࿙れたࣇಐがいたఔのਓؾイベントとなΓました。ຊ学 ら͔΋学
ੜ32໊がళ௕としてࢀՃし、ڠ さྗͤ ていた͖ͩ ました。
　౰イベントは、࡯ܯ・ফ๷などの公తؔػをはじめ、Χレー԰・ϐβ԰・ύςΟγΤな
どのҿ৯ۀ、ͦ のଞʹ์ૹہ・大޻・ωイϧアート・ΧϝϥϚンなどのଟछଟ༷な৬ۀ
が40ళฮग़ళ͢Δ中、ࢀՃࣇಐは、まͣϋϩーϫーΫでやΓたい࢓事をબͼ、ܾ め
られた時ؒʹ࢓事をମݧし、ͦ のڅʹޙ༩をԾ想௨՟で΋らい、ͦ の௨՟を࢖ てͬ
ങい෺を͢Δ、͜ れを࠷大4ճ܁Γฦ と͢い͏ ΋ので͢。খ学ੜがڵຯの͋Δ࢓事
がମݧで͖ Δͩ ͚でな͘ 、ಇいた報ुをಘて、ಘた報ुを͏࢖ といͬ たࡁܦのҰ॥
؀΋ಉ時ʹ学Ϳ と͜がで͖ Δۚ༥ڭࡁܦҭを行 Δ͑وॏなイベントで͋Δとଊ て͑
いま͢ 。
　ళ௕としてࢀՃしたຊ学の学ੜは、ͦ れͧれ୲౰したళฮで、ࣇಐʹମݧして΋ら͏ ըをはじا事಺༰のଧͪ合Θͤ等の࢓
め、લ೔の४උ、౰೔のӡӦといͬ たଟ๩なεέδϡーϧを͜ なし、౰೔はň大学ੜのܑ͓さΜ、͓ 、ど΋ୡʹཔられࢠさΜŉとして࢞
ど΋ୡがࢠ しָΜで࢓事がで͖ ΔΑ͏ ళ௕の໾ׂをՌたしていました。また、֤ ళฮのεタοϑとしてࢀՃした岡山౦商ߴۀ等学

ੜとの連携΋͏ߍߴのߍ ま͘ な͜
し、ແ事 イʹベントをऴ Δ͑͜ とが
で͖ ました。
　イベントऴྃޙ、学ੜ ら͔はখ
学ੜʹڭ Δ͑大มさをݧܦした
との੠΋͋ Γ、ී ஈではຯΘ͑な
いوॏなମݧを͢Δ͜ とがで͖
たΑ͏ ࢥʹ ま͑͢。2016年౓΋Ҿ
͖ଓ͖、ຊ学のଟ の͘学ੜがࢀ
Ճして੝Γ্ ͛てい͚Δ͜ とをظ
଴しま͢ 。
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「新庄村メルヘンの里 盆踊り大会への参加」｢キッズビジネスパークin岡山｣への参加

　（Ұ社）岡山ࡁܦಉ༑会との連携事ۀʮϘϥンςΟアϓϩϑΣοαー੍౓ʯʹ ΑΔ
科目ʮ岡山ܦӦऀ࿦ʯʹ てごొஃ௖いた岡山中ԝڕ市株式会社のಉલ༟Ұ࿕
୅දऔక໾社௕ ら͔、岡山市市৔事ۀ෦、岡山ڠٴීڕ͓ݝ会ٴͼ岡山市中
ԝԷച市৔੨Ռ෺ফඅ֦大ਪਐҕһ会などがओ͢࠵Δʮ岡山市中ԝԷച市
৔いͪ͹大学ʯのご঺հが Γ͋、ୈ1ճ目の2015年9݄ 12೔（౔）は学ੜ23໊、ୈ2
ճ目の12݄ 5೔（౔）は11໊の学ੜがࢀՃしました。
　ே4時ʹ集合し、ਫ産෺や੨Ռ෺市৔の ΓͤചΓや஥Էऀۀ ΑʹΔϚάϩの
ղମを見学͢Δとڞʹ、Ϛイφε50 の̂大ܕਫ産ྫྷౚݿの中ʹೖΓ、פۃのੈ
քをମݧしました。ͦ のޙ、行Θれた৯ҭ講ԋ会では、岡山市อ݈所 ら͔৯඼

Ӵੜの大੾さを学Ϳとڞʹ、ओऀ࠵ ら͔市৔のݱঢ়ʹͭいての͓࿩を࢕いました。ड講ޙは、ϚάϩやϚεΧοト・Ϧンΰの৯΂
ൺ΂など、وॏな०の΋のを୔山௖͘ と͜がで͖ ました。
　ேૣ͘ ら͔のイベントでしたが、学ੜ΋見た͜ とのない市৔の༷ࢠʹ大ڵฃ。また、஥ԷചΓ৔見学のࡍ、Ұ෦の஥Էで࢓ೖれ
ମݧをし、஥ԷചΓ৔とখചళのҧいを感じていました。ʮ岡山の୆所ʯ͔ らࣗ ෼たͪのखݩʹಧ͘ までどのΑ͏ なܦ࿏をたどͬ て
いΔの͔、࣮ ࡍ 目ʹで見て、感じ、ઉでຯΘ͏ 、大ม༗意ٛなݧܦを͢Δ͜ とがで͖ ました。

「岡山市中央卸売市場“いちば大学”への参加」

ɹຖ೥ɺຊֶͰ࣮͠ࢪ ͍ͯ ΔϑΟʔϧυελσΟʹ ͍ͭͯͷใࠂΛ͞ ͤͯ௖͍ͯ
Γ͓·͢ ͕ɺ201�೥౓͸঎޻ձٞॴ੨೥෦ͷୈ̏ ճ̑શࠃେձͷதͰͷൃ

දͱͳΓ·͠ ͨɻ
ɹ2016೥2݄ 1�೔ʹ ࠵Λձ৔ʹ։͞ߍԼখֶࢁ಺چ Εͨ ୈ̍ ෼ՊձͷϓϨ
θϯେձʹ͓͍ͯɺňΩοζϏδωεύʔΫJOԬࢁŉʹళ௕ͱ͠ Ճ͠ࢀͯ Ӧܦͨ
ֶ෦ܦӦֶՊ̎ ೥ͷਿຊ༔ଠ܅ͱ๺઒ਅඒ͞ Μͷ̎ ໊͕ɺʮΩοζϏδωε
ύʔΫJOԬࢁʯ͸খֶੜʹର Δۚ͢༥ڭࡁܦҭͷҰ؀ͱ͠ ͯҙٛͷ Δ͋΋ͷ
Ͱ͋ ΓɺԬࢁͷকདྷΛ୲͏ ҭͱ͠ڭͲ΋ୡͷࢠ ֦ͯॆ͠ ɺҰਓͰ΋ଟ͘ ͷখֶੜ
Ճ͠ࢀ͕ ͍ͯ ͘͜ ͱΛΞϐʔϧ͠ ·͠ ͨɻ·ͨ ɺܦӦֶ෦঎ֶՊ'1ίʔε3೥ͷ
ऱ࿬੟໵܅ͱԼݟཬࠫ Μ͕͞ɺݹຽՈΛ׆༻͠ ϏͨδωεʹΑΔ஍Ҭੑ׆
Խʹ͍ͭͯɺԬݝࢁ಺ͷࣄ Λྫத৺ʹൃද͠ ·͠ ͨɻ

͓͔΍·ϩーΧϧΞιγΤイトでͷ
ϑΟーϧυεタσΟใࠂ 3FQPSU
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ʮ࣌୅ͷʠைྲྀͱਂ૚ʡΛಡΈղ͘ ʯΛίϯηϓτʹɺ֤ ෼໺ͷୈҰઢͰ׆༂͢Δڀݚ ɾऀܦӦ ɾऀจԽਓ౳Λࢣߨʹট͍ͯ։͢࠵Δ
ԋձhߨ ༦ ʢֶ͖ͤ ͕͘ ʣߨेޒʢɦओ࠵ɿࣜגձࣾܚጯֶज़ۀࣄձʣΛશࠃͰݟΒΕΔαʔϏεͰ͢ɻ࠷ઌ୺ͷಈըσʔλѹॖٕज़
ͱ҆ఆ͠ ͨ഑৴ٕज़ʹΑΓߴɺ ਫ਼౓ͷը࣭ͱഭྗ Δ͋Ի੠Ͱड͠ߨ ͍͚ͯͨͩ ·͢ ɻ

୅のʠைྲྀͱਂ૚ʡをಡΈղ࣌ ɻ͘
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2016年度前期配信講座一覧

【受講イメージ】

サテライト会場
（全国）東京会場

『夕学五十講』会場
（東京・丸ビル）

サテライト会場
 （全国のパートナー会場）

中継 受信

インターネット
配信

2016年3月1೔ݱ在の予定です。౎合によりมߋとなる場合があります。

OKAYAMA  SHOKA  UNIVERSITY

商大レビュー vol.25

ԋձߨጯؙͷ಺γςΟΩϟンύεͷ定ྫܚ

�h ༦ （ֶせきがく）ߨेޒʢɦ౦ژ։࠵ʣを
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹインターネットでதܧ഑৴

ʻ����೥౓લظͷߨԋςʔマʼ

相克は
越えられるのか

見たことのない
時代を拓く

しなやかに
生きる時代を拓く 生きる

変わりゆく
神話をめぐって

経営の
筋力と弾力

ਓのྗを৴じΔܦӦ/ۃਓʹฉ͘ /ٕज़とઓུが୓͘ ۙະདྷ/
ฉ͘ʹӶの࿦٬ؾ /จԽとྺ࢙でੈքをಡΈղ͘ /社会の໰୊ղܾʹ௅Ήςーマ2015年度 前期 サテライト配信講演実績

ઓུとٕज़が୓͘ ۙະདྷ/ؾӶの࿦٬ʹฉ͘ /৴པとڞ感のܦӦ/
見͑ないੈքʹ௅Ή/จԽとྺ࢙でੈքをಡΈղ͘ /೔ຊのιϑトύϫーςーマ2015年度 後期 サテライト配信講演実績

�݄��日（水）

竹中 平蔵ᴹܚጯٛक़େֶ
૯߹੓ֶࡦ෦ڭतɾ
άϩʔόϧηΩϡϦςΟڀݚॴॴ௕

ʮྺ࢙の໊ݴからະདྷをಡむʯ

▼
ܚ
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̘
̘
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ֶ
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＜相克は越えられるのか＞

�݄�日（水）

高田 朝子ᴹ๏੓େֶܦӦେֶӃΠϊϕʔγϣϯɾ
ϚωδϝϯτڀݚՊڭत�

ʮঁੑマネージャーをҭむɺ׆かすɺԡし্げるʯ

＜経営の筋力と弾力＞

�݄��日（໦）

荒木 香織ᴹฌཱݝݿେֶڥ؀ਓֶؒ෦�।ڭत

ʮラグビー೔ຊ୅දチームをมえたメンタルコーチʯ

＜経営の筋力と弾力＞

�݄��日（໦）

原　 晋ᴹ ੨ֶࢁӃେֶ཮্ٕڝ෦؂ಜ

ʮ౦ژオリンピックに޲けての཮্վֵʯ

＜しなやかに生きる＞

�݄�日（ۚ）

鎌田 浩毅ᴹژ౎େֶڭतɾ஍ٿՊֶऀ

ʮ೔ຊྻౡにഭりདྷるՐࢁと஍਒のػة
�ɹɹɹ ʮKେ஍มಈの࣌୅ʯをੜきԆびるᴷʯ

＜変わりゆく神話をめぐって＞

�݄�日（ۚ）

小松 和彦ᴹࡍࠃ೔ຊจԽڀݚηϯλʔ�ॴ௕

ʮ೔ຊの༯ոจԽ�ᴷそのྺ࢙とಛ௃ᴷʯ

＜しなやかに生きる＞

�݄��日（水）

一條 和生ᴹҰڮେֶେֶӃ
तڭ�Պ௕ڀݚ�Պڀݚઓུۀاࡍࠃ
*.%ಛ೚ڭत

ʮ࣮ફݧܦを௨じてഓった
ɹɹɹ࣮ફ஌としてのʮリーダーシップの఩ֶʯ
ɹɹ リKーダーシップɾジャーニーをาむためにᴷʯ

＜経営の筋力と弾力＞

�݄��日（໦）

名和 高司ᴹҰڮେֶେֶӃ
तڭՊ�ಛ೚ڀݚઓུۀاࡍࠃ

ʮ$47ܦӦ�ᴷߴऩӹとࣾ ձ໰୊のಉ࣌ղܾを໨ࢦすʯ

＜見たことのない時代を拓く＞

�݄��日（݄）

塩沼 亮潤ᴹઋ୆ࢢɾळอॅ�ࣉ؟࣊��৬

ʮいつも໌ るい৺でੜきてߦく�ʯ

＜しなやかに生きる＞
�݄��日（໦）

楠木 建ᴹ ҰڮେֶେֶӃ
तڭ�Պڀݚઓུۀاࡍࠃ

ʮ௕ظརӹのݯઘをߟえるɿ
ɹɹɹɹɹɹオポチュニティとクオリティʯ

＜見たことのない時代を拓く＞

�݄��日（Ր）

山本 昌ᴹ εϙʔπίϝϯςʔλʔ

ʮܧଓする৺ʯ

＜しなやかに生きる＞

�݄��日（水）

山根 節ᴹ ૣҴాେֶେֶӃڭतʢϏδωεεΫʔϧʣ
तʢϏδωεεΫʔϧʣڭጯٛक़େֶ໊༪ܚ

ʮなぜあのਓはܦӦのプロとݺばれるのかʁʯ

＜経営の筋力と弾力＞

�݄��日（ۚ）

姜 尚中ᴹ ౦ژେֶ໊༪ڭतɺ۽ຊཱܶݝ৔ؗ௕

ʮѱとの޲き߹いํʯ

＜変わりゆく神話をめぐって＞

�݄��日（Ր）

山岸 俊男ᴹҰڮେֶେֶӃ
तڭՊ�ಛ೚ڀݚઓུۀاࡍࠃ

ʮ҆৺ࣾձから৴པࣾձへʯ

＜経営の筋力と弾力＞

�݄�日（໦）

石坂 典子ᴹੴࣜגۀ࢈ࡔձࣾ�୅දऔక໾

ʮࣗવと஍Ҭがڞੜを໨ࢦす
ɹɹɹʙڞにҭみɺڞにӫえるɺ
ɹɹɹɹɹɹ���೥ઌのۀاづくりʙʯ

＜見たことのない時代を拓く＞

�݄�೔ʢՐʣɹ�ʻਓͷ Λྗ৴͡ ΔܦӦʼ

田村 次朗 （たむら　じろう）

तڭጯٛक़େֶ๏ֶ෦ܚ
ϋʔόʔυେֶަࡍࠃবֶϓϩάϥϜɾΠϯλʔφγϣφϧɾ
ΞΧσϛοΫɾΞυόΠβʔ

ʮʮํࡾΑ͠ ʯͷର࿩ྗ
ʙ໰୊ղܾͷͨΊͷઓུతަবֶೖ໳ʙʯ

6 2݄2೔ʢ݄ʣɹʻࣾձͷ໰୊ղܾʹ௅Ήʼ

山本 雄士 （やまもと　ゆうじ）

ձࣜג ϛࣾφέΞ�୅දऔక໾

ʮ౤ܕࢿҩྍͱ͍ ͏ࣾ ձΠϊϕʔγϣϯʯ

�݄1೔ʢਫʣɹʻۃਓʹฉ͘ ʼ

山下 洋輔 （やました　ようすけ）

δϟζɾϐΞχετɺཱࠃԻָେֶটᡈڭत

ʮࠢͷԻָ�δϟζͷັྗʯ

�݄�೔ʢՐʣɹʻؾӶͷ࿦٬ʹฉ͘ ʼ

伊藤 元重 （いとう　もとしげ）

౦ژେֶେֶӃڀݚֶࡁܦՊڭ�त

ʮࡁܦࡍࠃͱ೔ຊͷ՝୊ʯ

�݄16೔ʢ໦ʣɹʻࣾձͷ໰୊ղܾʹ௅Ήʼ

村木 厚子 （むらき　あつこ）

ްੜ࿑ಇࣄ຿׭࣍

ʮঁੑ͕͍͖ ͍͖ ͱಇ͘ ࣾձʯ

�݄22೔ʢਫʣɹʻؾӶͷ࿦٬ʹฉ͘ ʼ

冨山 和彦 （とやま　かずひこ）

൫ɹ୅දऔక໾$&0ج૑ڞӦܦձࣾࣜג

ʮ೔ຊ͸ϩʔΧϧࡁܦͰᙋΔʯ

�݄10೔ʢۚʣɹʻਓͷ Λྗ৴͡ ΔܦӦʼ

唐池 恒二 （からいけ　こうじ）

۝भཱྀ٬మಓࣜגձࣾɹ୅දऔక໾ձ௕

ʮເΈΔྗ ʮ͕ᔅʯΛͭ͘ Δʯ

�݄1�೔ʢՐʣɹʻۃਓʹฉ͘ ʼ

ヤマザキマリ
ອըՈ

ʮลڥͷͳ͍ੜ͖ํʯ

�݄22೔ʢۚʣɹʻਓͷ Λྗ৴͡ ΔܦӦʼ

松本 晃 （まつもと　あきら）

ΧϧϏʔࣜגձࣾɹ୅දऔక໾ձ௕݉$&0

ʮΧϧϏʔ͸Ͳ͏ ΍ͬͯ มΘͬ ͨͷ͔ʯ

�݄26೔ʢՐʣɹʻۃਓʹฉ͘ ʼ

川村 元気 （かわむら　げんき）

өըϓϩσϡʔαʔɾখઆՈ

ʮاըʹ͓ Δ͚ʡൃ ʡͱʡൃݟ ໌ʡʯ

6݄�೔ʢ໦ʣɹʻؾӶͷ࿦٬ʹฉ͘ ʼ

水野 和夫 （みずの　かずお）

೔ຊେֶֶ܎ؔࡍࠃ෦ڭ�त

ʮࢿຊओٛͷऴᖼͱྺ࢙ͷػةʯ

6݄�೔ʢՐʣ��ɹʻจԽͱྺ࢙ͰੈքΛಡΈղ͘ ʼ

千住 博 （せんじゅ　ひろし）

ըՈɾژ౎଄ܳܗज़େֶڭत

ʮ೔ຊͷඒɺੈ քͷඒʯ

6݄1�೔ʢਫʣ��ɹʻਓͷ Λྗ৴͡ ΔܦӦʼ

遠藤 功 （えんどう　いさお）

ૣҴాେֶϏδωεεΫʔϧڭ�तɺ
ձࣾϩʔϥϯυɾϕϧΨʔɹձ௕ࣜג

ʮݱ৔ Λྗ஁ Δ͑
ɹɹʙʮඇຌͳݱ৔ʯΛͭ͘ Δͨ Ίʹʙʯ

�݄1�೔ʢۚʣɹʻٕज़ͱઓུ͕୓͘ ۙະདྷʼ

山田 英夫 （やまだ　ひでお）

ૣҴాେֶϏδωεεΫʔϧڭ�त

ʮڝ૪͠ ͳ͍ڝ૪ઓུ
ɹɹʙੵۃతͳඇڝ૪ͷ͢͢Ίʙʯ

�݄12೔ʢՐʣɹʻۃਓʹฉ͘ ʼ

五木 寛之 （いつき　ひろゆき）

Ո࡞

ԋ�0෼ͷΈɺ࣭ߨ˞ ٙԠ౴͸ Γ͋·ͤ Μɻ
ʮྦͱস͍ʯ

10݄2೔ʢۚʣɹʻઓུͱٕज़͕୓͘ ۙະདྷʼ

川村 隆 （かわむら　たかし）

ॴ�૬ஊ໾࡞ձࣾ೔ཱ੡ࣜג

ԋ60෼ɺ࣭ߨ˕ ٙԠ౴60෼ͷߏ੒Ͱ͢ɻ
ʮϥετϚϯͷੜ͖ํʯ

11݄11೔ʢਫʣɹʻઓུͱٕज़͕୓͘ ۙະདྷʼ

尾山 基 （おやま　もとい）

ձࣾΞγοΫε�୅දऔక໾ࣾ௕$&0ࣜג

ʮΞγοΫεͷάϩʔόϧઓུʯ

1݄1�೔ʢ໦ʣɹʻ೔ຊͷιϑτύϫʔʼ

春風亭 一之輔 （しゅんぷうてい　いちのすけ）

མޠՈ

ʮམޠͷ͔ͪ Βʯ

1݄26೔ʢՐʣɹʻઓུͱٕज़͕୓͘ ۙະདྷʼ

三品 和広 （みしな　かずひろ）

ਆށେֶେֶӃܦӦֶڀݚՊڭ�त

ʮߴऩӹۀࣄͷ૑Γํ ʯ

11݄1�೔ʢਫʣɹɹʻݟ ͳ͍͑ੈքʹ௅Ήʼ

高田 礼人 （たかだ　あやと）

๺ւಓେֶਓ्ڞ௨ײછ঱Ϧαʔνηϯλʔڭ�त

ʮ΢Πϧε͸Ͳ͏ ΍ͬͯ ੜ͖ͯͬ࢒ ͍Δͷ͔ʯ

11݄26೔ʢ໦ʣɹʻؾӶͷ࿦٬ʹฉ͘ ʼ

野田 稔 （のだ　みのる）

Ұൠࣾஂ๏ਓ�ࣾձਓֶࣷࡐ�क़௕ɺ
तڭ�ՊڀݚେֶେֶӃάϩʔόϧɾϏδωε࣏໌

˕ରஊࣜܗͰߦ ·͍͢ ɻ

ʮ૊৫ਓࡐ Β͔ʡࣾ ձਓࡐʡ΁ʯ

12݄3೔ʢ໦ʣɹɹʻจԽͱྺ࢙ͰੈքΛಡΈղ͘ ʼ

都倉 武之 （とくら　たけゆき）

तڭηϯλʔ�।ڀݚጯٛक़෱ᖒܚ

特攻を経験された方を含む
　　　　　　　元学徒兵の方々
ʮઓ�0ޙ೥ɺhֶੜͱઓ૪ Λɦߟ Δ͑ʯ

12݄1�೔ʢՐʣɹʻݟ ͳ͍͑ੈքʹ௅Ήʼ

榎本 英剛 （えのもと　ひでたけ）

Α͘ ੜ Δ͖ڀݚॴ�୅ද

ʮࣗ෼΋ੈք΋ͤ޾ʹ͢Δੜ͖ํʯ

12݄1�೔ʢ໦ʣɹʻจԽͱྺ࢙ͰੈքΛಡΈղ͘ ʼ

前野 隆司 （まえの　たかし）

तڭ�Պڀݚጯٛक़େֶେֶӃγεςϜσβΠϯɾϚωδϝϯτܚ

˞མޠҰ੮Λަ͑ͨ �0෼ͱ࣭ٙԠ౴30෼ͷߏ੒Ͱ͢ɻ

ʮͤ޾ͷ೔ຊ࿦
ɹɹʕ೔ຊͷݸਓͱۀا͸͍͔ʹ Δ͋΂͖ ͔ʯ

10݄1�೔ʢਫʣɹʻؾӶͷ࿦٬ʹฉ͘ ʼ

為末 大 （ためすえ　だい）

ʮષͱϋʔυϧʯ

坂下 玄哲 （さかした　もとたか）

तڭՊ�।ڀݚӦ؅ཧܦጯٛक़େֶେֶӃܚ

ʮফඅऀߦಈͱϒϥϯυɾϚωδϝϯτʯ

10݄21೔ʢਫʣɹʻؾӶͷ࿦٬ʹฉ͘ ʼ

大竹 文雄 （おおたけ　ふみお）

େࡕେֶࣾձڀݚࡁܦॴڭ�त

ʮֶࡁܦతߟࢥ๏ʯ

10݄30೔ʢۚʣɹʻ৴པͱײڞͷܦӦʼ

西條 剛央 （さいじょう　たけお）

ૣҴాେֶେֶӃ঎ֶڀݚՊ.#"ίʔε�٬һ।ڭत

ʮνʔϜͷ Λྗ͔͢׆૊৫࿦
ɹɹʙྑ͍૊৫࡞ΓͷͨΊͷ࣮ફత࠲ࢹʙʯ

11݄2೔ʢ݄ʣɹʻ৴པͱײڞͷܦӦʼ

清宮 克幸 （きよみや　かつゆき）

ϥάϏʔτοϓϦʔάɾϠϚϋൃಈػδϡϏϩ�؂ಜ

ʮ༗ߦ࣮ݴʯ

11݄10೔ʢՐʣɹɹʻؾӶͷ࿦٬ʹฉ͘ ʼ

宮本 雄二 （みやもと　ゆうじ）

࢖େݖಛ໋શࠃறதݩॴ�୅දɺڀݚຊΞδΞٶ

ʮशۙฏͷதࠃʯ

10݄16೔ʢۚʣɹʻ৴པͱײڞͷܦӦʼ
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2016年度前期配信講座一覧

【受講イメージ】

サテライト会場
（全国）東京会場

『夕学五十講』会場
（東京・丸ビル）

サテライト会場
 （全国のパートナー会場）

中継 受信

インターネット
配信

2016年3月1೔ݱ在の予定です。౎合によりมߋとなる場合があります。

OKAYAMA  SHOKA  UNIVERSITY

商大レビュー vol.25

ԋձߨጯؙͷ಺γςΟΩϟンύεͷ定ྫܚ

�h ༦ （ֶせきがく）ߨेޒʢɦ౦ژ։࠵ʣを
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹインターネットでதܧ഑৴

ʻ����೥౓લظͷߨԋςʔマʼ

相克は
越えられるのか

見たことのない
時代を拓く

しなやかに
生きる

変わりゆく
神話をめぐって

経営の
筋力と弾力

ਓのྗを৴じΔܦӦ/ۃਓʹฉ͘ /ٕज़とઓུが୓͘ ۙະདྷ/
ฉ͘ʹӶの࿦٬ؾ /จԽとྺ࢙でੈքをಡΈղ͘ /社会の໰୊ղܾʹ௅Ήςーマ2015年度 前期 サテライト配信講演実績

ઓུとٕज़が୓͘ ۙະདྷ/ؾӶの࿦٬ʹฉ͘ /৴པとڞ感のܦӦ/
見͑ないੈքʹ௅Ή/จԽとྺ࢙でੈքをಡΈղ͘ /೔ຊのιϑトύϫーςーマ2015年度 後期 サテライト配信講演実績

�݄��日（水）

竹中 平蔵ᴹܚጯٛक़େֶ
૯߹੓ֶࡦ෦ڭतɾ
άϩʔόϧηΩϡϦςΟڀݚॴॴ௕

ʮྺ࢙の໊ݴからະདྷをಡむʯ

▼
ܚ
ጯ
̢
̘
̘
༦
ֶ
ߨ
࠲

＜相克は越えられるのか＞

�݄�日（水）

高田 朝子ᴹ๏੓େֶܦӦେֶӃΠϊϕʔγϣϯɾ
ϚωδϝϯτڀݚՊڭत�

ʮঁੑマネージャーをҭむɺ׆かすɺԡし্げるʯ

＜経営の筋力と弾力＞

�݄��日（໦）

荒木 香織ᴹฌཱݝݿେֶڥ؀ਓֶؒ෦�।ڭत

ʮラグビー೔ຊ୅දチームをมえたメンタルコーチʯ

＜経営の筋力と弾力＞

�݄��日（໦）

原　 晋ᴹ ੨ֶࢁӃେֶ཮্ٕڝ෦؂ಜ

ʮ౦ژオリンピックに޲けての཮্վֵʯ

＜しなやかに生きる＞

�݄�日（ۚ）

鎌田 浩毅ᴹژ౎େֶڭतɾ஍ٿՊֶऀ

ʮ೔ຊྻౡにഭりདྷるՐࢁと஍਒のػة
�ɹɹɹ ʮKେ஍มಈの࣌୅ʯをੜきԆびるᴷʯ

＜変わりゆく神話をめぐって＞

�݄�日（ۚ）

小松 和彦ᴹࡍࠃ೔ຊจԽڀݚηϯλʔ�ॴ௕

ʮ೔ຊの༯ոจԽ�ᴷそのྺ࢙とಛ௃ᴷʯ

＜しなやかに生きる＞

�݄��日（水）

一條 和生ᴹҰڮେֶେֶӃ
तڭ�Պ௕ڀݚ�Պڀݚઓུۀاࡍࠃ
*.%ಛ೚ڭत

ʮ࣮ફݧܦを௨じてഓった
ɹɹɹ࣮ફ஌としてのʮリーダーシップの఩ֶʯ
ɹɹ リKーダーシップɾジャーニーをาむためにᴷʯ

＜経営の筋力と弾力＞

�݄��日（໦）

名和 高司ᴹҰڮେֶେֶӃ
तڭՊ�ಛ೚ڀݚઓུۀاࡍࠃ

ʮ$47ܦӦ�ᴷߴऩӹとࣾ ձ໰୊のಉ࣌ղܾを໨ࢦすʯ

＜見たことのない時代を拓く＞

�݄��日（݄）

塩沼 亮潤ᴹઋ୆ࢢɾळอॅ�ࣉ؟࣊��৬

ʮいつも໌ るい৺でੜきてߦく�ʯ

＜しなやかに生きる＞
�݄��日（໦）

楠木 建ᴹ ҰڮେֶେֶӃ
तڭ�Պڀݚઓུۀاࡍࠃ

ʮ௕ظརӹのݯઘをߟえるɿ
ɹɹɹɹɹɹオポチュニティとクオリティʯ

＜見たことのない時代を拓く＞

�݄��日（Ր）

山本 昌ᴹ εϙʔπίϝϯςʔλʔ

ʮܧଓする৺ʯ

＜しなやかに生きる＞

�݄��日（水）

山根 節ᴹ ૣҴాେֶେֶӃڭतʢϏδωεεΫʔϧʣ
तʢϏδωεεΫʔϧʣڭጯٛक़େֶ໊༪ܚ

ʮなぜあのਓはܦӦのプロとݺばれるのかʁʯ

＜経営の筋力と弾力＞

�݄��日（ۚ）

姜 尚中ᴹ ౦ژେֶ໊༪ڭतɺ۽ຊཱܶݝ৔ؗ௕

ʮѱとの޲き߹いํʯ

＜変わりゆく神話をめぐって＞

�݄��日（Ր）

山岸 俊男ᴹҰڮେֶେֶӃ
तڭՊ�ಛ೚ڀݚઓུۀاࡍࠃ

ʮ҆৺ࣾձから৴པࣾձへʯ

＜経営の筋力と弾力＞

�݄�日（໦）

石坂 典子ᴹੴࣜגۀ࢈ࡔձࣾ�୅දऔక໾

ʮࣗવと஍Ҭがڞੜを໨ࢦす
ɹɹɹʙڞにҭみɺڞにӫえるɺ
ɹɹɹɹɹɹ���೥ઌのۀاづくりʙʯ

＜見たことのない時代を拓く＞

�݄�೔ʢՐʣɹ�ʻਓͷ Λྗ৴͡ ΔܦӦʼ

田村 次朗 （たむら　じろう）

तڭጯٛक़େֶ๏ֶ෦ܚ
ϋʔόʔυେֶަࡍࠃবֶϓϩάϥϜɾΠϯλʔφγϣφϧɾ
ΞΧσϛοΫɾΞυόΠβʔ

ʮʮํࡾΑ͠ ʯͷର࿩ྗ
ʙ໰୊ղܾͷͨΊͷઓུతަবֶೖ໳ʙʯ

6 2݄2೔ʢ݄ʣɹʻࣾձͷ໰୊ղܾʹ௅Ήʼ

山本 雄士 （やまもと　ゆうじ）

ձࣜג ϛࣾφέΞ�୅දऔక໾

ʮ౤ܕࢿҩྍͱ͍ ͏ࣾ ձΠϊϕʔγϣϯʯ

�݄1೔ʢਫʣɹʻۃਓʹฉ͘ ʼ

山下 洋輔 （やました　ようすけ）

δϟζɾϐΞχετɺཱࠃԻָେֶটᡈڭत

ʮࠢͷԻָ�δϟζͷັྗʯ

�݄�೔ʢՐʣɹʻؾӶͷ࿦٬ʹฉ͘ ʼ

伊藤 元重 （いとう　もとしげ）

౦ژେֶେֶӃڀݚֶࡁܦՊڭ�त

ʮࡁܦࡍࠃͱ೔ຊͷ՝୊ʯ

�݄16೔ʢ໦ʣɹʻࣾձͷ໰୊ղܾʹ௅Ήʼ

村木 厚子 （むらき　あつこ）

ްੜ࿑ಇࣄ຿׭࣍

ʮঁੑ͕͍͖ ͍͖ ͱಇ͘ ࣾձʯ

�݄22೔ʢਫʣɹʻؾӶͷ࿦٬ʹฉ͘ ʼ

冨山 和彦 （とやま　かずひこ）

൫ɹ୅දऔక໾$&0ج૑ڞӦܦձࣾࣜג

ʮ೔ຊ͸ϩʔΧϧࡁܦͰᙋΔʯ

�݄10೔ʢۚʣɹʻਓͷ Λྗ৴͡ ΔܦӦʼ

唐池 恒二 （からいけ　こうじ）

۝भཱྀ٬మಓࣜגձࣾɹ୅දऔక໾ձ௕

ʮເΈΔྗ ʮ͕ᔅʯΛͭ͘ Δʯ

�݄1�೔ʢՐʣɹʻۃਓʹฉ͘ ʼ

ヤマザキマリ
ອըՈ

ʮลڥͷͳ͍ੜ͖ํʯ

�݄22೔ʢۚʣɹʻਓͷ Λྗ৴͡ ΔܦӦʼ

松本 晃 （まつもと　あきら）

ΧϧϏʔࣜגձࣾɹ୅දऔక໾ձ௕݉$&0

ʮΧϧϏʔ͸Ͳ͏ ΍ͬͯ มΘͬ ͨͷ͔ʯ

�݄26೔ʢՐʣɹʻۃਓʹฉ͘ ʼ

川村 元気 （かわむら　げんき）

өըϓϩσϡʔαʔɾখઆՈ

ʮاըʹ͓ Δ͚ʡൃ ʡͱʡൃݟ ໌ʡʯ

6݄�೔ʢ໦ʣɹʻؾӶͷ࿦٬ʹฉ͘ ʼ

水野 和夫 （みずの　かずお）

೔ຊେֶֶ܎ؔࡍࠃ෦ڭ�त

ʮࢿຊओٛͷऴᖼͱྺ࢙ͷػةʯ

6݄�೔ʢՐʣ��ɹʻจԽͱྺ࢙ͰੈքΛಡΈղ͘ ʼ

千住 博 （せんじゅ　ひろし）

ըՈɾژ౎଄ܳܗज़େֶڭत

ʮ೔ຊͷඒɺੈ քͷඒʯ

6݄1�೔ʢਫʣ��ɹʻਓͷ Λྗ৴͡ ΔܦӦʼ

遠藤 功 （えんどう　いさお）

ૣҴాେֶϏδωεεΫʔϧڭ�तɺ
ձࣾϩʔϥϯυɾϕϧΨʔɹձ௕ࣜג

ʮݱ৔ Λྗ஁ Δ͑
ɹɹʙʮඇຌͳݱ৔ʯΛͭ͘ Δͨ Ίʹʙʯ

�݄1�೔ʢۚʣɹʻٕज़ͱઓུ͕୓͘ ۙະདྷʼ

山田 英夫 （やまだ　ひでお）

ૣҴాେֶϏδωεεΫʔϧڭ�त

ʮڝ૪͠ ͳ͍ڝ૪ઓུ
ɹɹʙੵۃతͳඇڝ૪ͷ͢͢Ίʙʯ

�݄12೔ʢՐʣɹʻۃਓʹฉ͘ ʼ

五木 寛之 （いつき　ひろゆき）

Ո࡞

ԋ�0෼ͷΈɺ࣭ߨ˞ ٙԠ౴͸ Γ͋·ͤ Μɻ
ʮྦͱস͍ʯ

10݄2೔ʢۚʣɹʻઓུͱٕज़͕୓͘ ۙະདྷʼ

川村 隆 （かわむら　たかし）

ॴ�૬ஊ໾࡞ձࣾ೔ཱ੡ࣜג

ԋ60෼ɺ࣭ߨ˕ ٙԠ౴60෼ͷߏ੒Ͱ͢ɻ
ʮϥετϚϯͷੜ͖ํʯ

11݄11೔ʢਫʣɹʻઓུͱٕज़͕୓͘ ۙະདྷʼ

尾山 基 （おやま　もとい）

ձࣾΞγοΫε�୅දऔక໾ࣾ௕$&0ࣜג

ʮΞγοΫεͷάϩʔόϧઓུʯ

1݄1�೔ʢ໦ʣɹʻ೔ຊͷιϑτύϫʔʼ

春風亭 一之輔 （しゅんぷうてい　いちのすけ）

མޠՈ

ʮམޠͷ͔ͪ Βʯ

1݄26೔ʢՐʣɹʻઓུͱٕज़͕୓͘ ۙະདྷʼ

三品 和広 （みしな　かずひろ）

ਆށେֶେֶӃܦӦֶڀݚՊڭ�त

ʮߴऩӹۀࣄͷ૑Γํ ʯ

11݄1�೔ʢਫʣɹɹʻݟ ͳ͍͑ੈքʹ௅Ήʼ

高田 礼人 （たかだ　あやと）

๺ւಓେֶਓ्ڞ௨ײછ঱Ϧαʔνηϯλʔڭ�त

ʮ΢Πϧε͸Ͳ͏ ΍ͬͯ ੜ͖ͯͬ࢒ ͍Δͷ͔ʯ

11݄26೔ʢ໦ʣɹʻؾӶͷ࿦٬ʹฉ͘ ʼ

野田 稔 （のだ　みのる）

Ұൠࣾஂ๏ਓ�ࣾձਓֶࣷࡐ�क़௕ɺ
तڭ�ՊڀݚେֶେֶӃάϩʔόϧɾϏδωε࣏໌

˕ରஊࣜܗͰߦ ·͍͢ ɻ

ʮ૊৫ਓࡐ Β͔ʡࣾ ձਓࡐʡ΁ʯ

12݄3೔ʢ໦ʣɹɹʻจԽͱྺ࢙ͰੈքΛಡΈղ͘ ʼ

都倉 武之 （とくら　たけゆき）

तڭηϯλʔ�।ڀݚጯٛक़෱ᖒܚ

特攻を経験された方を含む
　　　　　　　元学徒兵の方々
ʮઓ�0ޙ೥ɺhֶੜͱઓ૪ Λɦߟ Δ͑ʯ

12݄1�೔ʢՐʣɹʻݟ ͳ͍͑ੈքʹ௅Ήʼ

榎本 英剛 （えのもと　ひでたけ）

Α͘ ੜ Δ͖ڀݚॴ�୅ද

ʮࣗ෼΋ੈք΋ͤ޾ʹ͢Δੜ͖ํʯ

12݄1�೔ʢ໦ʣɹʻจԽͱྺ࢙ͰੈքΛಡΈղ͘ ʼ

前野 隆司 （まえの　たかし）

तڭ�Պڀݚጯٛक़େֶେֶӃγεςϜσβΠϯɾϚωδϝϯτܚ

˞མޠҰ੮Λަ͑ͨ �0෼ͱ࣭ٙԠ౴30෼ͷߏ੒Ͱ͢ɻ

ʮͤ޾ͷ೔ຊ࿦
ɹɹʕ೔ຊͷݸਓͱۀا͸͍͔ʹ Δ͋΂͖ ͔ʯ

10݄1�೔ʢਫʣɹʻؾӶͷ࿦٬ʹฉ͘ ʼ

為末 大 （ためすえ　だい）

ʮષͱϋʔυϧʯ

坂下 玄哲 （さかした　もとたか）

तڭՊ�।ڀݚӦ؅ཧܦጯٛक़େֶେֶӃܚ

ʮফඅऀߦಈͱϒϥϯυɾϚωδϝϯτʯ

10݄21೔ʢਫʣɹʻؾӶͷ࿦٬ʹฉ͘ ʼ

大竹 文雄 （おおたけ　ふみお）

େࡕେֶࣾձڀݚࡁܦॴڭ�त

ʮֶࡁܦతߟࢥ๏ʯ

10݄30೔ʢۚʣɹʻ৴པͱײڞͷܦӦʼ

西條 剛央 （さいじょう　たけお）

ૣҴాେֶେֶӃ঎ֶڀݚՊ.#"ίʔε�٬һ।ڭत

ʮνʔϜͷ Λྗ͔͢׆૊৫࿦
ɹɹʙྑ͍૊৫࡞ΓͷͨΊͷ࣮ફత࠲ࢹʙʯ

11݄2೔ʢ݄ʣɹʻ৴པͱײڞͷܦӦʼ

清宮 克幸 （きよみや　かつゆき）

ϥάϏʔτοϓϦʔάɾϠϚϋൃಈػδϡϏϩ�؂ಜ

ʮ༗ߦ࣮ݴʯ

11݄10೔ʢՐʣɹɹʻؾӶͷ࿦٬ʹฉ͘ ʼ

宮本 雄二 （みやもと　ゆうじ）

࢖େݖಛ໋શࠃறதݩॴ�୅දɺڀݚຊΞδΞٶ

ʮशۙฏͷதࠃʯ

10݄16೔ʢۚʣɹʻ৴པͱײڞͷܦӦʼ
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　養

法

　
　学

経
済
学

経

　営

　・

　商

　学

Ն໨ᕸੴ
ඇ݁ؼओٛͷ͋Βͨͳղऍ
ɹɹʵްੜֶࡁܦͷҰల։

ɾ݈؅߁ཧͱηϧϑɾίϯτϩʔϧ
ɾ೔ৗੜ׆ʹ͓͚Δੜ׆श׳පͷ༧๷
ઓޙυΠπʹ͓͚Δʮաڈͷࠀ෰ʯ

ɾγΣΠΫεϐΞɿͦ ͷݴ༿΁ͷҙࣝ
ɾݴ༿ͱࣾձɿ͏ ͭපͷӅᄻද৅
ɾֶݹߟ౾஌ࣝ
ɾ٢උͷֶݹߟ
ɹɹɹʵ஍Ҭ૑ੜͷͨΊͷྺ࢙ɾจԽݯࢿͷ׆༻ʵ

๏ֶ෦ڭत
๏ֶ෦ڭत

तڭӦֶ෦ܦ

तڭӦֶ෦।ܦ

तڭӦֶ෦।ܦ

Ӧֶ෦ܦ
ಛ೚ڭत

ӽஐɹӻࢠ
۝َɹҰਓ

ɹ๜඙ڮؠ

݄߳ɹܙཬ

দӜ�ෙࢠࠤ

℮⅖ɹত඙

ۙ୅೔ຊจֶ
఩ֶ
࿦ཧֶ
ྙཧֶ
ҭڭ߁݈
ӡಈੜཧֶ
υΠπޠ
υΠπจֶ
ӳֶޠ
ӳจֶ
ֶݹߟ
ത෺ֶؗ

ফඅੜ׆ͱܖ໿

ަ௨ނࣄͷഛঈ໰୊
ɾࡋ൑һ੍౓ͷݱঢ়
ɾࡏݱͷʮ࣏҆ʯʹ ͍ͭͯ
ɾগ೥ඇߦ΁ͷରԠͱͦ ͷ՝୊
͍ͯͭʹฆ૪ͷॲཧࡍࠃ

๏ֶ෦ࢣߨ

๏ֶ෦।ڭत
๏ֶ෦।ڭत

๏ֶ෦।ڭत

૔࣋ɹɹ߂

Լాɹେհ
നҪɹɹ་

࠭઒ɹ࿨ઘ

ຽ๏
๏ֶڭҭ
ຽ๏
ૌু๏ࣄܐ
ࡦ੓ࣄܐ

๏ࡍࠃ

த೥உੑͷಇ͖ํͷݱঢ়ͱ՝୊
Ԭݝࢁʹ͓͚Δ๛͔͞
ۚ༥ػةʹ͓͚Δ೔ถԤͷۚ༥੓ࡦ

तڭ෦ֶࡁܦ
तڭ෦ֶࡁܦ
तڭ෦।ֶࡁܦ

༗རɹོҰ
ాதɹউ࣍
ࢠ�ஐࠫࠜࢁ

࿑ಇֶࡁܦ
༥࿦ۚࡍࠃ
ۚ༥੓ࡦ
ۚ༥ֶ޻ೖ໳

ɾ஍Ҭࣾձͷۙ୅Խͱۀ࢈Ҩ࢈ʵ੉ށ಺Λத৺ʹͯ͠ ʵ
ɾ঎͔ࣾΒͨݟ೔ຊͱΦʔετϥϦΞͷ๵қ࢙
ಈͷάϩʔόϧԽͱίετϚωδϝϯτͷ׆Ӧܦ
Ҡసࡍࠃ
தۀاࠃͷݱঢ়ͱ՝୊

ɾେֶͱͷ࿈ߴ͍ͯͭʹܞɺ େ࿈ܞʹ͍ͭͯ
ɾੈ քɺ೔ຊʹ͓͚Δߏֶ࢈଄ͷมԽʹ͍ͭͯ
ɾ੡଄ۀʹ͓͚Δੜੑ࢈ʹ͍ͭͯ
ɾ͜ Ε͔ΒͲ͏ ͢Δɺ೔ຊۀا
ɾஶ໊ܦӦऀͷૉإͱ࣭ࢿ
ɾʮݱ୅ܕϦʔμʔʯͷ৚݅
ɾऀܧޙͷҭ੒
ɾʮϏδωεɾϦϕϥϧΞʔπʯͷ͢͢Ί
ɾ޿ۀاใͱϚείϛ

ɾՈܭऩࢧόϥϯεͷվળࡦ
ɾॅ୐ۚࢿઃఆ
ࣸਅͱσʔλͰݟΔதࠃਓͱதࠃ
೔ຊͷελʔτΞοϓۀا
ɾ೶ͱ৯ʹΑΔ஍Ҭͮ Γ͘
ɹʕਓ͕஍ҬͰ҆৺ͯ͠ ฻Β͢ ͨΊʹʕ
ɾੈ քͱ೔ຊͷ೶ͱ৯ΛऔΓڥ؀͘ר
ɾ஍ҬݯࢿΛ຾Βͤͳ͍̒ۀ࢈࣍Խ
ɾएऀΑ஍ҬࣾձʹඈͼࠐΊ
ɾڭҭֶ޻ͱ̞ ̘̩ ͷར༻
ɾՊ ɾֶ΋ͷͮ Γ͘ڭҭ
ɾۀاͱ৘ใ
ɾΠϯλʔωοτͱ஍Ҭࣾձ
ɾॆ ࣮ͨ͠ϥΠϑσβΠϯͱ
ɹΩϟϦΞϓϥϯγφϦΦͷඳ͖ํ
ɾϑΝΠφϯγϟϧϓϥϯχϯάͷૅج஌ࣝ࢈ࡒઓུ
஍Ҭ΍঎ళ֗ৼڵ

ফඅऀͷ৺ཧͱ͸
ɾαʔϏαΠδϯάɹ
���ʙϞϊΛചΒͣ ʹαʔϏεΛചΔʙ
ɾϫʔΫγϣοϓͷख๏ͱ࣮ࡍ
ɾಛ࢈඼ͷ։ൃ
ɾޫ؍Ϗδωεͷৼڵ
ϚʔέςΟϯάઓུ

৘ใٕज़ͷ׆༻ͱٕೳҭ੒
ʢ࠲ߨʮ1ZUIPOʹΑΔϓϩάϥϜ։ൃͷ࣮ફʯΛر๬
͞ΕΔ৔߹ɺιϑτಋೖ΋͘͠ ͸64#ϝϞϦ͔Βͷιϑτ
ͷىಈͰ͖Δ1$ڥ؀Λडऀߨͷਓ਺෼༻ҙͯ͠௖͘
ඞཁ͕͋Γ· ɻ͢ʣ
ɾϏδωεɾΤίγεςϜͷϚωδϝϯτ
ɾෆߧۉͱٕज़มԽ

तڭӦֶ෦ܦ

तڭӦֶ෦ܦ

Ӧֶ෦ܦ
।ڭत
तڭӦֶ෦ܦ

तڭӦֶ෦ܦ

ࢣߨӦֶ෦ܦ

तڭӦֶ෦।ܦ
ࢣߨӦֶ෦ܦ
तڭӦֶ෦ܦ

तڭӦֶ෦ܦ

तڭӦֶ෦।ܦ

तڭӦֶ෦।ܦ

तڭӦֶ෦ܦ

तڭӦֶ෦।ܦ
Ӧֶ෦ܦ
ಛ೚ڭत

तڭӦֶ෦ܦ

तڭӦֶ෦ܦ

तڭӦֶ෦।ܦ

तڭӦֶ෦।ܦ

ఱ໺ɹխහ

Ҫ্ɹ৴Ұ

ဋɹɹɹྞ

େ⃻ɹߛҰ

௕ాɹوਔ

ւๅݡ�Ұ࿠

ɹɹ࿨ॏו
઒߹ɹҰԝ
ɹ๕࿕ా؛

খদݪɹ࣮

େ౦ɹਖ਼ދ

∁ྛɹ޺Ұ

ాதɹɹܿ

ాଜɹ௚थ
അ෵�ΩϊΤ

οҪ�ޫ੖ࡾ

޺ɹɹ޷ࡾ

ຳྠɹ࢚߂

ԣᖒɹ޺޾

঎࢙ۀ
೔ຊ࢙ࡁܦ
؅ཧձܭ࿦

Ӧ࿦ܦࡍࠃ
Ӧ؅ཧ࿦ܦ
ܞ࿈׭ֶ࢈
ֶ޻Ӧܦ

Ӧֶܦ
Ӧܦ	Ո࿦ۀا ɾऀऀܧޙ࿦

ਓత؅ݯࢿཧ
ϏδωεɾϦϕϥϧΞʔπ
ʢϏδωεڭཆʣ
ϏδωεɾδϟʔφϦζϜͱ
ใઓུ޿
ϑΝΠφϯγϟϧϓϥϯχϯά
ෆಈ࢈ӡ༻ઃܭ࿦
ྲྀ௨γεςϜ࿦
࢙Ӧܦ
஍Ҭͮ Γ͘
೶ͱ৯

৘ใٕज़࿦
ϚϧνϝσΟΞදݱɾٕ ज़
Ӧ৘ใܦ
৘ใ؅ཧ
ϑΝΠφϯγϟϧϓϥϯχϯά

ϚʔέςΟϯά
ࣾձௐࠪ
ϚʔέςΟϯά
࿦ݯࢿޫ؍
ফඅऀߦಈ࿦

঎඼։ൃ
αʔϏεܦӦ
ϚʔέςΟϯά
ྲྀ௨γεςϜ
ɾ1ZUIPOʹΑΔ
ɹϓϩάϥϜ։ൃͷ࣮ફ�
ɾ৘ใଟԽ࣌୅ͷεϚϗ
ɹ׆༻ํ๏

ΠϊϕʔγϣϯɾϚωδϝϯτ
Ӧઓུ࿦ܦ

『商大講座』メニュー一覧　
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঎େ࠲ߨの͝Ҋ಺

2015年度 

˝商大࠲ߨ

★お申し込みができるのは？
　̏̌ ໊ఔ౓のௌ講者がࠐݟめる、岡山県内の公ڞ・一ൠஂମやا業です。

★講座のプログラムは？
　次ϖーδをごࢀরͩ͘さい。
　̍講座1͔ؒ࣌ら2࣌ （࣭ؒٙԠ౴ؚΉ）のߏ੒になͬております。ϓϩάラϜにࡌܝのないテーϚに΋
対Ԡさͤていた͖ͩますのでご૬ஊͩ͘さい。

★費用は？
　講ࢣ料は無料です。たͩし、会৔のख配・設Ӧٴび案内発ૹに܎Θる事຿࡞業やඅ用はओ催者ଆでおئ
いします。（˞受講者͔ら料ۚを௃収されている৔合は、講ࢣ料が発生します。 講ࢣ料はԠ૬ஊ。）

★申込手続は？
　おి࿩、̛̖̭ 、̚ϝーϧで下記までお໰い合Θͤͩ͘さい。खଓをさͤていた͖ͩます。

★決定および通知
　ܾఆ通஌書を୲当者͋てにૹ෇します。

★開講にあたっての注意
　教員の౎合等により、ඞͣし΋ご希望にఴ͑ないことが͋ります。

2015年度実績
8/6(水) 
おかやま৴༻ۚݿ

「おかやま信用金庫マネジメントサポーター養成塾」
　「行政指導について考える」
　　ҏ౻　࣏඙（法学෦　ڭत）
　「医療・介護業界の現状と、金融機関に期待すること」
　　ᅳޫ　ྨ（経ࡁ学෦　ࢣߨ）
　「社会とシミュレーション」
　　大౦　ਖ਼ދ（経営学෦　।ڭत）

10/10(土)　
岡山商޻会ٞ所
　「新商品・新サービスを発想するワークショップ」
　　അ෵�Ωϊエ（経営学෦�ಛ೚ڭत）
（तڭ　経営学෦）�޺　　޷ࡾ　　

3/17(木) 
会社リトϧプϥスࣜג
「うつ病特化型職場復帰支援施設
　　　　Little Plusでのアクティブ・ワーク」
　「地域や商店街振興」　　　　　　　　　　　　　　　
　　ాத　　ܿ（経営学෦ڭ�त）

～お問合せ先～
　岡山商科大学社会総合研究所
　　〒700�8601�岡山市北区津島京町２－̍ －̌̍
　　5E-ʗFAX　̌̔ －̒２５̒ －̒ ５̒̒ <௚௨>
　　E�NBJM���TZBLFO!QP�PTV�BD�KQ

OKAYAMA  SHOKA  UNIVERSITY
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経
済
学
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　学

Ն໨ᕸੴ
ඇ݁ؼओٛͷ͋Βͨͳղऍ
ɹɹʵްੜֶࡁܦͷҰల։

ɾ݈؅߁ཧͱηϧϑɾίϯτϩʔϧ
ɾ೔ৗੜ׆ʹ͓͚Δੜ׆श׳පͷ༧๷
ઓޙυΠπʹ͓͚Δʮաڈͷࠀ෰ʯ

ɾγΣΠΫεϐΞɿͦ ͷݴ༿΁ͷҙࣝ
ɾݴ༿ͱࣾձɿ͏ ͭපͷӅᄻද৅
ɾֶݹߟ౾஌ࣝ
ɾ٢උͷֶݹߟ
ɹɹɹʵ஍Ҭ૑ੜͷͨΊͷྺ࢙ɾจԽݯࢿͷ׆༻ʵ

๏ֶ෦ڭत
๏ֶ෦ڭत

तڭӦֶ෦ܦ

तڭӦֶ෦।ܦ

तڭӦֶ෦।ܦ

Ӧֶ෦ܦ
ಛ೚ڭत

ӽஐɹӻࢠ
۝َɹҰਓ

ɹ๜඙ڮؠ

݄߳ɹܙཬ
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঎େ࠲ߨの͝Ҋ಺

2015年度 

˝商大࠲ߨ

★お申し込みができるのは？
　̏̌ ໊ఔ౓のௌ講者がࠐݟめる、岡山県内の公ڞ・一ൠஂମやا業です。

★講座のプログラムは？
　次ϖーδをごࢀরͩ͘さい。
　̍講座1͔ؒ࣌ら2࣌ （࣭ؒٙԠ౴ؚΉ）のߏ੒になͬております。ϓϩάラϜにࡌܝのないテーϚに΋
対Ԡさͤていた͖ͩますのでご૬ஊͩ͘さい。

★費用は？
　講ࢣ料は無料です。たͩし、会৔のख配・設Ӧٴび案内発ૹに܎Θる事຿࡞業やඅ用はओ催者ଆでおئ
いします。（˞受講者͔ら料ۚを௃収されている৔合は、講ࢣ料が発生します。 講ࢣ料はԠ૬ஊ。）

★申込手続は？
　おి࿩、̛̖̭ 、̚ϝーϧで下記までお໰い合Θͤͩ͘さい。खଓをさͤていた͖ͩます。

★決定および通知
　ܾఆ通஌書を୲当者͋てにૹ෇します。

★開講にあたっての注意
　教員の౎合等により、ඞͣし΋ご希望にఴ͑ないことが͋ります。

2015年度実績
8/6(水) 
おかやま৴༻ۚݿ

「おかやま信用金庫マネジメントサポーター養成塾」
　「行政指導について考える」
　　ҏ౻　࣏඙（法学෦　ڭत）
　「医療・介護業界の現状と、金融機関に期待すること」
　　ᅳޫ　ྨ（経ࡁ学෦　ࢣߨ）
　「社会とシミュレーション」
　　大౦　ਖ਼ދ（経営学෦　।ڭत）

10/10(土)　
岡山商޻会ٞ所
　「新商品・新サービスを発想するワークショップ」
　　അ෵�Ωϊエ（経営学෦�ಛ೚ڭत）
（तڭ　経営学෦）�޺　　޷ࡾ　　

3/17(木) 
会社リトϧプϥスࣜג
「うつ病特化型職場復帰支援施設
　　　　Little Plusでのアクティブ・ワーク」
　「地域や商店街振興」　　　　　　　　　　　　　　　
　　ాத　　ܿ（経営学෦ڭ�त）

～お問合せ先～
　岡山商科大学社会総合研究所
　　〒700�8601�岡山市北区津島京町２－̍ －̌̍
　　5E-ʗFAX　̌̔ －̒２５̒ －̒ ５̒̒ <௚௨>
　　E�NBJM���TZBLFO!QP�PTV�BD�KQ
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著書
紹介

　本ॻのタΠトルを๜༁すると「中ظϚΫϩ経済学研究ʙ成௕、ม動、ࣦ 業、ෆ平౳、
੓ࡦ」となる。଍ཱӳ೭名༪教त（ਆށ大）、中村อ教त（ਆށ大）、大ॅ߁೭
教त（ฌݿ県ཱ大）を中৺とした17名のϚΫϩ経済学のઐ໳Ոによる研究成果（ӳ
文）をूめたものである。ච者（山Լ）は、ୈ１部ୈ̐ ষ「中ظにおける成௕とࣦ
業の։์経済モデル」（共ஶ）を୲౰した。
　෭୊にあるΩーϫードはす΂てϚΫϩ経済学のςーϚである。本ॻでは、これらの
ςーϚが「中ظ」というظ間においてͲのような様ଶを しࣔ、Ͳのように動くかにͭい
てのཧ࿦తあるいは実ূతな研究の成果をूめたものである。５部１̏ ষから成り、
֤部はॱ൪に「中ظの動学తϚΫϩ経済学」、「ۚ༥ෆ҆定性の動学తϚΫϩ経
済学」、「ߏ଄తมԽと経済成௕」、「࿑ಇ市場とॴ得ෆ平౳」、「ެత部໳とຽ間
経済」を取りѻっている。
　さて、「中ظ」が本ॻの中৺తなςーϚであるが、ここで、ϚΫϩ経済学における「ظ間」の定ٛにͭいて
एׯઆ明しておく。ݱ在よく࢖Θれているඪ४తなϚΫϩ経済学では、ظ間を「௕ظ」と「୹ظ」に分 しྨて
いる。一ੲલよく࢖ΘれていたαϛϡΤルιンの教科ॻに౰てはめると、৽ݹయ೿ཧ࿦が「௕ظ」、έΠンζཧ
࿦が「୹ظ」に相౰するとݴってよい。「௕ظ」とは名目௞ۚ΍෺Ձਫ४といったม数が৳ॖతに動いて市
場におけるधڅΪϟップをղ決するようなظ間、「୹ظ」とはそのようなม数がߗ௚తでありधڅΪϟップが࢒っ
ているようなظ間をࢦす。࿑ಇ市場において௕ظでは名目௞ とۚ෺Ձਫ४の૒ํが৳ॖతに動くためࣦ業（ਖ਼
確にはඇ自発తࣦ業）はղ決する。しかし、୹ظでは྆者がߗ௚తであるためࣦ業がそのまま࢒存する。
　ϚΫϩ経済学の分໺ではݱ実経済に大きなػة΍มԽが生じるとき、৽しい஌ݟが生まれてきた。経済「学」
であるҎ্、ෳࡶなݱ実経済をཧ࿦モデルとしてඳࣸするΘけであるが、そのモデルがݱ実໰୊の分ੳɾղ
決ํ๏にରして力を発شできない場合はݕ࠶౼、あるいは、ผのࢹ఺からのߏ࠶ங、৽଄が必要である。୹
えるέΠンζཧ࿦も̎ݴの経済モデルとظ ̌ੈ དྷの経済モデルではର応できなかったとै、ࡍの߄ڪલ൒の大ل
こΖで生Έ出された。そして、̎１ੈ ̌̌̎、においてはل 年̔のαブプラΠムϩーン໰୊に୺を発するۚ༥ػة（ଏ
にいうϦーϚンɾショッΫ）が発生し、ઌ進ࠃ΍৽ࠃڵにϚΠφス成௕、ࣦߴ業཰をもたらした。これは１̕ ̎̕ 年
の大߄ڪҎདྷのੈ界త経済ػةであった。その後、経済はճ෮に޲かったもののੈ界֤地において、Τω
ルΪーՁ格ม動΍੓࣏ෆ҆といった経済ෆ҆定要Ҽは࢒っている。このようなঢ়گԼにおいて৽しいϚΫϩ経
済学の஌ݟがٻめられるのは౰વの要੥である。̎ １̌̌ 年にϊーϕル経済学৆ड৆者であるιϩー（3PCFSU�
4PMPX）は、೪ணతなۚ༥ෆ҆定性によってҾきىこされる࿑ಇɾ資本のෆ׬全ޏ༻ɾෆ׬全Քಇ΍経済ม
動を分ੳする্では、動学తな一ൠߧۉཧ࿦は合Θないとओுした。ۙ年、௕ظཧ࿦（ਖ਼確には৽ݹయ೿
ཧ࿦をもとにܠ気॥؀という୹ݱظ৅をઆ明した実෺తܠ気॥؀ཧ࿦）と୹ظཧ࿦（έΠンζཧ࿦、ਖ਼確に
はχϡーɾέΠンδΞン）の成果を組Έ合Θͤた動学త（確཰త）一ൠߧۉཧ࿦（%（4）(&モデル）があ
るが、ݱ在の経済をཧղするためには、ιϩーはそれとはҟなり、Ձ格ௐ੔ϝΧχζムはෆ׬全で࿑ಇɾ資本
のޏ༻཰ɾՔಇ཰のมԽが໰୊となる「中ظ」モデルが必要であるとओுした。このιϩーのओுを౿まえ、
଍ཱ教तを中৺にզʑは研究ηϛφーを։始しその成果をूめたのが本ॻである。
のため本ॻの全内༰をड़΂ることはできないが一ݶ数੍ࣈ　 とྫしてච者の୲౰した̐ ষの結࿦にͭいてड़΂
ておく。։์経済Լ（ւ֎との経済త取Ҿのある経済Լ）では૯ஷ஝と૯౤資は一கͤͣ、実࣭௞ۚは実
࣭ҝସϨートのӨڹをडける。そのような経済Լでは中ظにおいて、ஷ஝཰、རࢠ཰の্ঢ、ظ待成௕཰の
Լམは実࣭ҝସϨートを্ঢ（ドルߴԁ҆）さͤ、ޏ༻཰をҾきԼ͛る。（なお、自ࠃはখࠃとのԾ定をஔい
ている。）
　「中ظ」にͭいての研究はݱ時఺ではまͩ それ Ͳ́多くない。た しͩ、今後さらに஫目される重要なࢹ఺をఏ
。するものとして本ॻは༗ӹであるڙ

経済学部　講師　山下 賢二

“Studies in Medium-Run Macroeconomics: Growth, Fluctuations, 
Unemployment, Inequality and Policies “ edited by Hideyuki Adachi, 
Tamotsu Nakamura, Yasuyuki Osumi (World Scientific 2015/4/30)  
ISBN-10: 9814619574 ISBN-13: 978-9814619578
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　̎ １̌５年̒ 月のh デϡϨンϚットٔ ूۂ ୈɦרࡾの出൛で、̎ １̌̎ 年から։始した、
スΠスのܶ࡞ՈデϡϨンϚットのٔूۂ出൛は一応の׬結をΈた。ୈרࡾには、この
܈඼̐࡞のظՈの後࡞ ఺、hある࿭੕のϙートϨート 、ɦhՃ୲者 、ɦh༛予 、ɦhΞϋςル
ϩー をɦऩ࿥した。຋༁を୲౰したのは、ୈ一ר、ୈ二ר同様、デϡϨンϚット研究会
のϝンόーである。本ॻにはさらに、研究会のϝンόーによる࿦考「デϡϨンϚットのԋ
ܶ࿦」、「デϡϨンϚットとΪϦシΞԋܶ」、「デϡϨンϚットとブϨώト」、「フϦッシϡとデϡϨ
ンϚットの時୅」、「νϡーϦώܶ場とܶ࡞Ոたͪ」、「デϡϨンϚットとөը」および、ৄ
しい年ේをࡌܝした。ドΠπݍޠを୅දするݱ୅ܶ࡞Ոでありながら、೔本では今ま
でまとまった຋༁がなかったデϡϨンϚットであるが、これによって೔本のಡ者にこの࡞
Ոのૉ੖らしさを఻え、また後進の研究者に資ྉをఏڙできることはΘれΘれにとって大きなتびである。
　デϡϨンϚットのԋܶは、ॳԋが大ࣦഊにऴΘったh Ճ୲者 にɦよってస׵఺をܴえる。hՃ୲者 はɦ、もともと༏
れた科学者ͩったओਓެが、生きԆびるためにࡴਓ組織に協力し、ࢮ体の༹ղという事業にै事する෺ޠであ
り、そのあまりのٹいのなさΏえに、観٬にそっΆを޲かれてしまった。デϡϨンϚットはこの࡞඼にͭけられた௕大
な「あとがき」の中で、「Ճ୲する」という行ҝ、特に、あることの必વ性を৴じているΘけではないのにそれにも߆Θ
らͣ事ଶにྲྀされてՃ୲することのݥةにͭいて、࣍のようにड़΂る。「࠷も༕ྀす΂きタΠプの、本དྷのҙຯで
ωΨςィブなՃ୲者とは、それにもかかΘらͣՃ୲するΠンςϦである。このようなΠンςϦがઐ໳അࣛである必要は
ない。（ɾɾɾ）決定తなのは、このようなΠンςϦにはモラルの感֮がܽ೗しているということͩ 。」
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翻訳『デュレンマット戯曲集』第三巻

経営学部　准教授　香月 恵里

ϑリーυリώ・デュレンマット（ஶ）、༿༄�࿨則、増本ߒ�子、߳ �ཬ、市઒ܙ�݄ （໌༁）
ௗӨ社（2015年）
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岡山商大論叢 ―岡山商科大学50周年記念号―
　岡山商科大学50周年記೦߸を2015年5 1݄1೔ʹ 発行͢Δ͜ とがで͖ ま
した。会һのΈなさまʹ は、ਂ 感͘ँਃし͋͛ま͢。また、編集ʹ携ΘΔ͜ と
がで͖ た と͜を大มʹخし͘ ࣥ、いま͢。ຊ߸はࢥ චऀ਺11໊、総ϖーδ਺
が285ϖーδとなΓました。
　岡山商大࿦૓は、1965年12݄ʹୈ1߸が発ץされ Γ͓、岡山商科大学
ෟଐਤॻؗではաڈの߸をӾཡ͢Δ͜ とがで͖ ま͢。また、$iNiiʹ て、イン
ターωοトで2004年401ר߸Ҏ߱ ら͔࠷৽߸までの໿12年෼のຊจ（࿦จ
਺153）をӾཡ͢Δ͜ とがで͖ ま͢。
　
　会һΈなさまのޙࠓӹʑのご׆༂を͓فΓしま͢。
　　　　　　　　　　　　　岡山商科大学学会ӡӦҕһ会ҕһҰಉ

『岡山商大論叢 ―岡山商科大学50周年記念号―』

＜論説＞
１．「醬油醸造業史と国際博覧会・国内博覧会」
　��経営学部　教त� ఱ໺　խහ
２．「ファミリービジネスの再評価と後継者に求められる条件」
　��経営学部　教त� ௕ా　وਔ
３．「動画コンテンツの製作・配信をテーマとする授業を支援するシステム　Repad-Mの開発」
　��経営学部　教त� খ松原　実
４．「Demotivation, amotivation, or over-motivation? An Action Research project investigating
　  antecedent attitudes to English among Japanese university students」
　��経営学部　教त� 1FUFS�#VSEFO
５．「中国汕頭における国際技術移転ビジネスの失敗」
　��経営学部　教त� ッҪ�光੖ࡾ
６．「中国企業の経営環境の変遷  －2003年と2013年の経営者に対する調査データによる分析－」
　��経営学部　।教त� ဋ　ྞ
７．「我が国における税効果会計の特殊性
     －日米における評価性引当額・評価性引当金設定プロセスの比較を通じて－」
　��経営学部　।教त� 内ా　ߒಙ
８．「中国の消費拡大とその要因としての消費者信用に関する一考察」
　��経営学部　教त� ࿨重　ו
９．「中国における牛乳の購買行動と消費者評価  －選択実験によるアプローチ－」
　��経営学部　।教त� ౉ᬒ　ݑ二

１０．「経済格差とジェンダー  ～アメリカ・イギリス・EUの比較から～」
　��๏学部　ࢣߨ�� Ճ౻　༑Ղ

１１．「中国古代韻書の流れ  ―「切韻」の体系を中心に」
　��経営学部　টᡈࢣߨ� լ　༾明

ڵৼޫ؍˝
࿦ಛघٛߨ

現場の方の
話は面白い！
　このٛߨは観光ৼڵに関するڵຯと஌ࣝのम得によって、21ੈلにٻめられ
るਓࡐཆ成を目ඪとして։ߨしています。۩体తには、観光に携Θる行੓ػ関、
関ػ܎関、企業の実຿ՈなͲをおটきし、Φムχόスࣜܗで観光の実ࡍをߨ しٛ
ていたͩいています。このٛߨではٛڱの観光にとͲまらͣ、ਓʑのަྲྀを௨じて
地域に೐Θいをもたらすことが観光૑଄であるとଊえています。ٛߨは一ͭͻと
ͭストーϦーがありڵຯਂいのですが、その中から̎ ͭのٛߨを঺հします。
　1ͭは、「೔生ΧΩΦίまͪ くͮりの会」会௕で岡山県ݐங営સ՝௕のߐ୺ګਉ
ʙޠによるʠ೔生ΧΩΦί13年の෺ࢯ しָΈながらまͪ くͮりʙʡです。「೔生ΧΩΦίまͪ くͮりの会」は2016年1月、
14周年をܴえました。始まりは、気の合う஥間たͪによるΧΩΦίの৯΂าきでした。ςーϚιングを࡞り、ָ しΈなが
らଓけるうͪ に࣍ୈに多くのਓた をͪרきࠐΜでいきます。ٛߨを௨じて、ॅ Μでいるまͪ に޷きなことが一ͭあれ
ば、そのਓたͪによってまͪ は活性Խすること。࣋ଓ可能な活動のΧΪは、஥間でָしΈながら取り組Ήこと。ઓུ
が必要であること。ৗに޻෉しながら΍りଓけることが重要であることを学びました。
　もう１ͭ は、「おか΍ま観光ίンϕンション協会」ઐ຿ཧ事の੢　ਖ਼ঘࢯによる、ʡ૸るѨโたͪがとくしまに৽しい
෩をਧかͤた⽏ʙとくしまϚラιン実施までの෺ޠʙʡです。੢�ਖ਼ঘࢯは౰時（ג）+5#中ࠃ࢛ࠃ�ಙౡ支ళの支
ళ௕でした。Ѩ೾གྷりの時ͩけでなく、ಙౡに多くのਓにདྷてもらうために、Կができるのかを考える中で、Ϛラιン

のັ力に気 きͮます。実ݱにࢸるまでには಴࠳しかかったこともありま
したが、ឯ༨ંۂを経て、「とくしまϚラιン」の実ݱにこ͗ ͭけます。
੢�ਖ਼ঘࢯと一ॹに࢓事ができた部Լたͪはこの্なくͩͤ޾ったに
ҧいありまͤΜ。「とくしまϚラιン」の成ޭ要Ҽは、ࠃ࢛のว路文Խ
である「おもてなし」αϙートでした。ಙౡ県ຽの「おもてなし」に感動
したࢀՃランφーの੠は、観光においてԿが重要であるかを෺ޠっ
ています。
　ඦฉは一ݟにしかͣ。さあ、旅に出てあなたのੈ界を発ݟしようʂ

講師名 テーマ

経営学部　特任教授　馬淵 キノエ
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੢�ਖ਼ঘࢯと一ॹに࢓事ができた部Լたͪはこの্なくͩͤ޾ったに
ҧいありまͤΜ。「とくしまϚラιン」の成ޭ要Ҽは、ࠃ࢛のว路文Խ
である「おもてなし」αϙートでした。ಙౡ県ຽの「おもてなし」に感動
したࢀՃランφーの੠は、観光においてԿが重要であるかを෺ޠっ
ています。
　ඦฉは一ݟにしかͣ。さあ、旅に出てあなたのੈ界を発ݟしようʂ

講師名 テーマ

経営学部　特任教授　馬淵 キノエ
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ʙԿ ΋ʹͱΒΘΕͳ͍ൃ૝͕10೥ͰੜΈग़ۭؒ͢ͱ͸ʙ
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孔子学院2015年度教学及び文化活動状況
（日ৗڭ学ۀ務）

（務ۀͼจԽਪਐٴ৔։୓ࢢ）
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（１）春節交流会

（３）端午節交流会

　2015年1月31೔に
中ࠃのྫ߃行事であるय़અを೔本で体ݧしてもら
うため
「य़અަྲྀ会」を։࠵した。

Ճ者はࢀ　本学Ӄの中࠲ߨޠࠃडߨ生をはじめ
地域ॅຽのํʑฒ
びにཹ学生なͲ໿150名であった。
　ᴈ෭学Ӄ௕から「य़અ」にͭいてのઆ明がなされ
「ਫᰤࢠ くͮり」を
体ݧし
そのຯをת能した。また
本学೔本ਓ学生によるΪターの஄きޠり
΍ཹ学生によるՎの൸࿐なͲ
大いに੝り্ がり
ަྲྀをਂめることがで
きた。

　2015年6月20೔に
中ࠃのྫ߃行事である୺ޕઅを೔本で経ݧしても
らうため
「୺ޕઅަྲྀ会」を։࠵した。

Ճ者はࢀ　本学Ӄの中࠲ߨޠࠃडߨ生をはじめ
地域ॅຽのํʑฒ
びにཹ学生なͲ໿60名であった。

　ᴈ෭学Ӄ௕から「୺ޕઅ」にま
ͭΘる఻આなͲが঺հされ
「 まͪ
きͮ くり」を体ݧした。
　また
中࠲ߨޠࠃのখ学生ड
でのՎ΍೔本ޠࠃ者による中ߨ
ਓ学生によるΪターの஄きޠり
ཹ
学生による中ثָࠃのԋ૗なͲ
が൸࿐され
大いに੝り্ がり
ަ
ྲྀをਂめることができた。

（̓）੨গ೥த国จԽମ験πΞʔJOଠཅ公Ԃ
　2015年7月25೔にɼฌݿ県ඣ路市に
あるଠཅެԂで「੨গ年中ࠃ文Խ体
Ճ者は27名ࢀ。πΞー」を実施したݧ
でن໛をॖখしɼݱ࠶された「ਇ始ߖ
ఇฌഅဵ޵」「ສཬの௕৓」なͲをݟ
学しながらɼπΞーを しָΜでいた。

　2015年6月6೔にɼ「中ҩ学݈߁๏࠲ߨʵઉ਍」を։࠵した。ࢀՃ者
は30名でɼ๺ژ中ҩༀ大学਍அ学教तであるྊ嵘ઌ生がɼ݈߁తな
ઉの֓観΍ありํ にͭいて しৄく঺հした。本࠲ߨではɼͩٛߨけで
なくɼࢀՃ者一ਓ一ਓにରしઉのঢ়ଶを観࡯するํ๏をࢦಋした。
　その後ɼྊઌ生はࢀՃ者の࣭໰にରしてɼ分かり΍すいઆ明をし
た。本࠲ߨはཧ࿦と実ફに഑ しྀたものでɼࢀՃ者にとても޷ධͩっ
た。

（̕）఻౷ܳज़ؑ৆ձ
　2015年10月24೔にɼ商大ߍ内に
ある広場にઃけられた෣୆でɼ中
఻ࠃ文Խී及を目తとしてɼ中ࠃ
౷ָثによる「఻౷ܳज़ؑ৆会」
を։࠵した。大連֎ޠࠃ大学ຽ
଒ָஂの教ࢣと学生がɼ中ࠃの༗
名なָثである二މ΍ݹᝨɼそし
てɼඐഀのԋ૗を൸࿐した。
　౰೔は商
大ࡇの։࠵
間でありɼظ
商大生΍教
職員ばかり
でなくɼ地域
ॅຽもؑ৆
会にࢀՃしɼ生のԋ૗を しָΜͩ。

（１̌ ）௡ࢁ商ߍߴۀੜͱͷަྲྀձ
　2015年6月から12月にかけてɼԕִシスςムを活༻してɼラΠブܕ
中ࠃ文Խ࠲ߨを։࠵した。
文Խަࠃで中ߍߴऴճの12月1�೔にはɼ岡山県ཱ௡山商業࠷　
ྲྀ会を実施した。डߨした20名のߍߴ生はɼࢠ޸学Ӄの教ࢣ΍中
りをָしΈながらަྲྀをਂめた。そしてɼ࡞ࢠਓཹ学生と共にᰤࠃ
ௐཧ後にɼडߨ生にߍ௕ઌ生をؚめ教職員10名がՃΘりɼ一ॹに
ਫᰤࢠを৯΂ながらɼ中ࠃの文Խ΍生活श׳にͭいて࿩し合いを
した。その後ɼडߨしたߍߴ生はɼଠ極ݓ΍੾りֆ くͮりなͲに௅ઓ
した。
　ラΠブܕ中ࠃ文Խ࠲ߨの։࠵はɼԕڑ཭にある商大と௡山商業
୲౰者のҠ動に必要とする時間୹ٛߨとの間をॖめてくれɼߍߴ
ॖにͭながった。そしてɼݱ地で実施した࠷ऴճの文Խަྲྀ会はɼ
ө૾でݟإ஌りになった௡山商業ߍߴの生ె΍教員と商大の学
生と教職員の関܎を一気にਂめɼ充実した内༰であった。

（�）த国ޠεϐʔνίンςετ
　2015年7月4೔にɼ中࠲ߨޠࠃडߨ生に学श成果を発දしɼ࠲ߨҎ
֎で中ޠࠃを学शするਓʑとަྲྀするػ会をఏڙするためɼ中ޠࠃ
スピーνίンςストを։࠵した。ॻྨ৹ࠪを௨աした14名がίンςスト
で発දした。なおɼ発ද者は社会ਓが10名と学生が4名の૯੎14名
であった。৹ࠪ員としてɼ中ྖࠃ事館のཥय़生ࢀ事をটᡈした。
　ίンςストで࠷༏ल৆を֫得した2名がɼ大連֎ޠࠃ大学で։࠵さ
れたαϚーΩϟンプにট待されɼޠ学研मにࢀՃした。ݱ地で中ࠃਓ
とަྲྀした2名のࢀՃ者はɼこれまでҎ্に中ޠࠃにຏきをかけなが
らɼෘで中ࠃ文Խに৮れるػ会を得た。

（２）中国文化サロン（中国茶）

　2015年4月18೔に
地域ॅຽの
ํʑに中ࠃ文Խに関৺をもって
もらうことを目తとして
中ࠃ஡ܳ
Ճ者は20名ࢀ。した࠵を։࠲ߨ
であった。
　中ࠃ஡をඒຯしくいたͩ
くための࡞๏である中ࠃ஡

ܳ にͭいてৄしくઆ明し
ҿࢼ
し ていたͩいた。ࢀՃ者から
は お஡のޮ能なͲの࣭໰があ
り 
 中ࠃ஡への関৺のߴさが
࢕ えた。

（̑）ग़લத国จԽ࠲ߨ
　2015年7月11೔にɼ岡山市෱ྲྀަࢱプラβ෋原の要੥をडけてɼ中
Ճ者は10名でɼ೤৺にࢀを実施した。౰೔の࠲ߨ஡ܳに関する文Խࠃ
お஡をඒຯしくいた くͩための࡞๏にࣖをかたΉけɼそれをࢼҿした。
　さらにɼ2015年�月5೔にはɼ岡山市෱ྲྀަࢱプラβѴ౦の要੥をड
けてɼᰤࢠ くͮりに関するྉཧ࠲ߨを実施した。౰೔のࢀՃ者は17名
でɼࢣߨのઆ明をฉきながら中ࠃのਫᰤࢠ くͮりを しָΈɼ࠷後はその
ຯをת能した。ࢀՃ者が自୐でᰤࢠをௐཧする場合ɼബいൽに۩を包
ΈɼフラΠύンでমくのが一ൠతである。その఺ɼ中ࠃのᰤࢠはൺֱత
ൽも くްɼお湯でᣐでて৯΂るのでɼडߨ生は৯文Խのҧいに関৺を
。ていたͤد

学Ӄͷ日ࢠ޸（̔）
　2015年�月26೔にɼ中ޠࠃ΍中ࠃ文Խへのཧղをߴめることを目త
としてɼެ ։࠲ߨ΍文Խ体ྲྀަݧ会なͲ多くの行事を企ըしɼ本学Ӄ
を一೔中։์した。ࢀՃ者はڵຯに応じてそれらの企ըにࢀՃしɼָ
しΈながら中ޠࠃ΍中ࠃ文Խへのཧղをਂめた。

（１１）αマʔΩϟンϓ

　2015年8月5೔より14೔までの10೔間の೔ఔでɼ
αϚーΩϟンプを大連֎ޠࠃ大学で։࠵した。
΍෢ज़࠲ߨ学ޠࠃՃした14名の学生はɼ中ࢀ
΍ඐഀなͲのԻָを中৺とした文Խ࠲ߨを௨じ
てɼ中ޠࠃと文Խを学びҙཉを্޲さͤるػ会
となった。
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（１）春節交流会

（３）端午節交流会

　2015年1月31೔に
中ࠃのྫ߃行事であるय़અを೔本で体ݧしてもら
うため
「य़અަྲྀ会」を։࠵した。

Ճ者はࢀ　本学Ӄの中࠲ߨޠࠃडߨ生をはじめ
地域ॅຽのํʑฒ
びにཹ学生なͲ໿150名であった。
　ᴈ෭学Ӄ௕から「य़અ」にͭいてのઆ明がなされ
「ਫᰤࢠ くͮり」を
体ݧし
そのຯをת能した。また
本学೔本ਓ学生によるΪターの஄きޠり
΍ཹ学生によるՎの൸࿐なͲ
大いに੝り্ がり
ަྲྀをਂめることがで
きた。

　2015年6月20೔に
中ࠃのྫ߃行事である୺ޕઅを೔本で経ݧしても
らうため
「୺ޕઅަྲྀ会」を։࠵した。

Ճ者はࢀ　本学Ӄの中࠲ߨޠࠃडߨ生をはじめ
地域ॅຽのํʑฒ
びにཹ学生なͲ໿60名であった。

　ᴈ෭学Ӄ௕から「୺ޕઅ」にま
ͭΘる఻આなͲが঺հされ
「 まͪ
きͮ くり」を体ݧした。
　また
中࠲ߨޠࠃのখ学生ड
でのՎ΍೔本ޠࠃ者による中ߨ
ਓ学生によるΪターの஄きޠり
ཹ
学生による中ثָࠃのԋ૗なͲ
が൸࿐され
大いに੝り্ がり
ަ
ྲྀをਂめることができた。

（̓）੨গ೥த国จԽମ験πΞʔJOଠཅ公Ԃ
　2015年7月25೔にɼฌݿ県ඣ路市に
あるଠཅެԂで「੨গ年中ࠃ文Խ体
Ճ者は27名ࢀ。πΞー」を実施したݧ
でن໛をॖখしɼݱ࠶された「ਇ始ߖ
ఇฌഅဵ޵」「ສཬの௕৓」なͲをݟ
学しながらɼπΞーを しָΜでいた。

　2015年6月6೔にɼ「中ҩ学݈߁๏࠲ߨʵઉ਍」を։࠵した。ࢀՃ者
は30名でɼ๺ژ中ҩༀ大学਍அ学教तであるྊ嵘ઌ生がɼ݈߁తな
ઉの֓観΍ありํ にͭいて しৄく঺հした。本࠲ߨではɼͩٛߨけで
なくɼࢀՃ者一ਓ一ਓにରしઉのঢ়ଶを観࡯するํ๏をࢦಋした。
　その後ɼྊઌ生はࢀՃ者の࣭໰にରしてɼ分かり΍すいઆ明をし
た。本࠲ߨはཧ࿦と実ફに഑ しྀたものでɼࢀՃ者にとても޷ධͩっ
た。

（̕）఻౷ܳज़ؑ৆ձ
　2015年10月24೔にɼ商大ߍ内に
ある広場にઃけられた෣୆でɼ中
఻ࠃ文Խී及を目తとしてɼ中ࠃ
౷ָثによる「఻౷ܳज़ؑ৆会」
を։࠵した。大連֎ޠࠃ大学ຽ
଒ָஂの教ࢣと学生がɼ中ࠃの༗
名なָثである二މ΍ݹᝨɼそし
てɼඐഀのԋ૗を൸࿐した。
　౰೔は商
大ࡇの։࠵
間でありɼظ
商大生΍教
職員ばかり
でなくɼ地域
ॅຽもؑ৆
会にࢀՃしɼ生のԋ૗を しָΜͩ。

（１̌ ）௡ࢁ商ߍߴۀੜͱͷަྲྀձ
　2015年6月から12月にかけてɼԕִシスςムを活༻してɼラΠブܕ
中ࠃ文Խ࠲ߨを։࠵した。
文Խަࠃで中ߍߴऴճの12月1�೔にはɼ岡山県ཱ௡山商業࠷　
ྲྀ会を実施した。डߨした20名のߍߴ生はɼࢠ޸学Ӄの教ࢣ΍中
りをָしΈながらަྲྀをਂめた。そしてɼ࡞ࢠਓཹ学生と共にᰤࠃ
ௐཧ後にɼडߨ生にߍ௕ઌ生をؚめ教職員10名がՃΘりɼ一ॹに
ਫᰤࢠを৯΂ながらɼ中ࠃの文Խ΍生活श׳にͭいて࿩し合いを
した。その後ɼडߨしたߍߴ生はɼଠ極ݓ΍੾りֆ くͮりなͲに௅ઓ
した。
　ラΠブܕ中ࠃ文Խ࠲ߨの։࠵はɼԕڑ཭にある商大と௡山商業
୲౰者のҠ動に必要とする時間୹ٛߨとの間をॖめてくれɼߍߴ
ॖにͭながった。そしてɼݱ地で実施した࠷ऴճの文Խަྲྀ会はɼ
ө૾でݟإ஌りになった௡山商業ߍߴの生ె΍教員と商大の学
生と教職員の関܎を一気にਂめɼ充実した内༰であった。

（�）த国ޠεϐʔνίンςετ
　2015年7月4೔にɼ中࠲ߨޠࠃडߨ生に学श成果を発දしɼ࠲ߨҎ
֎で中ޠࠃを学शするਓʑとަྲྀするػ会をఏڙするためɼ中ޠࠃ
スピーνίンςストを։࠵した。ॻྨ৹ࠪを௨աした14名がίンςスト
で発දした。なおɼ発ද者は社会ਓが10名と学生が4名の૯੎14名
であった。৹ࠪ員としてɼ中ྖࠃ事館のཥय़生ࢀ事をটᡈした。
　ίンςストで࠷༏ल৆を֫得した2名がɼ大連֎ޠࠃ大学で։࠵さ
れたαϚーΩϟンプにট待されɼޠ学研मにࢀՃした。ݱ地で中ࠃਓ
とަྲྀした2名のࢀՃ者はɼこれまでҎ্に中ޠࠃにຏきをかけなが
らɼෘで中ࠃ文Խに৮れるػ会を得た。

（２）中国文化サロン（中国茶）

　2015年4月18೔に
地域ॅຽの
ํʑに中ࠃ文Խに関৺をもって
もらうことを目తとして
中ࠃ஡ܳ
Ճ者は20名ࢀ。した࠵を։࠲ߨ
であった。
　中ࠃ஡をඒຯしくいたͩ
くための࡞๏である中ࠃ஡

ܳ にͭいてৄしくઆ明し
ҿࢼ
し ていたͩいた。ࢀՃ者から
は お஡のޮ能なͲの࣭໰があ
り 
 中ࠃ஡への関৺のߴさが
࢕ えた。

（̑）ग़લத国จԽ࠲ߨ
　2015年7月11೔にɼ岡山市෱ྲྀަࢱプラβ෋原の要੥をडけてɼ中
Ճ者は10名でɼ೤৺にࢀを実施した。౰೔の࠲ߨ஡ܳに関する文Խࠃ
お஡をඒຯしくいた くͩための࡞๏にࣖをかたΉけɼそれをࢼҿした。
　さらにɼ2015年�月5೔にはɼ岡山市෱ྲྀަࢱプラβѴ౦の要੥をड
けてɼᰤࢠ くͮりに関するྉཧ࠲ߨを実施した。౰೔のࢀՃ者は17名
でɼࢣߨのઆ明をฉきながら中ࠃのਫᰤࢠ くͮりを しָΈɼ࠷後はその
ຯをת能した。ࢀՃ者が自୐でᰤࢠをௐཧする場合ɼബいൽに۩を包
ΈɼフラΠύンでমくのが一ൠతである。その఺ɼ中ࠃのᰤࢠはൺֱత
ൽも くްɼお湯でᣐでて৯΂るのでɼडߨ生は৯文Խのҧいに関৺を
。ていたͤد

学Ӄͷ日ࢠ޸（̔）
　2015年�月26೔にɼ中ޠࠃ΍中ࠃ文Խへのཧղをߴめることを目త
としてɼެ ։࠲ߨ΍文Խ体ྲྀަݧ会なͲ多くの行事を企ըしɼ本学Ӄ
を一೔中։์した。ࢀՃ者はڵຯに応じてそれらの企ըにࢀՃしɼָ
しΈながら中ޠࠃ΍中ࠃ文Խへのཧղをਂめた。

（１１）αマʔΩϟンϓ

　2015年8月5೔より14೔までの10೔間の೔ఔでɼ
αϚーΩϟンプを大連֎ޠࠃ大学で։࠵した。
΍෢ज़࠲ߨ学ޠࠃՃした14名の学生はɼ中ࢀ
΍ඐഀなͲのԻָを中৺とした文Խ࠲ߨを௨じ
てɼ中ޠࠃと文Խを学びҙཉを্޲さͤるػ会
となった。
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　ຊ学は、࣮ ફతೳྗのऔಘや社会ਓとしてのڭཆを਎ʹ͚ͭ、ૣ めΔΑ͏ߴら社会ਓとなΔための意ࣝを͔ظ
学ੜをࢦಋしていま͢。
　ͦ͏ した中で、ࠃՈ֨ࢿやݕఆݧࢼへのνϟレンδを学ੜʹଅし、ੵ で͖ݧతʹडۃ ΔΑ͏ʮ岡山商科大学ઐ໳
学ߍʯならͼ ʮʹ学ߍ๏ਓ産ۀೳ཰大学ʯと連携して、ݧࢼ֨ࢿ講座・௨৴ڭҭ講座等を࣮ࢪしていま͢。
　また、ࠃՈݧࢼ֨ࢿ等ʹ合֨した৔合、͓ ॕいۚを͢څࢧΔʮ岡山商科大学֨ࢿऔಘࢧԉ੍౓ʯをઃ͚てい
ま͢。
　ຊ年౓΋ଟ਺のօさΜが、ࠃՈݧࢼ֨ࢿ・公຿һݕ・ݧࢼఆݧࢼʹ合֨されました。
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合格者ݧࢼ格ࢿ

（஫）岡山商科大学資格取得支援੍度のৄࡉにͭいては社会૯合研究ॴまでお໰い合Θ くͤͩ さい。

˞೚ظ෇ɾิܽの࠾༻もؚ Ή。
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ʮ̋商大क़ʯ

　2012年4月に開設した「商大塾」は4年目を迎え、資格相談の場として定着してきました。本年度は、気軽に立ち寄る学
生が増えただけでなく、国家資格の取得を目指す学生からの相談も増えてきました。

◆学生に人気の資格　～1年間を通じて相談が多かった資格～
　ຖ年૬ஊ਺がଟい೔商฽記̏ ̛̥ڃ̏、ڃ ٕೳ࢜ʹՃ͑、୐஍ݐ෺औҾ࢜ʹର͢Δ૬ஊがଟ͔ たͬ と͜がຊ年౓のಛ
௃とい ま͑͢。
　୐஍ݐ෺औҾ࢜は、ຊ年౓ΑΓ
ňऔҾओ೚ऀŉ ら͔ňऔҾ࢜ŉʹ্֨
͛され、೉қ౓΋૿して͖ た֨ࢿで
͢が、年ʑ֨ࢿ講座のड講ऀが૿
͑て͖ ていΔ͜ と΋ Γ͋、શ学෦、શ
学年を௨じてڵຯをͭ࣋学ੜが૿
͑て͖ たΑ͏ ʹ感じま͢。
　ͦのଞは、ྫ 年௨Γ೔商฽記ݕ
ఆ、̛̥ٕ ೳ࢜、ϦςーϧϚーέςΟン
ά（ൢച࢜）ݕఆʹର͢Δ૬ஊがଟ

、ٕ͘ ೳを਎ʹ͚ͭΔための֨ࢿऔ
ಘʹ͚޲た૬ஊがଟ͔ たͬで͢。
　また、਺はଟ な͘いので͢が、੫
ཧ࢜や行੓ॻ࢜、中খۀا਍அ࢜とい たͬࠃՈ֨ࢿのऔಘを目͢ࢦ学ੜの૬ஊ΋૿͑て͖ て Γ͓、学֎講座の׆༻を中
৺ʹ、合֨ʹ௚ し݁た学शํ๏ʹͭいてアυόイεしていま͢。

◆国家資格を目指す　～学外講座への受講指導～
での学֎講座のड講をਪ঑しߍのઐ໳ࡦରݧいては、डͭʹࡦରݧࢼ༺࠾৬のڭՈ公຿һやࠃ、をはじめ֨ࢿՈࠃ　
ていま͢。೉қ౓のߴい֨ࢿ等ʹͭいては、डࢦݧಋઐ໳の講ࢣ ΑʹΔडݧରࡦ講座のड講が๬まし͘ 、μϒϧεΫーϧ
Խをਪ঑していま͢。
　2015年౓ʹ৽しいऔΓ૊Έとして開講した୐஍ݐ෺औҾ࢜の学֎講座（௨学ίーε）で͢が、9໊の学ੜがड講し、4໊
が合֨となΓました。学֎講座のϝϦοトとしての、社会ਓとڞʹ学श͢Δڥ؀ʹ਎をஔ 、͖ߴ いϞνベーγϣンをҡ࣋͢Δ͜
とがで͖ Δ点が͔׆され、ྑ い݁Ռʹ݁ͼͭいた΋のとࢥΘれま͢。৽年౓΋Ҿ͖ ଓ ௨͖学ίーεをਪ঑してい͖ ま͢。
　また、ຊ年౓の੫ཧ࢜科目の合֨ऀ̎ 合֨ऀ̍ݧࢼ༺࠾Ո公຿һࠃ、໊ ໊΋、͓ Αͦ 1年͔͚ؒて学֎講座をड講して
合֨ʹ݁ͼ͚ͭていま͢。
　͜れら݁Ռを౿ま͑ 、ఏ携していΔҰ෦のઐ໳ߍʹͭいては、ड講ྉの̍ ̌̀ ׂҾの༏଴݊をఆظతʹ഑෍͢Δମ੍を
੔͑、合֨ऀʹର͢Δ報঑੍ۚ౓と֨ࢿ、ʹڞऔಘࢧԉをॆ࣮さͤてい͖ ま͢。

◆資格と職業　～就職合宿への取り組み～
　商大क़とΩϟϦアセンターとのίϥϘレーγϣンاըとして、2015年9 7݄೔ΑΓ1ധ2೔の೔ఔで࣮ࢪしたब৬合॓では、ࢿ
֨を͔͢׆৬ۀとしてอݥ୅ཧళの᷂อݥσβイン（大ࡕ市）を๚໰し、ϑΝイφンγϟϧ・ϓϥンφーの֨ࢿがݱ৔でどの
Α͏ されていΔ͔を学Ϳ͔׆ʹ と͜がで͖ ました。৽年౓΋Ҿ͖ ଓ 、͖ň֨ࢿを׆ し͔た৬ۀŉʹͭいてʠݱ৔での࣮ମݧʡが
で͖ ΔΑ͏ ʹ、ΩϟϦアセンターと連携してऔΓ૊Μでい͖ たいと͑ߟていま͢。

2015年度の商大塾を振り返り
社会૯合研究ॴ　࣍௕

経営学部　ࢣߨ　ւๅݡ�一࿠
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ެ຿һݧࢼ合格者
Ոެ຿һࠃ˓
ɹࠃՈެ຿һ（Ұൠ৬）ɹɹ̍ ໊
ɹࣗӴ׭ɹɹɹɹɹɹɹɹ̎ ໊
ɹܐ຿׭ɹɹɹɹɹɹɹɹ̏ ໊
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ

Ұཡ࠲ߨݧࢼ格ࢿ

ಠֶαϙʔτʢΦϦδφϧのݧࢼରࡦ໰୊ɾղઆ഑෇ʣ

▼
ࢿ
֨
ࢼ
ݧ
ߨ
࠲

ݧࢼ֨ࢿ˝
࠲ߨ

˓஍ํެ຿һ

ൢചڃ�࢜

ɹɹɹ̒׭࡯ܯ ໊

ʥ（ࢢ໺ۄ）ߍ౳ֶߴһɹɹɹɹ໊̍ʤڭ

Ԭݝࢁɹ̏ ɹɹɹౡࠜݝɹ̎ ɹɹɹߴ஌ݝɹ̍
ಙౡݝɹ̍ ɹɹɹௗऔݝɹ̍ ɹɹɹɹ
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ʓ୐஍ݐ෺औҾओ೚ऀ����� �໊
ʓߦ੓ॻ࢜����� ɹɹɹɹɹ̍ ໊
ʓ੫ཧݧࢼ࢜（ࡒ຿ॾද࿦）�໊
ʓɹɹʏɹɹ（฽ه࿦）ɹɹ�໊
ʓ೔঎฽ݕهఆ
� � ɹɹɹɹ�໊ڃ�
� � ɹɹɹɹ�໊ڃ�
� � ɹɹɹɹ�໊ڃ�
ʓ'1ٕೳݕఆ
� � ɹɹɹɹ�໊ڃ�
� � ɹɹɹɹ��໊ڃ�

ʓ"'1
ɹ（ΞϑΣϦΤΠςου�ϑΝΠφϯγϟϧ�ϓϥϯφʔ）
� � � ɹ�໊
ʓൢചݕ࢜ఆڃ�� ɹ�໊
ʓݕֶࡁܦఆ（ϛΫϩɾϚΫϩ）�Պ໨
ɹ4ϥϯΫ� � ɹ�໊
ɹ"�ϥϯΫ� � ɹ�໊
ɹ"ϥϯΫ� � ɹ�໊
ʓ๏ֶݕఆελϯμʔυʪதڃʫίʔεɹ�໊
ʓ50&*$� � � ��໊

ʓ*5ύεϙʔτ�� ɹ�໊
ʓ.04（ϚΠΫϩιϑτ�ΦϑΟε�εϖγϟϦετ）ɹ�
ɹ �����8PSEݧࢼ ɹ�໊
ʓ๵қ࣮຿ݕఆ̘ڃ� ɹ�໊
ʓϏδωε࣮຿๏຿ݕఆڃ�ɹɹ�໊
ʓੈքҨݕ࢈ఆ
ɹɹڃ�� � ɹ�໊
ɹɹڃ�� � ɹ�໊

ʮ̋商大क़ʯ

　2012年4月に開設した「商大塾」は4年目を迎え、資格相談の場として定着してきました。本年度は、気軽に立ち寄る学
生が増えただけでなく、国家資格の取得を目指す学生からの相談も増えてきました。

◆学生に人気の資格　～1年間を通じて相談が多かった資格～
　ຖ年૬ஊ਺がଟい೔商฽記̏ ̛̥ڃ̏、ڃ ٕೳ࢜ʹՃ͑、୐஍ݐ෺औҾ࢜ʹର͢Δ૬ஊがଟ͔ たͬ と͜がຊ年౓のಛ
௃とい ま͑͢。
　୐஍ݐ෺औҾ࢜は、ຊ年౓ΑΓ
ňऔҾओ೚ऀŉ ら͔ňऔҾ࢜ŉʹ্֨
͛され、೉қ౓΋૿して͖ た֨ࢿで
͢が、年ʑ֨ࢿ講座のड講ऀが૿
͑て͖ ていΔ͜ と΋ Γ͋、શ学෦、શ
学年を௨じてڵຯをͭ࣋学ੜが૿
͑て͖ たΑ͏ ʹ感じま͢。
　ͦのଞは、ྫ 年௨Γ೔商฽記ݕ
ఆ、̛̥ٕ ೳ࢜、ϦςーϧϚーέςΟン
ά（ൢച࢜）ݕఆʹର͢Δ૬ஊがଟ

、ٕ͘ ೳを਎ʹ͚ͭΔための֨ࢿऔ
ಘʹ͚޲た૬ஊがଟ͔ たͬで͢。
　また、਺はଟ な͘いので͢が、੫
ཧ࢜や行੓ॻ࢜、中খۀا਍அ࢜とい たͬࠃՈ֨ࢿのऔಘを目͢ࢦ学ੜの૬ஊ΋૿͑て͖ て Γ͓、学֎講座の׆༻を中
৺ʹ、合֨ʹ௚ し݁た学शํ๏ʹͭいてアυόイεしていま͢。

◆国家資格を目指す　～学外講座への受講指導～
での学֎講座のड講をਪ঑しߍのઐ໳ࡦରݧいては、डͭʹࡦରݧࢼ༺࠾৬のڭՈ公຿һやࠃ、をはじめ֨ࢿՈࠃ　
ていま͢。೉қ౓のߴい֨ࢿ等ʹͭいては、डࢦݧಋઐ໳の講ࢣ ΑʹΔडݧରࡦ講座のड講が๬まし͘ 、μϒϧεΫーϧ
Խをਪ঑していま͢。
　2015年౓ʹ৽しいऔΓ૊Έとして開講した୐஍ݐ෺औҾ࢜の学֎講座（௨学ίーε）で͢が、9໊の学ੜがड講し、4໊
が合֨となΓました。学֎講座のϝϦοトとしての、社会ਓとڞʹ学श͢Δڥ؀ʹ਎をஔ 、͖ߴ いϞνベーγϣンをҡ࣋͢Δ͜
とがで͖ Δ点が͔׆され、ྑ い݁Ռʹ݁ͼͭいた΋のとࢥΘれま͢。৽年౓΋Ҿ͖ ଓ ௨͖学ίーεをਪ঑してい͖ ま͢。
　また、ຊ年౓の੫ཧ࢜科目の合֨ऀ̎ 合֨ऀ̍ݧࢼ༺࠾Ո公຿һࠃ、໊ ໊΋、͓ Αͦ 1年͔͚ؒて学֎講座をड講して
合֨ʹ݁ͼ͚ͭていま͢。
　͜れら݁Ռを౿ま͑ 、ఏ携していΔҰ෦のઐ໳ߍʹͭいては、ड講ྉの̍ ̌̀ ׂҾの༏଴݊をఆظతʹ഑෍͢Δମ੍を
੔͑、合֨ऀʹର͢Δ報঑੍ۚ౓と֨ࢿ、ʹڞऔಘࢧԉをॆ࣮さͤてい͖ ま͢。

◆資格と職業　～就職合宿への取り組み～
　商大क़とΩϟϦアセンターとのίϥϘレーγϣンاըとして、2015年9 7݄೔ΑΓ1ധ2೔の೔ఔで࣮ࢪしたब৬合॓では、ࢿ
֨を͔͢׆৬ۀとしてอݥ୅ཧళの᷂อݥσβイン（大ࡕ市）を๚໰し、ϑΝイφンγϟϧ・ϓϥンφーの֨ࢿがݱ৔でどの
Α͏ されていΔ͔を学Ϳ͔׆ʹ と͜がで͖ ました。৽年౓΋Ҿ͖ ଓ 、͖ň֨ࢿを׆ し͔た৬ۀŉʹͭいてʠݱ৔での࣮ମݧʡが
で͖ ΔΑ͏ ʹ、ΩϟϦアセンターと連携してऔΓ૊Μでい͖ たいと͑ߟていま͢。

2015年度の商大塾を振り返り
社会૯合研究ॴ　࣍௕

経営学部　ࢣߨ　ւๅݡ�一࿠
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ӦֶՊ̏ܦӦֶ෦ܦ ೥ɹ
౔Ҫ�ΈΒ͍

　2015年10月18೔に行Θ
れた平成27年度୐地ݐ෺
取Ҿ࢜資格ݧࢼにおいて、
๏学部๏学科3年の҆部
さΜ、ਗ਼ਫխ文さΜ、2ߊ߂
年のҪ্௚لさΜ、経営学
部経営学科3年の౔ҪΈ
らいさΜの4名が合格しまし
た。̐名とも、商大塾から資
格取得支援࠲ߨをҕୗしているࣜג会社ݐங資ྉ研究社（೔ݐ学
Ӄ）の୐࠲ߨݐをडߨし、༏लな成੷をおさめることができました。

業したいという目ඪがあり、二年生の時ى会社を࢈はҎલからෆ動ࢲ　
から೔ݐ学ӃのFŖラーχング࠲ߨで୐ݐのษڧを始めました。自୐で޷
きな時にٛߨがडけられるというのは、ඇৗに大きなϝϦットͩ ったのです
が、ݖར関܎なͲの分໺では、ී ஈฉきなれない๏཯༻ޠが多く、ཧղ
するより҉記にཔってしまい、結果はෆ合格でした。しかし、必ͣ取ると自
分の中で決めていた資格 っͩたので、ࡾ年生になり、今度は௨学ίース
で௅ઓしました。自୐での学शと大きくҧった఺は、一ਓでษڧするので
はなく、一ͭの教ࣨに、20ਓʙ30ਓが同時にूまりษڧするので（൱が
応でも΍らなければならない）という気になれたことです。このྑいҙຯ
でのงғ気は、ݧࢼまでのモνϕーションをߴめてくれるͩけではなく、
分からなかった部分があれば、おޓいに、教え合うことも出དྷるので、きͪ
Μとཧղするという学शが確ཱできます。また、ݧࢼલになれば、本ݧࢼ
と同様のࣜܗで予૝໛ٖݧࢼをडけることが出དྷます。໛ٖݧࢼの結
果は、その೔のうͪ に࠾఺され、自分がݱ時఺で、ͲのཱͪҐஔにいるの
かも分かるので、ྑ い൑அࡐྉにもなります。これらの学शを܁りฦすこ
とで、合格することが出དྷました。
　୐ݐを取得することで、ෆ動࢈業界へのब職、またはಠཱが༗རに
なるのもར఺なのですが、自分自਎が、ϋードルを一ͭ৐りӽえたことで
の大きな自৴にܨがったことが、୐ݐに合格した一൪のऩ֭ とͩ感じまし
た。今後もこの経ݧを活かし、自らの目ඪとするෆ動࢈会社のى業に޲
け、౒力をଓけていこうとࢥいます。

ӦֶՊ̐ܦӦֶ෦ܦ ೥
২ాɹݑհ
しようと考えていたたݧをडݧࢼからެ຿員ࠒは大学に入学したࢲ　
め、2年生の時にެ຿員࠲ߨをडߨし、3年生からは予උߍに௨ってࢼ
ެ。を進めましたࡦରݧ ຿員ݧࢼのච記ݧࢼは科目が多く、はじめはԿ
からษڧすればよいかΘからないঢ়ଶでしたが、予උߍに௨うことでޮ
཰తにษڧすることができました。特にࢲが௨っていた予උߍでは%7%
でٛߨをडけられるので自分の予定にあΘͤてडߨでき、大学とのཱ྆
も可能でした。また、ಠ学ではରࡦがしにくい࿦文΍໘઀にͭいてもࢦ
ಋしていたͩけたことが、࠷ऴ合格にͭながったとࢥっています。
　今ճެ຿員ݧࢼをडݧしてΈて、ษڧをଓけるためにはϝϦϋϦをͭ
けることが重要 とͩ感じました。ެ ຿員ݧࢼでは҉記するྔが多いた
め、ษڧしなければならない時間も多くなりますが、ू 中できない時にແ
ཧ΍りษڧしても಄に࢒らないとࢥいます。ࢲは຾くなった時にはԾ຾を
とったり、िに1೔はษڧしない೔を࡞るなͲのଉൈきを৺がけたことでࢼ
。に取り組Ήことができましたڧଓしてษܧ೔までݧ
　また、ެ ຿員ݧࢼはब職ݧࢼであるためච記ݧࢼରͩࡦけでなく、
໘઀ରࡦがෆ可ܽです。ࢲは໘઀にۤखҙࣝがあったため、ච記ࢼ
で໘઀࿅शをしていました。࿅शを重ͶるߍがऴΘった後はຖ೔予උݧ
ことで様ʑな࣭໰にରする४උができ、本൪の໘઀も৐り੾ることができ
ました。
　ච記ݧࢼにՃえて、࿦文΍໘઀なͲରࡦしなければならないことが୔
山あります。ಠ学では೉しいݧࢼ とͩࢥいますので、डݧを考えているํ
には予උߍへ௨Θれることをおקめします。

日商簿記１級合格
ӦֶՊ̏ܦӦֶ෦ܦ ೥
ɹ༝୎ݪ౻
しましڧに行きษߍを大学に௨いながら予උڃ定1ݕは、೔商฽記ࢲ　
た。೔商฽記ݕ定1ڃは೉қ度ߴも くなり、ൣ ғも広くなるのでಠ学で合
格を目ࢦすのはかなりݫしいので予උߍに௨いながらษڧしました。予
උߍでは、ࢣߨが分かり΍すく教えてくれ、ΧϦΩϡラムにԊって学शする
ͩけで合格Ϩϕルに౸ୡするので自分でษํڧ๏を考えたりしなくても
ษڧの࣭がอたれていました。また一ॹに合格に޲けてがΜばる஥間も
いるのでおޓいに੾᛭ୖຏしあいながらษڧすることができました。
　ษڧを進めていく中でत業はもͪ ΖΜのこと、෮शをすることが大੾ͩ
とΘかりました。शったことをできるͩ け早く෮शし、間ҧえたとこΖはまた
ςΩストに໭ってษڧしなおし、できるまで෮शを܁りฦしました。
　また、ݶられた時間を༗ޮに࢖うように޻෉しました。大学のٛߨがな
い時΍、ܜٳ時間をうまく࢖ってগしでも多くのษڧ時間を確อするよう
にしました。1ڃからはࢉܭ໰୊にՃえてཧ࿦໰୊も出୊されるので、ి
ंなͲの߆ଋされた時間を࢖ってཧ࿦の҉記に取り組Έました。このよ
うに時間を༗ޮతに࢖い、ޮ ཰よくษڧを進めていきました。
　೔商฽記ݕ定1ڃはຖճ合格཰が10̀ લ後と௿く、合格཰からΈても
೉しいݕ定 とͩいうことが分かります。しかし、合格するとब職活動にも
えඇৗに༗རになります。฽記の஌ࣝは社会ਓとして必ਢの஌ࣝで࢖
あり、企業のධՁߴも いためཤྺॻ΍自13ݾϙΠントとしても༗ޮです。
　合格するためには、多くのษڧ時間を確อし༗ޮతなษڧをしなけ
ればなりまͤΜ。೉しいݧࢼなͩけに࠳ しંそうになりますが、฽記はษ
すればしたͩけ఺数にその౒力が൓өされていくので、ෛけͣに౒ڧ
力していくことが大੾です。自分に合ったษํڧ๏をͭݟけແཧなく合
格へとษڧをؤுってくͩ さい。
　（౻原さΜは೔商฽記1ڃ合格後、予උߍに௨い、੫ཧݧࢼ࢜におい
ても2科目合格しました。）

税理士試験科目合格

ERE（経済学検定）
ミクロ・マクロSランク合格

　平成27年度੫ཧݧࢼ࢜において、経営学部経営学
科3年の౻原༝୎さΜが「ࡒ຿ॾද࿦」「฽記࿦」の2
科目合格、経営学部経営学科4年の೉೾大تさΜが
。科目を合格しました「຿ॾද࿦ࡒ」

� 2015年7月5೔に行Θれたୈ28ճ経済学ݕ定ݧࢼに
おいて、経済学部経済学科4年の㰘᥁ҒさΜがランΫ
4の成੷をऩめました。ランΫ4はΘͣか成੷্Ґ1�に
しか༩えられない、ඇৗに༏लな成੷です。

行政書士合格
　平成27年度行੓ॻݧࢼ࢜において、๏学部๏学科
3年の๺山݈ଠさΜが合格しました。

ࣸਅࠨ Β͔�Ҫ্͞ Μɺ౔Ҫ͞ Μɺਗ਼ਫ͞ Μɺ̓ ෦͞ Μ

　　社会૯合研究ॴでは、後援会を組織しています。県内֎を໰Θͣ多くのݸਓɾஂ 体のํにごొ࿥をいた きͩ、会員の

皆様には、֤ छެ։事業にごࢀՃいた くͩと共に、刊行資ྉの഑෍をしています。そうした活動を௨じて、ͤدられたごҙ

。め、ల։する事業へ൓өさͤていますࢭご感૝は社会తな要੥ともडけ、ݟ

　そうしたࢲ共を支えていたͩいている後援会会員の中から一部のํに、中௕ظతかͭઓུతなごҙݟをいた くͩために、

໾員としてごब೚いたͩいています。2016年2月16೔にはごҙݟをいた くͩ場として「2015年度後援会ཧ事ɾװ事合同໾員

会」を։࠵いたしました。

針を定めていく্ࢦは多くのごࣔࠦをؚΜでおり、これからの活動ݟ業界なͲで活༂されているํʑからのごҙ࢈　 で、大

มو重なಓඪをࣔしていた きͩました。

　今後、こうしたごҙݟをແବにすることなく、地域発లのためӶҙ取り組Μでいきたいとࢥいます。

�����

岡山商科大学社会総合研究所後援会役員名簿 （2016年3月）

代表理事　岡﨑　　彬
理　　事　伊原木一衛
理　　事　宮長　雅人
理　　事　原　　憲一
理　　事　小嶋　光信
理　　事　秋山　進彦
代表幹事　武田　修一
幹　　事　服部　弘平
幹　　事　木谷　忠義
幹　　事　近藤弦之介
幹　　事　松本　光雄
幹　　事　永山　久人

岡山ガス株式会社　代表取締役社長

株式会社天満屋　代表取締役会長

株式会社中国銀行　代表取締役頭取

山陽放送株式会社　代表取締役社長

両備ホールディングス株式会社　代表取締役会長兼CEO

倉敷化工株式会社　相談役

株式会社廣榮堂　取締役会長

服部興業株式会社　取締役会長

株式会社さえら　代表取締役会長

太陽綜合法律事務所　代表弁護士

株式会社まつもとコーポレーション　代表取締役社長

下津井電鉄株式会社　代表取締役社長

（敬称略）

ʪ2016೥̎ ݄16೔ɹԙɿԬࢁϓϥβϗςϧʫ

ʮޙԉ会ٴͼޙԉ会໾һ会ʹͭいてʯ
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ӦֶՊ̏ܦӦֶ෦ܦ ೥ɹ
౔Ҫ�ΈΒ͍

　2015年10月18೔に行Θ
れた平成27年度୐地ݐ෺
取Ҿ࢜資格ݧࢼにおいて、
๏学部๏学科3年の҆部
さΜ、ਗ਼ਫխ文さΜ、2ߊ߂
年のҪ্௚لさΜ、経営学
部経営学科3年の౔ҪΈ
らいさΜの4名が合格しまし
た。̐名とも、商大塾から資
格取得支援࠲ߨをҕୗしているࣜג会社ݐங資ྉ研究社（೔ݐ学
Ӄ）の୐࠲ߨݐをडߨし、༏लな成੷をおさめることができました。

業したいという目ඪがあり、二年生の時ى会社を࢈はҎલからෆ動ࢲ　
から೔ݐ学ӃのFŖラーχング࠲ߨで୐ݐのษڧを始めました。自୐で޷
きな時にٛߨがडけられるというのは、ඇৗに大きなϝϦットͩ ったのです
が、ݖར関܎なͲの分໺では、ී ஈฉきなれない๏཯༻ޠが多く、ཧղ
するより҉記にཔってしまい、結果はෆ合格でした。しかし、必ͣ取ると自
分の中で決めていた資格 っͩたので、ࡾ年生になり、今度は௨学ίース
で௅ઓしました。自୐での学शと大きくҧった఺は、一ਓでษڧするので
はなく、一ͭの教ࣨに、20ਓʙ30ਓが同時にूまりษڧするので（൱が
応でも΍らなければならない）という気になれたことです。このྑいҙຯ
でのงғ気は、ݧࢼまでのモνϕーションをߴめてくれるͩけではなく、
分からなかった部分があれば、おޓいに、教え合うことも出དྷるので、きͪ
Μとཧղするという学शが確ཱできます。また、ݧࢼલになれば、本ݧࢼ
と同様のࣜܗで予૝໛ٖݧࢼをडけることが出དྷます。໛ٖݧࢼの結
果は、その೔のうͪ に࠾఺され、自分がݱ時఺で、ͲのཱͪҐஔにいるの
かも分かるので、ྑ い൑அࡐྉにもなります。これらの学शを܁りฦすこ
とで、合格することが出དྷました。
　୐ݐを取得することで、ෆ動࢈業界へのब職、またはಠཱが༗རに
なるのもར఺なのですが、自分自਎が、ϋードルを一ͭ৐りӽえたことで
の大きな自৴にܨがったことが、୐ݐに合格した一൪のऩ֭ とͩ感じまし
た。今後もこの経ݧを活かし、自らの目ඪとするෆ動࢈会社のى業に޲
け、౒力をଓけていこうとࢥいます。

ӦֶՊ̐ܦӦֶ෦ܦ ೥
২ాɹݑհ
しようと考えていたたݧをडݧࢼからެ຿員ࠒは大学に入学したࢲ　
め、2年生の時にެ຿員࠲ߨをडߨし、3年生からは予උߍに௨ってࢼ
ެ。を進めましたࡦରݧ ຿員ݧࢼのච記ݧࢼは科目が多く、はじめはԿ
からษڧすればよいかΘからないঢ়ଶでしたが、予උߍに௨うことでޮ
཰తにษڧすることができました。特にࢲが௨っていた予උߍでは%7%
でٛߨをडけられるので自分の予定にあΘͤてडߨでき、大学とのཱ྆
も可能でした。また、ಠ学ではରࡦがしにくい࿦文΍໘઀にͭいてもࢦ
ಋしていたͩけたことが、࠷ऴ合格にͭながったとࢥっています。
　今ճެ຿員ݧࢼをडݧしてΈて、ษڧをଓけるためにはϝϦϋϦをͭ
けることが重要 とͩ感じました。ެ ຿員ݧࢼでは҉記するྔが多いた
め、ษڧしなければならない時間も多くなりますが、ू 中できない時にແ
ཧ΍りษڧしても಄に࢒らないとࢥいます。ࢲは຾くなった時にはԾ຾を
とったり、िに1೔はษڧしない೔を࡞るなͲのଉൈきを৺がけたことでࢼ
。に取り組Ήことができましたڧଓしてษܧ೔までݧ
　また、ެ ຿員ݧࢼはब職ݧࢼであるためච記ݧࢼରͩࡦけでなく、
໘઀ରࡦがෆ可ܽです。ࢲは໘઀にۤखҙࣝがあったため、ච記ࢼ
で໘઀࿅शをしていました。࿅शを重ͶるߍがऴΘった後はຖ೔予උݧ
ことで様ʑな࣭໰にରする४උができ、本൪の໘઀も৐り੾ることができ
ました。
　ච記ݧࢼにՃえて、࿦文΍໘઀なͲରࡦしなければならないことが୔
山あります。ಠ学では೉しいݧࢼ とͩࢥいますので、डݧを考えているํ
には予උߍへ௨Θれることをおקめします。

日商簿記１級合格
ӦֶՊ̏ܦӦֶ෦ܦ ೥
ɹ༝୎ݪ౻
しましڧに行きษߍを大学に௨いながら予උڃ定1ݕは、೔商฽記ࢲ　
た。೔商฽記ݕ定1ڃは೉қ度ߴも くなり、ൣ ғも広くなるのでಠ学で合
格を目ࢦすのはかなりݫしいので予උߍに௨いながらษڧしました。予
උߍでは、ࢣߨが分かり΍すく教えてくれ、ΧϦΩϡラムにԊって学शする
ͩけで合格Ϩϕルに౸ୡするので自分でษํڧ๏を考えたりしなくても
ษڧの࣭がอたれていました。また一ॹに合格に޲けてがΜばる஥間も
いるのでおޓいに੾᛭ୖຏしあいながらษڧすることができました。
　ษڧを進めていく中でत業はもͪ ΖΜのこと、෮शをすることが大੾ͩ
とΘかりました。शったことをできるͩ け早く෮शし、間ҧえたとこΖはまた
ςΩストに໭ってษڧしなおし、できるまで෮शを܁りฦしました。
　また、ݶられた時間を༗ޮに࢖うように޻෉しました。大学のٛߨがな
い時΍、ܜٳ時間をうまく࢖ってগしでも多くのษڧ時間を確อするよう
にしました。1ڃからはࢉܭ໰୊にՃえてཧ࿦໰୊も出୊されるので、ి
ंなͲの߆ଋされた時間を࢖ってཧ࿦の҉記に取り組Έました。このよ
うに時間を༗ޮతに࢖い、ޮ ཰よくษڧを進めていきました。
　೔商฽記ݕ定1ڃはຖճ合格཰が10̀ લ後と௿く、合格཰からΈても
೉しいݕ定 とͩいうことが分かります。しかし、合格するとब職活動にも
えඇৗに༗རになります。฽記の஌ࣝは社会ਓとして必ਢの஌ࣝで࢖
あり、企業のධՁߴも いためཤྺॻ΍自13ݾϙΠントとしても༗ޮです。
　合格するためには、多くのษڧ時間を確อし༗ޮతなษڧをしなけ
ればなりまͤΜ。೉しいݧࢼなͩけに࠳ しંそうになりますが、฽記はษ
すればしたͩけ఺数にその౒力が൓өされていくので、ෛけͣに౒ڧ
力していくことが大੾です。自分に合ったษํڧ๏をͭݟけແཧなく合
格へとษڧをؤுってくͩ さい。
　（౻原さΜは೔商฽記1ڃ合格後、予උߍに௨い、੫ཧݧࢼ࢜におい
ても2科目合格しました。）

税理士試験科目合格

ERE（経済学検定）
ミクロ・マクロSランク合格

　平成27年度੫ཧݧࢼ࢜において、経営学部経営学
科3年の౻原༝୎さΜが「ࡒ຿ॾද࿦」「฽記࿦」の2
科目合格、経営学部経営学科4年の೉೾大تさΜが
。科目を合格しました「຿ॾද࿦ࡒ」

� 2015年7月5೔に行Θれたୈ28ճ経済学ݕ定ݧࢼに
おいて、経済学部経済学科4年の㰘᥁ҒさΜがランΫ
4の成੷をऩめました。ランΫ4はΘͣか成੷্Ґ1�に
しか༩えられない、ඇৗに༏लな成੷です。

行政書士合格
　平成27年度行੓ॻݧࢼ࢜において、๏学部๏学科
3年の๺山݈ଠさΜが合格しました。

ࣸਅࠨ Β͔�Ҫ্͞ Μɺ౔Ҫ͞ Μɺਗ਼ਫ͞ Μɺ̓ ෦͞ Μ

　　社会૯合研究ॴでは、後援会を組織しています。県内֎を໰Θͣ多くのݸਓɾஂ 体のํにごొ࿥をいた きͩ、会員の

皆様には、֤ छެ։事業にごࢀՃいた くͩと共に、刊行資ྉの഑෍をしています。そうした活動を௨じて、ͤدられたごҙ

。め、ల։する事業へ൓өさͤていますࢭご感૝は社会తな要੥ともडけ、ݟ

　そうしたࢲ共を支えていたͩいている後援会会員の中から一部のํに、中௕ظతかͭઓུతなごҙݟをいた くͩために、

໾員としてごब೚いたͩいています。2016年2月16೔にはごҙݟをいた くͩ場として「2015年度後援会ཧ事ɾװ事合同໾員

会」を։࠵いたしました。

針を定めていく্ࢦは多くのごࣔࠦをؚΜでおり、これからの活動ݟ業界なͲで活༂されているํʑからのごҙ࢈　 で、大

มو重なಓඪをࣔしていた きͩました。

　今後、こうしたごҙݟをແବにすることなく、地域発లのためӶҙ取り組Μでいきたいとࢥいます。

�����

岡山商科大学社会総合研究所後援会役員名簿 （2016年3月）

代表理事　岡﨑　　彬
理　　事　伊原木一衛
理　　事　宮長　雅人
理　　事　原　　憲一
理　　事　小嶋　光信
理　　事　秋山　進彦
代表幹事　武田　修一
幹　　事　服部　弘平
幹　　事　木谷　忠義
幹　　事　近藤弦之介
幹　　事　松本　光雄
幹　　事　永山　久人

岡山ガス株式会社　代表取締役社長

株式会社天満屋　代表取締役会長

株式会社中国銀行　代表取締役頭取

山陽放送株式会社　代表取締役社長

両備ホールディングス株式会社　代表取締役会長兼CEO

倉敷化工株式会社　相談役

株式会社廣榮堂　取締役会長

服部興業株式会社　取締役会長

株式会社さえら　代表取締役会長

太陽綜合法律事務所　代表弁護士

株式会社まつもとコーポレーション　代表取締役社長

下津井電鉄株式会社　代表取締役社長

（敬称略）

ʪ2016೥̎ ݄16೔ɹԙɿԬࢁϓϥβϗςϧʫ

ʮޙԉ会ٴͼޙԉ会໾һ会ʹͭいてʯ
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50周年を起点として
所 長 挨 拶

～岡山商科大学社会総合研究所後援会について～
【趣　　　旨】
　社会総合研究所は、地域社会の発展に寄与することを目的に設立された岡山商科大学の附属機関です。

【事　　　業】
　社会総合研究所は「研究」、「資料収集」、「学生学習支援」の他に、対外的な3つの事業を遂行しています。
　●公開講演会・「慶應MCC夕学講座」サテライト講座・商大講座・通信教育講座
　●岡山県生涯学習大学（県委託事業）等　大学公開事業の開催
　●岡山商科大学学園誌『商大レビュー』の発行
　●地域社会の当研究所に対するニーズの把握

【後援会組織】
　社会総合研究所設立趣旨の徹底を図るために後援会が設けられています。現在の後援会役員は次の通りです。
　●理事　岡﨑彬（代表）、伊原木一衛、宮長雅人、原憲一、小嶋光信、秋山進彦
　●幹事　武田修一（代表）、服部弘平、木谷忠義、近藤弦之介、松本光雄、永山久人 （敬称略）

【会　　　費】
　無料です。

【会員の特典】
　会員は、下記の特典が受けられます。
　1．『商大レビュー』等の希望者無料配布
　2．「岡山商科大学公開講演会」、「商大講座」や「慶應MCC夕学講座」等、大学公開活動の
　　 開催についてのご案内
　3．社会総合研究所および本学図書館の資料（雑誌、統計書類）のご利用

岡山商科大学社会総合研究所
〒700－8601岡山市北区津島京町2－10－1　電話＆FAX086－256－6656

お問い合わせ

社会総合研究所　所長　大﨑　紘一

　平成27（2015）年度は、本学の50周年記念行事で大学全体として活気のある1年でした。本
年度は、待望であった真庭市、（一社）湯原観光協会、湯原町旅館協同組合の3者との包括協
定を締結することができ、幅広い学生の活動が可能になりました。岡山県内6市１町村と包括協
定を締結できましたので、今後は学生のフィールドスタディの場として連携した活動をするばかり
でなく、教員の研究の場として連携活動をする必要性が、文部科学省の平成28（2016）年度か
ら始まる「研究ブランディング事業」への応募として極めて重要なプラットホームになると考えて
います。

　学生の資格支援を行う「商大塾」の活動は3年目となり、平成27（2015）年度は、学生の卒業後の針路を明確に決
めることができる資格取得の学生を多数輩出することができ、商大塾の存在感が学生の中にも浸透してきたと感じて
います。特に入学時から自分の針路を明確に決め、その針路を邁進できる充実した学生生活を送ることができるよう
に、針路相談を行っています。
　大学間研究連携として二松學舎大学と包括協定を締結し、本学の教員５名、二松學舍大学及び他の大学の教
員で「ショッピングモール」に関する共同研究を実施し、成果をとりまとめて早ければ2016年4月には発刊される予定
です。また、本学の地域に関する研究、岡山県内の企業に於ける経営に関する研究に教員グループを組織し、研究
成果の取りまとめを平成28（2016）年度は行いますので、経済界、教職員の皆様のご協力をお願いしたいと考えてい
ます。

商大レビュー
第25号
2016.3

掲載された記事へのご意見・ご感想等がございましたら
E-mail:syaken@po.osu.ac.jpまで。

岡山商科大学  産学官連携センター、
Facebookはじめました。

https://www.facebook.com/osusangakukan
連携市町村のイベント情報や公開講座・夕学講座など、

随時、情報を掲載中！！

発行／岡山商科大学
　　　〒700-8601　岡山市北区津島京町2丁目10-1
　　　Tel.（086）252-0642 ㈹
　　　Fax.（086）255-6947

ISSN 1340 2315

編集／岡山商科大学社会総合研究所
　　　Tel.（086）256-6656

レイアウト・製作／山陽印刷株式会社

　本年度も商大レビュー第２５号を無事に刊行することができました。ご協力いただいた
方々に改めて感謝を申し上げます。
　サッカー男子・リオデジャネイロ五輪・アジア最終予選を見ていて、これからの企業組織に
ついてふと考えたことがありますので、少し述べさせていただきます。
　最終予選でのメンバーは、はっきり言ってスター選手はいなかったにもかかわらず、全員
が得点できるチームでした。これは、過去にはなかった｢新しい時代のサッカー（組織）なの
か？｣と思ったのは私だけでしょうか。いつでも、誰もが日替わりでHEROになれる組織。こ
れを企業に置き換えてみるとどうでしょうか。｢2：6：2の法則｣では、組織においては上位２
割の優秀な人材が利益を生み出しているとされていますが、反対にずば抜けて優秀な人材
がいなくても、総合力で勝る組織は出来ないものなのでしょうか。
　日々、学生と接していても感じられるのですが、これからの“若者”は、競争せずに協力し
ながら（協調性を重視して）やっていくタイプが増えていくように思えます。それが、今回の
若い世代のサッカーにも現れたのではないでしょうか。もちろん、指揮官である手倉森監督
のマネジメント術や人材育成方法、あるいはモチベーションアップの方法などは、企業経営
者からみても参考になる点は多く、多方面で取り上げられますが、その指揮官の元で個々の
能力を充分に発揮した若手選手にも注目してあげたいですね。
　オリンピック本大会では24歳以上のオーバーエイジ枠を使い、世界で活躍しているスター
選手が（最大３名）加入して更に強くなるのか、はたまた今の組織が崩れてしまうのか。現代
における企業の組織づくりの在り方を占う意味でも、しっかりと見守りたいと思っています。
　社会総合研究所はこれからも地域社会とのつながりを大切に活動していきます。引き続き、
宜しくお願い致します（Ｋ）

編 集 後 記
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　2．「岡山商科大学公開講演会」、「商大講座」や「慶應MCC夕学講座」等、大学公開活動の
　　 開催についてのご案内
　3．社会総合研究所および本学図書館の資料（雑誌、統計書類）のご利用

岡山商科大学社会総合研究所
〒700－8601岡山市北区津島京町2－10－1　電話＆FAX086－256－6656

お問い合わせ

社会総合研究所　所長　大﨑　紘一

　平成27（2015）年度は、本学の50周年記念行事で大学全体として活気のある1年でした。本
年度は、待望であった真庭市、（一社）湯原観光協会、湯原町旅館協同組合の3者との包括協
定を締結することができ、幅広い学生の活動が可能になりました。岡山県内6市１町村と包括協
定を締結できましたので、今後は学生のフィールドスタディの場として連携した活動をするばかり
でなく、教員の研究の場として連携活動をする必要性が、文部科学省の平成28（2016）年度か
ら始まる「研究ブランディング事業」への応募として極めて重要なプラットホームになると考えて
います。

　学生の資格支援を行う「商大塾」の活動は3年目となり、平成27（2015）年度は、学生の卒業後の針路を明確に決
めることができる資格取得の学生を多数輩出することができ、商大塾の存在感が学生の中にも浸透してきたと感じて
います。特に入学時から自分の針路を明確に決め、その針路を邁進できる充実した学生生活を送ることができるよう
に、針路相談を行っています。
　大学間研究連携として二松學舎大学と包括協定を締結し、本学の教員５名、二松學舍大学及び他の大学の教
員で「ショッピングモール」に関する共同研究を実施し、成果をとりまとめて早ければ2016年4月には発刊される予定
です。また、本学の地域に関する研究、岡山県内の企業に於ける経営に関する研究に教員グループを組織し、研究
成果の取りまとめを平成28（2016）年度は行いますので、経済界、教職員の皆様のご協力をお願いしたいと考えてい
ます。

商大レビュー
第25号
2016.3

掲載された記事へのご意見・ご感想等がございましたら
E-mail:syaken@po.osu.ac.jpまで。

岡山商科大学  産学官連携センター、
Facebookはじめました。

https://www.facebook.com/osusangakukan
連携市町村のイベント情報や公開講座・夕学講座など、

随時、情報を掲載中！！

発行／岡山商科大学
　　　〒700-8601　岡山市北区津島京町2丁目10-1
　　　Tel.（086）252-0642 ㈹
　　　Fax.（086）255-6947
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編集／岡山商科大学社会総合研究所
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レイアウト・製作／山陽印刷株式会社

　本年度も商大レビュー第２５号を無事に刊行することができました。ご協力いただいた
方々に改めて感謝を申し上げます。
　サッカー男子・リオデジャネイロ五輪・アジア最終予選を見ていて、これからの企業組織に
ついてふと考えたことがありますので、少し述べさせていただきます。
　最終予選でのメンバーは、はっきり言ってスター選手はいなかったにもかかわらず、全員
が得点できるチームでした。これは、過去にはなかった｢新しい時代のサッカー（組織）なの
か？｣と思ったのは私だけでしょうか。いつでも、誰もが日替わりでHEROになれる組織。こ
れを企業に置き換えてみるとどうでしょうか。｢2：6：2の法則｣では、組織においては上位２
割の優秀な人材が利益を生み出しているとされていますが、反対にずば抜けて優秀な人材
がいなくても、総合力で勝る組織は出来ないものなのでしょうか。
　日々、学生と接していても感じられるのですが、これからの“若者”は、競争せずに協力し
ながら（協調性を重視して）やっていくタイプが増えていくように思えます。それが、今回の
若い世代のサッカーにも現れたのではないでしょうか。もちろん、指揮官である手倉森監督
のマネジメント術や人材育成方法、あるいはモチベーションアップの方法などは、企業経営
者からみても参考になる点は多く、多方面で取り上げられますが、その指揮官の元で個々の
能力を充分に発揮した若手選手にも注目してあげたいですね。
　オリンピック本大会では24歳以上のオーバーエイジ枠を使い、世界で活躍しているスター
選手が（最大３名）加入して更に強くなるのか、はたまた今の組織が崩れてしまうのか。現代
における企業の組織づくりの在り方を占う意味でも、しっかりと見守りたいと思っています。
　社会総合研究所はこれからも地域社会とのつながりを大切に活動していきます。引き続き、
宜しくお願い致します（Ｋ）
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